爆 YAMAHA 



DSP AV アンプ 

DSP-Z9 

取扱説明書 



準備-接続編 

本機を使用ずるにあたつて必要な準備(設 
置•接続-調整)について説明していまず。 


ヤマ八 DSP AV アンプ DSP - Z 9 をお買い上げいただきまし 
て、まことにありびとラございます。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なく 
お使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書 
をよくお読みください。お読みになったあとは、保証書と共 
に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。 
■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を必ず確か 
め、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 






まま上のごを意读きに正しくお使いし、ただくたゆ咳) 

; X 輪も占- 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた 
めに、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この r ま全上のごま意」に書かれている内容には、お客様び購入された製品に含まれないものも記載されています。 


絵表示の例 

A 気をつけなければならない内容を 
/ \表しています。 

してはいけない行為を表していま j 

A 必ずしなければならない行為を表 

V しています。 

たとえば么は憾電を意」を示して 

たとえば®は「分解禁山を示して 

たとえば®は r 電源プラグをコン 

います。 

います。 

セントから抜くこと」を示してい 



ます。 


A 

奋义この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を負う可能性び想定される 

C 3 内容を示しています。 

运 

プラグを抜< 

下記の場台には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜く。 

♦ 異常なにおいや音びする。参煙び出る。 

♦ 内部に水や異物び混入した。 

そのまま使用すると、乂災や感電の原因となります。 


電源コードを傷つけない。 

♦ 重いものを上に載せない。参ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

♦ 熱器具には近づけない。 参無理な力を加えない。 

芯線びむき出しのまま使用すると、乂災や感電の原因となります。 

(§) 

水めれ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

♦ お室-台所-海岸-水辺 ♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 
♦雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入により乂災や感電の原因となります。 

減 


雷がなりはじめた5電源プラグには触れない。 

接触禁止 

感電の原因となります。 

分解禁止 

分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けない。 

乂災や感電の原因となります。 

修理-調整は販売店にご依頼<ださい。 

を 

放熱のため本機を設置ずる際には： 

♦巧やテーブルク□スをかけない。 ♦ じゅラたん- 九一ぺッ トの上には設置しない。 

♦ あおむけや横倒しには設置しない。参通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこもり火災の原因となります。 

を 

本機の AC アウトレットに、指定された供給電力を超えた機器を接続しない。また、供給電 
力内であってら電熱器-ドライヤー-電子調理器等は接続しない。 

火災の原因となります。 


2 














安全上のご注意 







安全上のご注意 






安全上のご注意 






安全上のご注意 



□□ 曲 OLB 立 



ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。「ドルビー 」、 「PRO LOGICJ . [Surround EX 」 およびダブル D 
記号□□は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


W F— r 

2 4 〔n ミロ:已 


DTS 、 DTS-ES Extended Surround 、 Neo : 6および DTS 9 目/ 24 はデジタルシアターシステムズの登録商標です。 


巧 

AAC 


AAC □ゴマーク項はドルビーラボラトリーズの商標です。じ(下はパテントナンバーです。 


08/937,9己 
已848391 
己，291，己己7 
己，4己1，9己4 
已400 433 
己222，189 
5,357,594 
已7已2 22己 
己394,473 


己，己吕3,962 
己274,740 
己，633,9吕1 
己297 236 
4,914,701 
己，23己，671 
07/640,己己0 
己，己79,430 
08/67致666 


98/03037 
97/02吕7己 
97/02874 
98/03036 
己，227,7吕吕 
己，28己，498 
己，481，目14 
己，己92,己84 
己，781，888 


08/039,478 
08/211.547 
己703,999 
08/己己7,046 
08/吕94,吕44 
己，299,23吕 
己，299,239 
己299,240 
己197,087 


己490，170 
己，264,吕46 
5,268,685 
己，37己，189 
己，己81，目己4 
0己-183,988 
己，己4吕，己74 
08/己06,729 



THX と THX □ゴは THX の登録商標です。サラウンド EX は THX とドルビーラボラト U —ズの共同開発による技術で、ドルビーラボ 
ラト U —ズの商標です。不許複製。許可のちとに使用されています。 


mcm 

byFAROUD)A 


0CDi1 は Genesis Microchip 社の事業部門である Faraudja の登録商標です, 
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i . LINK と i . LINK □ゴ I はソニー株式会社の商標です。 

「サイレントシアター / SILENT THEATER 」 はヤマ八株式会社の登録商標です。 
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同捆されている付属品を確認してください。 
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GUI リモコン 
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リ巧ゴ 


ンを準備ずる 




リモコンに電池を入れる 


GUI リモコンに電池を入れる 


U モコンの裏蓋を開ける 


(D 




付属の単3乾電池 (3 本)を、リモコンの電 
池ケース内の表示に合わせて、プラス 
(+) とマイナス（一 ） の向きを間違えない 
ように、正しく入れる 



裏蓋をカチッと音がずるまで巧して、閱 
じる 

乾電池を交換したときは、 RESET キーを押してか 
ら、裏蓋を閉じます。 



GUI リモコンの裏蓋を開ける 


付属の単4乾電池 (2 本)を、リモコンの電 
池ケース内の表示に合わせて、プラス (+) 
とマイナス（一）の向きを間違えないよう 
に、正しく入れる 

裏蓋をカチッと音がずるまで巧して、閱 
じる 


-ご注意- 

U モコンで操作しづらくなったり、キーを押しても 
TRANSIVHT インジケーターび光らない場合は、乾電池び消耗 
しています。このような場合は、すべての乾電池を新しいもの 
に変えてください。 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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リモコンを準備する 


リモコンの巧用節囲 I 

Uf コンは直進性の強い赤外線を使用しています。本体 
の U モコン受光窓に向けて正しく操作してください。 



リモコン 


- IJ モコンでうまく操作びでさないとさは、政下のことを確認してく 
ださい。 

一本体の U モコ ン受光窓び、布などで覆われていませんか？ 

^布などを取り除いてください。 

-本体の U モコン受光窓に、直射日光や強い照明(インノく一夕一堂 
光灯など)び当たっていませんか？ 

^照明の向さを変えるか、本体を置く場所を変えてください。 

一乾電池び消耗しています。 

^すべての電池を新しいものに変えてください。 

广 ごま意- . 

-新しい乾電池と、ちい乾電池を混ぜて使わないでください。 
•乾電池には、形状び同じでち性能び異なるちのびあります。種 
類の異なる乾電池(アルカ U とマンガンなど)を混ぜて使わない 
で < ださい。 

-水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

-冷暖房器具のそばなど、極端に温度び低くなったり高<なると 
ころや、風呂場など、湿度び高くなるところには置かないでく 
ださい。 

-乾電池び液漏れした場合は、液に触れないようを意して破棄し 
てください。液び目や口に入ったり、皮膚についたりした場合 
はすぐに水で洗い流し、医師に相談してください。新しい乾電 
池を入れる前に電池ケース内をされいにふいてください。 

V _ J 
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本機は 4 種類のビデオ端テを装備しています。 


〇 D 曰ビデオ端子 

コンポーネントビデオ信号とコント□ール信号(走査 
線、アスペクト比などの情報)を伝送します。 

〇コンポーネントビデオ端子 

コンポーネントビデオ信号を伝送します。 

〇 S ビデオ端子 

S ビデオ信号を伝送します。 

〇ビデオ端子 

コンポジットビデオ信号を伝送します。 


-ご注意- 

すべての端テに同時に接続している場合、コンポーネントビデ 
才端テに入力された信号び最優先で出力されます。 


ビデオコンバージョン機能 


本機では、入力されたコンポジットビデオ信号、 S ビデオ信号、コンポーネントビデオ信号懈像度び 480 i / 己 76 i のときの 
み)を相互に変換します。 MONITOR 日 UT 端子とテレビを、どれかひとつの形式のケーブルで接続すれば、どのような 
フオーマットの信号び入力されても、テレビ側で入力を切り替えることなく、映像を楽しめます。 


画質 


本機の入力端子 


本機内部での信号の流れ 


本機の出力端子 
(MONITOR OUT ) 





ビデオ端子について 


〇! 


©- 


©I 


〇! 
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はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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接続の基礎知識 


デジタル端子について _ 

本機は、デジタル信号を直接伝をでさるデジタル端子 (COAXIAL :同軸/ OPT に AL :光)を装備しています。 


DTV/LD CD DVD DVR 

?^.#@@@ 

瞧 L ® @ @ ® 

NPUT - 

CD CD-R DVD DTV CBL SAT DVR 

国圆圆圆图图同 

⑥⑥⑦ ⑥⑨⑩ の 

- DIGITAL OUTPUT 

CD-R WID/TAPE DVR 

司圆圆 

® ⑩ ® 

OPTICAL 

ZONE 白 

@ 

COAXIAL 
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同軸デジタル入力端テ 光デジタル入力端テ光デジタル出力端子 同軸デジタル出力端子 


-デジタル端テは、 PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 、 
AAC 兼用です。 

-同軸デジタル入力端テと光デジタル入力端テに、同時 
にデジタル信号び入力されると、同軸デジタル入力端 
テに入力されたデジタル信号び優先されます。 

. 本機のデジタル入力端テは、(下のヴンプ U ング周波 
数に対応しています （192 kHz は同軸デジタル入力端 
テのみ対応)。 

-32 kHz : 巳 S アナ□グ放送 (Af — ド） 

-44.1 kHz : CD 、 MD 、 DVD 才ーディオ 
-48 kHz : DVD 、 DVD 才ーデイオ、巳 S アナ □ 

グ放送(巳モード)、巳 S デジタル放送 
-88.2 kHz : DVD 才ーディオ 
-96 kHz : DVD(PCM 96 kHz )、 DVD 才一 

デイ オ 


-192 kHz : DVD 才ーデイオ 


. 本機のデジタル信号回路とアナ□グ信号回翻ま独立し 
ています。デジタル入力端テに入力されたデジタル信 
号は、デジタル出力端子からのみ出力されます。 

广 ご注意- . 

-本機の光デジタル端テは、 EIAJ 規格に基づいて設計されていま 
す。曰 AJ 規格を満たさない光ファイバーケーブルを使うと、正 
常に動作しないことびあります。 


lLINK 端子について _ 

本機には、2チャンネル PCM 信号やマルチチャンネルの圧縮オーディオ信号に加え、 DVD オーディオ/スーパー 
オーディオ CD のマルチチャンネル音声をデジタルで伝送でさる i . LINK 端テを装備しています。 



. i . LINK は接続した機器との双方向のデータ転送び可能 i . LINK 機器の接続の詳しい解説につい口ま、応用操作編 

なインターフェースです。本機には2つの i . LINK 端テ 83ページをご覧ください。 

び装備されていますび、入力/出力の区別はありませ 
んので、どちらに接続しても同じはたらきをします。 

. 本機の i . LINK 端テは、4ピン形状です。 

-本機の i 丄 INK 端テは、最大4日日 Mbps のデータ転送 
速度に対応しています。 
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接続の基礎知識 


接続にほ5ケーブルの種類 


お使いになる機器に合わせて、ケーブルをご用意ください。 


同軸デジタル端子 

(オレンジ）0 


JL 


同軸ケーブル 


© 


光デジタル端テ 


巧 


JL 


光ファイバーケーブル 


巧 


アナ□グ端子 

(白 ）（© 

(ホ） 


、1' ^^a：g>> 

ステレオピンケーブル 


@ 

m 


し LINK 端子 


吐 


JL 
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Pi 


IEEE 1394ケーブル 


D 端モ 


回 


向 


D 端テケーブル 


囘 


[?=□ 


コンポーネントビデオ端モ 

(緑）0 H i - 


清） © 吨 

(ホ） 


Jh 


Jh 


コンポーネントビデオケーブル 


@ 

@ 

m 


S ビデオ端テ 


JL 


moJ I 广 

S ビデオケーブル 


ビデオ端子 

馈 ）（0 


ビデオ用ピンケーブル 


© 


—ご注意_ 

接続する前に、本機および接続する機器の電源コードび、 AC コンセントに接続されていないことを確認してください。 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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スピーカーを接続ずる 


[スピーカーを設置する 


スピーカーは下図のように設置します。 

广 ごミ主意- . 

-スピーカーは防磁型スピーカーをご使用ください。防磁型！;(外のスピーカーをご使用になりますと、テレビの画像び乱れる場合びありま 
す。特に画面近くに設置するセンタースピーカーやサブウーファーには、防磁型スピーカーの使用をおすすめします。防磁型スピーカー 
をご使用の場合でち画像び乱れるとさは、テレビとスピーカーを離して設置してください。 

V_!_ J 



〇フ□ント L/R スピーカー 

左ちのスピーカーを、 U スニングポジションから等距離 
に設置します。 

スク U —ンをお使いの場合は、スク U —ンの下辺から 
1/4位の高さび適当です。 

0センタースピーカー 

フ□ント L / R スピーカーの中間に設置します。 

スク U —ンをお使いの場合は、スク U —ンと真下中央に 
設置します。 

テレビをお使いの場合は、画面とスピーカー前面とを揃 
えます。テレビの上や下など、でさるだけ画面においと 
ころに設置します。 

©サラウンド L/R スピーカー 

後ち斜めに、スピーカーを U スニングポジションに向け 
て設置します。床から1.日〜1 .8 m の高さで設置しま 
す。 


〇サラウンドバック L/R スピーカー 

U スニングポジションの後方に、スピーカーを U スニン 
グポジションに向けて設置します。床から1.己〜] .8 m 
の高さで設置します。2本のサラウンドバック L / R ス 
ピーカーを設置する場合は、2本を近づけて設置しま 
す。 

0プレゼンス L/R スピーカー 

フ□ント L/R スピーカーの外側日. 5 〜] m の範囲に、ス 
ピーカーを U スニングポジションに向けて設置します。 
床から] .5 〜1 .8 m の高さで設置します。 

©サブウーファー 

フ□ント側に設置する場合は、フ□ント L / R スピーカー 
の外側に設置します。壁の反射を防ぐために、少し内向 
さにして設置します。 

U ア側に設置する場合は、 U スニングポジシヨンの後方 
に設置します。 
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スピーカーを 接続す る 


スピーカーシステムの構ぶ 


ムービー シアタープ□グラムでは、7日 mm マルチトラッ 
クの迫力と臨場感を U アルに再現し、会話は画面上に定 
位し、効果音は画面後方、音楽はさらにその後方に広び 
りを持って再現されます。 

ち図は最も本機の性能を発揮でさるスピーカー配置を示 
したわので、 *ITU-R 基準配置に対応しています。シネ 
マ DSP の音場効果から、 DVD オーディオやスーパー 
オーディオ CD などのマルチチャンネルオーディオ、 
THX サラウンド f ー ド再生までお楽しみいただけま 
す。 

* ITU-R 基準配置：マルチチャンネルオーディオのミキシングスタ 
ジオで採用されている、国際的な基準配置です。 

使用ずる スピーカー 

-フ □ント L/R スピーカー (L/R) 

. センタースピーカー (C) 

-プレゼンス L/R スピーカー (PL/PR) 

. サラウンド L/R スピーカーに L/SR) 

. サラウンドバック L/R スピーカーに 巳 L/S 巳 R) 



ダイポールスピーカーの使用例 

ダイ ポールスピーカーを 使用して、 THX サラウンド 
モードで再生する場合はち図のよラに配置してくださ 
い。 

使用する スピーカー 

. フ□ント L/R スピーカー ( L / R ) 

. センタ—スピ—力— ( C ) 

. サラウンド L/R スピーカーに L / SR ) 

-サラウンドバック L / R スピーカー ( S 巳 L / S 巳 R ) 



I ダイ ポー ルス ピーカーの 位相の向さ 
































スピーカーを 接続す る 


スピーカー を接続する 


スピーカーケーブルを接続ずる 

左チャンネル ( L )、 ちチャンネル ( R )、+( ホ)、 一( 黒)をよく確認して、正しく接続してください 


1 スピーカーケーブル先端の絶縁部(被覆) 
を、 10 mm ぐ!5いはがず 

2ち;線をしっかりよじる 

〇 X 

广目 I 

10mm : / 


3スピーカー端子を左に回して、ゆるめる 


4スピ—力—端子の穴に、スピーカーケー 
ブルのち;線を差し込む 


5スピーカー端子をちに回して、しめる 





バナナプラグを使用する場合 


端子を強くしめてから差し込んでください。 



バイワイヤリング接続する場合 


スピーカーのウーファー端子とツイーター端子を、それ 
ぞれ FRONT A 端子と FRONT 目端子に接続します。 

ご使用になるときは 、 SPEAKER A / 目スイッチを両方 
押して < ださい。 



V_ y 


-付属のスピーカーターミナルレンチを使うと、端テを回しやすくな 
ります。 


广 ご注意- . 

-スピーカーは、インピーダンスび60じ(上のをのを使ってくだ 
さい。フ□ント L/R スピーカーを A、B 同時に鳴らす場合は、] 
台につさ] 20じ(上のをのを使ってください。 

• スピーカーコードのお線はしっかりよじり、スピーカー端テか 
らはみ出さないように接続してください。芯線び U アパネルに 
接触したり、+側と一側び接触すると、保護回路びはたらいて 
電源びスタンバイ状態になることびあります。 

•スピーカーと本機の+端テどラし、一端テどラしを接続してく 
ださい。間違えて接続すると、音び不自然になります。 

V_ J 
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スピーカーを 接続す る 


ヴフウーファーを接続ずる 

ヤマ八-アクティブヴーボ*サブウーファーシステムなどの、アンプ内蔵サブウーファーを使用するとさは、 
SU 巳 W 日日 FER 端テに接続します。 ] 台のみ接続するときは、 SU 巳 W 日日 FER ( L ) 端テに接続します。 


下図のように、スピーカーを接続します。 


プレゼンス 

スピーカーち 


フ□ント 

フ ト。一 ~h — ( A 、 た 


フ□ント 

マ^^。ーナ1 — 


プレゼンス 

スピーカー左 



(pE37fi 


フ□ント L/R スピーカーを2組設置したい場合や、]組を別の部屋に置いて音声を楽しみたい場合は、 FRONT B 端テにもう]組フ□ント L/ 
R スピーカーを接続でさます。 

サラウンドバックスピーカーを]台のみ使う場合は、 SURROUND 巨 ACK(SINGLE) 端テに接続してください。 

サブウーファーを前後に設置して使う場合は、前側のサブウーファーを SU 巨 W 日日 FER (FRONT) 端テに、後側のサブウーファーを 
SU 巨 W 日日 FER(REAR) 端テに接続してください。 

PRESENCE/Z 日 NE2 端テには、ゾーン2専用スピーカーを接続することもできます(応用操作編8日ぺージ)。 


はじめに 


接続する(スピ I 力—) 


接続後の基本設定 
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ピを賺ずる 


お使いになるテレビに合わせて、下記のラちひとつを選んで接続してください。 




D 1/ D 2/ D 3/ D 4/ D 己 コンポーネント 

ビデオ入カ ビデオ入力 


ビデオ S ビデオ 

入力 入力 


®@@ © © 
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再生機器を接続ずる 


左チャンネル ( L )、 ちチャンネルの）、入力 （ IN )、 出力（日 UT ) をよく確認して、正しく接続してください。 
ひとつの機器を示されているすべてのケーブルで接続する必要はありません。映像信号の接続に1種類、音声信 
号の接続に1種類を選んで接続してください。 


DVD プレーヤーを接続する 
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はじめに 


接続する(再生機器) 


接続後の基本設定 
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再生機器を接続する 


©©©© 
IN(PLAY) OUT 町 E 口 



回 DVD 国斌回 DVR 


- A - 0M 


[ P ©@© 
證擦擦© 


©© 


©©@韻 1 

緣感戀 ( 

D7V/LD CBL SAT 


£■0 © © © 


圆図圏圆國圆圏 


圆圖圆 




©©© 

©©© 


©© 

0© 

OUT 阳。… [PLAY] 


©©\0€ 

©©#€ 


€ 

€ 


ケーブル TV チューナーを接 
続ずる 
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軒 
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再生機器を接続する 



衛星放送チユーナーを接続 


LD プレーヤーを接続ずる 


する 
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.LD プレーヤーのドルビーデジタル RF 出力端子を接続して、ドル 
ビーデジタル RF 信号を入力する場合は、同軸デジタル入力端テ 
(DTV/LD) の割り当てを riD-RFJ に指定する必要びあります(応用 
操作編4日ページ)。 
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再生機器を接続する 



ピュアダイレクトモード(応用操作編18ページ)で、高 
音質な再生を楽しむ場合は、お手持ちの CD プレーヤー 
を 2 CH IN 端テに接続しますに8ぺージ)。 


低出力型 MC カート U ッジ付のレコードプレーヤーを接 
続するとさは、昇圧トランスまたは MC ヘッドアンプを 
使って接続します。 

广 ご注意- . 

.S に NALGND 端テは安全アースではありません。雑音び多い 
とさに接続すると、雑音を低減することびでさます。 

V _ J 
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再生機器を接続する 


テレビ(音青)を接続ずる 


ん 

音芦出力 

m® 

R L 



©©©©©©^©® 

©©©©©©獲)©® 

IN(PLAY) OUT(REC) IN(PLAY] OUT(REC) 


©©[ ©©©©©© 



W DVD DTV CBL SAT DVR CDfl MD/TAPE DVR 

图圆圆圆圆圆圆圆圆 
⑥⑦ ④⑨⑩ ⑩⑩⑩ @ 


はじめに 


接続する(再生機器) 


接続後の基本設定 
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• VCR 2 端テを使って、 2 台目のビデオデッキを接続することちでさます。 


ビデオデッキを接続する 


録き/再生機器を臟ずる 
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録音/再生機器を接続する 


DVD レコーダーを接続する 


D 1/ D 2/ D 3/ D 4/ D 5 同軸デジタル 
ビデオ出力 出力 


la ^ E ] 
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光デジタル S ビデオビデオアナ□グアナ□グビデオ S ビデオ光デジタル 
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接続後の基本設定 
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録音/再生機器を接続する 



MD レコーダー/テープデッ 


CD レコーダーを接続する 


キを接続ずる 
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O FRONT OUT5 滿子 

フ□ント L / R チヤンネルの出力端テです。外部パ 
ンプを接続して、フ□ント L / R スピーカーを駆動させる 
場合に使います。 

FRONT 国子 

本機のフ□ント用パワーアンプの入力端テです。この端 
テを使うと、本機のフ□ント用プ U アンプ部とメインア 
ンプ部び切り離されます。 

〇 CENTER OUT 端子 

センターチヤンネルの出力端テです。外部パワーアンプ 
を接続して、センタースピーカーを駆動させる場合に使 
います。 

CENTER IN5 請子 

本機のセンター用パワーアンプの入力端テです。この端 
テを使うと、本機のフ□ント用プ U アンプ部とメインア 
ンプ部び切り離されます。 

〇 SURR0UND5 請子 

サラウンド L / R チヤンネルの出力端テです。外部パワー 
アンプを接続して、サラウンド L / R スピーカーを駆動さ 
せる場合に使います。 


パワーアンプを接続して、サラウンドバック L / R スピー 
カーを駆動させる場合に使います。 

0 PRESENCES 請子 

プレゼンス L / R チャンネルの出力端テです。外部パワー 
アンプを接続して、プレゼンス L / R スピーカーを駆動さ 
せる場合に使います。 

0 SUBW00FER5 瑞子 

ヤマ八アクティブヴーボサブウーファーシステムなど 
の、アンプ内蔵サブウーファーを使うとさに、この端子 
に接続します。フ□ント、センター、サラウンドおよび 
サラウンドバックチャンネルの低音信号び出力されま 
す。また、ドルビーデジタル、 DTS や AAC デコード時 
の LFE 信号も、この端テに出力されます。 


，マ、ミ壬音 




他のアンプを接続する _ 

スピーカー出力をパワーアップするために外部パワーアンプ(プ U メインアンプ)を使ラ場合や、お手持ちのアンプ 
を使う場合などは、 PRE 日 UT/MAIN IN 端テと接続します。アンプ内蔵のサブウーファーは、 SU 巳 W 日日 FER 端テ 
に接続します。 


? ????? 

"" 、 ( - ) ( \ ~^ ( -\ t \ 
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〇 SURROUND BACK 端子 

-ア サラウンドバック L / R チヤンネルの出力端テです。外部 


一…'。、 ^ 

•他のアンプへ出力するために、 RCA ピンプラグを PREOUT 端テに接続したときは、対応するスピーカー端テを使わないでください。ま 
た、接続する外部アンプの音量は最大にしてください。 

-マニュアル設定メニュー「その他の設定：マルチゾーン」の r スピーカー目」を、「ゾーン目で使用」に設定して 、 SPEAKER A スイッチを日 FF 
にした場合、 FRONT 日 UT 端テ外の PREOUT 端テには信号び出力されません(応用操作編42ページ)。 


接続後の基本設定 


はじめに 
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接続する(他の機器) 
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他の機器を接続する 



マルチチヤンネル出力端子 


2 CH IN 端子に接続する 


びある機巧を接続する 

お手持ちの CD プレーヤーなどを 2 CH IN 端テに接続す 


れば、ピュアダイレクトモードで高音質な再生を楽しむ 


DVD プレーヤーやスーパーオー X ィオ CD プレーヤーな ことびでさます(応用操作編] 8ぺージ)。 
ど、マルチチャンネル出力端子びある機器を接続しま 


す。 
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他の機器を接続する 


©)©) 參 


Q 


S ビデオ ビデオアナ□グ音芦 光デジタ, 

出力 出力 出力 出力 


グーム機やビデオカメラなどを接続する 


面の VIDE 日 AUX 端テに接続します。 




はじめに 


接続する(他の機器) 


接続後の基本設定 


前 
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AC アウトレット 電源コード 

外部オーディオ機器に電源を供給するコンセントで、本 すべての接続び終了したら、電源コードを本機の AC IN 
機の STAND 巳 Y/ 日 N スイッチと連動しています。合計 端テにしっかりと差し込み、家庭用 AC] 日日 V 、 50/ 
で消費電力] 20 W までのオーディオ機器を接続し、電 6日 Hz の AC コンセントに電源プラグを接続します。 
源を供給することびでさます。 接続するとさの電源プラグの向さ(極性)によって音質び 

接続するとさの電源プラグの向さ(極性)によって音質び 変わることびありますので、お好みの向さで接続してく 
変わることびありますので、お好みの向さで接続してく ださい。 

ださい。 


AC コンセントへ 
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ロイカル•トザ -N" ンタ圓71 -ス)爾赚3て操!!师 


本機にテレビを接続すると、 GUI 画面を表示させること 
びでさます、この GUI 画面を見なびら本機を操作した 
り、設定を変更することびでさ、便利です。 

また操作には、専用の GUIU モコンび用意されていま 
す。 


選ぶことびでさるカテゴ U —はじ(下のとおりで 
す。 

- n . LINK 設定」： 

i . LINK 接続の設定(応用操作編86ページ） 



-5 

もん6 


本機とテレビの電源を入れる 


TOP 丰一を巧して、 GUI 画面を表示ず 
る。 



TOP 



7丰一を巧して、設定ずるカテゴリーを選 
び、^丰一を巧ず 




1 




「サラウンド選択•設定」： 

音場プ□グラムの選択や、パラメーターの設定 
(応用操作編52ページ） 

「入力選択-設定」： 

入カソースの選択や、ソースごとの設定(応用操 
作編43ぺージ） 

「マニュアル設定」： 

音声出力や映像出力など、本機のシステム設定 
(応用操作編24ページ） 

「自動測定メニュー」： 

丫 PA 日による自動システム設定 (33 ページ） 
「設定の保護」： 

本機の設定の保護(応用操作編48ページ） 
「入力信号の情報」： 

入力信号情報の確認(応用操作編76ページ） 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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GUI (グラフィカル•ユーザー•インターフエース)画面を使って操作する 


4 A/V 丰一を巧して、設定ずるメニューを選 
び、|>丰一を巧ず 




广 ご注意- . 

-解像度び48日 P、 己 76p、 1日8日し72日 P の映像信号び入力さ 
れているときに GUI 画面を表示させると、 GUI 画面の背景は、 
「その他の設定：表示の設定」の「壁紙の選択」で選んだ壁紙にな 
ります (4] ぺージ)。 

V_/ 



メニューによっては、さらに A / V / づ/杉キーでヴ 
ブメニューを選ぶ必要びあります。 


R A / V / づ/杉丰一を巧して、選んだメニュー 
の設定を変更ずる 



Q 変更し終わった！5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了ずる 


(pE37i^ 

- GUIIJ モコンでの操作を、通常の U モコンで行うこともでさます(応 
用操作編9ページ)。 
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本機に搭載の「丫 PAO (丫 amaha Parametric Room Acoustic 日 ptimizer )」 により、ご使用になるスピーカーの 
配置、能力やお部屋の音響特性を測定し、最適な視聴空間を自動的に設定することびでさます。スピーカーから出 
力されるテスト!-ーンを、付属のマイク（オプティマイヴーマイク）で拾い、自動的に測定、設定します。 


設定の流れ 付属のマイクを準備する 


ホ雷のマイクを準備ずる 〔33 ぺージ〕 



み 

測定を開始ずる 〔 34 ぺージ） 

• 結線の確認： 

スピーカーの極性をチェックします。 

-距離の補正： 

U スニングポジションから各スピー 
カーまでの距離をチェックし、遅延時 
間を設定します。 

-大きさ判定： 

各スピーカーのサイズを設定します。 

-周波数補正： 

各スピーカーの周波数特性を調節しま 
す。 

-音量の調整： 

各スピーカーからの音量を調節しま 
す。 


み 

〔結果を確認ずる 〔 37 ページ j 


r 周波数補正」について 


周波数特性の補正は、周波数、レベル、 Q ファクターの3 
つのパラメーターびそれぞれ独立して可変するパラメト 
U ックイコライヴーを使って行います。これらの組み合 
わせで、より精度の高い周波数特性の補正を、 YPAO に 
より自動的に行うことびできます。 


本機前面の日 PTIM 亿 ER M に端テに、付属のオプテイ 
マイヴーマイクを接続します。 


严 WS 。 ミををを 0二《园祖娜 a 議=»，。邸™ クニぐ^。 

。〇弯瓣品〇 〇這〇-獻を 
◎ ◎戀爆戀戀圆 

オプティマイヴーマイクは実際に視聴する位置 ( U スニ 
ングポジション)に、耳と同じ高さで設置します。耳と 
同じ高さに設置する場合は、水平な台にのせるか、兰脚 
を使います。 



-ご注意- 

-オプティマイヴーマイクは高温に弱いため、1;(下の点にごを意 
<ださい。 

一直射日光び当たる場所に置かない。 

一本体の上に置かない。 

-設定び終わったら、オプティマイヴーマイクは外してくださ 
し、。接続されたままの状態では、音び出力されません。 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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最適な視聴空間を自動的に設定する 


測定を開始する 


-ごま意- . 

• 各スピーカーとオプティマイヴーマイクの間に、障害物びない 
か確認してください。障害物びあると、正しく測定でさない場 
合びあります。 

-測定中は大さなテスト I -ーンび出ます。ルさなお子様などを U 
スニングルームに立ち入らせないようご配慮ください。 

•測定中に声を出したり、周囲の騒音び大さいと、正しく測定で 
きなかったり、エラー表示び出る場合びあります。測定中はな 
るべく静かにしてください。 1 


\ 本機とテレビの電源を入れる 


4 A/V 丰-对甲して、 r 項目選択」を選び、^ 
丰一を巧ず 




3 V丰一对甲して、 r 自動測定メニュー」を選 
び、^丰一を巧ず 




g A/V 丰一を巧して、測定項目を選び、^ 
丰一を巧ず 
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最適な視聴空間を自動的に設定する 


A / V 丰一を巧して、選んだ項目を測定ずる 
かしないかを決める 

「結線の確認」、「距離の補正」、「大ささ判定」、「音 
量の調整」については、それぞれ「実行する」または 
「実行しない」を決めてください。 

「周波数補正」については、下記の補正方法から決 
めて < ださい。 


7丰一を巧して、「手順選択」を選び、^ 


r 測定を行わない」： 
r 全域均等に改善」： 


測定しません。 

各 スピーカーの 特性を 均一 (フ 
ラット)にします D 

「フ□ントに 近似」：フ□ント L/R スピーカーの 特 
性に、各 スピーカーの 特性を 
合わせます。 

低域周波数を重点的に調整し 
て、フラットにします。 

中域周波数を重点的に調整し 
て、フラットにします D 
高域周波数を重点的に調整し 
て、フラットにします D 


r 低音重視で改善」: 
r 中音重視で改善」: 
r 高音重視で改善」: 




THX 認証スピーカーをご使用の場合は、「大きさ判赴を模行しな 
し、」にして、測定しないようにしてください。また「基本設定:スピー 
カーの設定」で、すべてのスピーカーび「ル」/「ル2台」に設定されて 
いることと、「ク□スオーパー」び「8日 Hz ( THX )」 に設定されている 
ことを確認してください(応用操作編27ページ)。 


各項目の設定が終わった！5、づ丰一を巧 
して、 r 項目選択」に戻る 


丰一を巧ず 








9 A / V 丰一を巧して、測定手順を決める 

下記の手順から決めてください。 

「全選択項目」： 全ての項目を自動的に測定しま 
す。 

「一項目ずつ」： 各項目ごとに結果を確認しなび 
ら測定します。 

1〇測定手順が決まった！5、づ丰一を巧し 
て、「手順選択」に戻る 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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最適な視聴空間を自動的に設定する 


11 V 丰一を巧して、「スタート」を選び、 
ENTER 丰一を巧ず 

測定び始まります。 



アクテイブヴブウーファーの設定について 


. サブウーファーを接続している場合は電源を入れて、 
下図の位置（半分または半分よりややルさめ）にボ 
U ュームを設定してください。 



. ク□スオーバー周波数の設定機能びある場合は、クロ 
スオーバー周波数を最大に設定してください。 


1 



-ごま意- . 

. 測定中に エラー 表示び出た場合は、38ページ「表示 
メッセージについて」を確認のうえ、必要な対処をして 
から、測定をやりなおしてください。 

-測定中に力ーソル ( A / V / づ /[>) キーまたは ENTER キー 
を押すと、「ポーズ」と表示され、測定び中断します。 

一測定をやりなおすには、 A キーを巧して、「再測定」を 
選んでください。 

-測定を終了するには、づキー対甲して、 r 終了」を選 
んで < ださい。 

-次の項目の測定に進むには、▽キー対甲して、「次へ」 

を選んでください。 > 


測定び終わると、「測定び終了しました。」と表示 
され、結果び表示されます (37 ページ)。 
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各項目の測定の結果を確認することびでさます。 


r を頃目選択 J で測定した場合 

すべての測定び終わると、「測定び終了しました。」と表 
示され、結果び表示されます。 


r - 頃目ずつ J で測定した場合 

各項目の測定び終わるごとに、その項目の結果画面び表 
示されます。 



測定した値で設定するには、▽キーを押して、「設定」 
を選びます。「最適化完了されました。」と表示さ 
れ、設定び終わります。 

測定をやりなおすには、 A キーを押して、「再測定」を 
選びます。 

測定結果やエラー/警告メッセージの詳細を見るに 
は、^キーを押して、「詳細」を選びます。 

自動測定メニューから抜けるには、づキーを押し 
て、「終了」を選びます。 





-次の項目の測定に進むには、▽キーを押して、「次へ」 
を選びます。 

-測定をやりなおすには、 A キーを押して、「再測赴を 
選びます。 

-測定結果やエラー/警告メッセージの詳細を見るに 
は、^キーを押して、「詳細」を選びます。 

-自動測定メニューから抜けるには、づキーを押し 
て、「終了」を選びます。 

すべての測定び終わると、「測定び終了しました。」と表 

示され、結果び表示されます。 

-測定した値で設定するには、▽キーを押して、「設定」 
を選びます。「最適化完了されました。」と表示さ 
れ、設定び終わります。 

-測定をやりなおすには、 A キーを押して、陌測赴を 
選びます。 

-測定結果やエラー/警告メッセージの詳細を見るに 
は、^キーを押して、「詳細」を選びます。 

. エラー/警告メッセージの詳細を見るには、杉キーを 
押して、「詳細」を選びます。 

-自動測定メニューから抜けるには、づキーを押し 
て、「終了」を選びます。 


設定後は、「設定値情報」で設定値を確認することびできます。 

スピーカーやスピーカーの設置場所を変えた場合は、再測定することをおすすめします。 

より細かい設定をしたい場合は、マニュアルで各項目を設定することびでさます(応用操作編22ページ)。マニュアル設定後に、各項目の設 
定を自動測定メニューでの設定に戻したい場合は、「設定値情報」で戻せます。 A / ▽キーで戻したい項目を選び、 ENTER キーを押してくださ 
い。 

「距離の補正」では、ご使用のサブウーファーの特性により、サブウーファーの測定値び実際の配置距離よりち長くなることびあります。また、 
外部アンプ使用時にも、各スピーカーの測定値び実際の配置距離よりも長くなることびあります。 

「周波数特性」では、周波数をより精密に補正するため、同じ周波数帯域で違ラレベル値び測定されることびあります。 


最適な視聴空間を自動的に設定する 

結果を確認ずる 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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最適な視聴空間を自動的に設定する 


表示メッセージについて 

測定開お前の表示 


エラーメッセージ 

原因 

対策 

「マイク接続確認」 

付属のオプティマイヴーマイクび接続されていません。 

本機前面の日 PTIMIZER M に端テに、オプティマイ 
ヴーマイクを接続してください。 

「 HP を抜いてください」 

へッドホンび接続されています。 

本機前面の PH 日 NES 端テから、ヘッドホンを抜いて 
<ださい。 

「測定項目未選択」 

すべての項目を、「実行しない」に設定しています。 

測定する項目を、 r 実行する」に設定してください。 

「保護されています」 

設定び保護されています。 

設定の保護メニューで、「自動測定の設定」を「巧変」に 
してください(応用操作編己日ページ)。 


測定中の エラーゾッセージ 

結果表示画面で「詳細」を選ぶと、各メッセージの詳細を表示することびでさます。各メッセージの内容を確認のラ 


えで「再実行」を選んで、測定をやりなおしてください。 


エラーメッセージ 

原因 

対策 

「 E 日1:フ□ント SP 」 

フ□ント L / R スピーカーび検出されませんでした。 

SPEAKER A / B スイッチで正しくスピーカーを選んで 
<ださい。 

フ□ント L / R スピーカーび正しく接続されているか確 
認してください。 

に日2:サラウンド SP 」 

サラウンド L / R スピーカーび検出されませんでした。 

サラウンド L / R スピーカーび正しく接続されているか 
確認してください。 

に日3:プレゼンス SP 」 

プレゼンス L / R スピーカーび検出されませんでした。 

プレゼンス L / R スピーカーび正しく接続されているか 
確認してください。 

に0 4 :SBR 一 SBL 」 

サラウンドバックスピーカーを]本のみ接続している場 
合に、 R 側から検出されました。 

サラウンドバックスピーカーを]本のみ接続する場合 
は、 L 側端テに接続してください。 

に日日:雑音大」 

暗騒音馆屋の騒音)び大さすざて、正確な測定びでさま 
せん。 

エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一時的に切 
るか、遠ざけてみてください。 

周囲び静かな時間帯にやり直してみてください。 

に日6:サラウンド確認」 

サラウンド L / R スピーカーび接続されておらず、ヴラウ 
ンドバックスピーカーだけび接続されています。 

サラウンドバックスピーカーを使うとさは、サラウン 
ド L / R スピーカーを接続する必要びあります。正しく 
接続されているか確認してください。 

に07マイク未接続」 

測定の途中でオプティマイヴーマイクび外れました。 

本機前面の日 PTIMIZER M に端テに、オプティマイ 
ヴーマイクを接続してください。 

に08:信号入力無し」 

テスト!-ーンび出ているにちかかわらず、オプティマイ 
ヴーマイクびテスト1-ーンを検知していません。 

オプティマイヴーマイクび正しく接続されているか確 
認してください。 

各スピーカーび正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 

に日9測定キャンセル」 

音量を調節または消音したり 、 SPEAKER A / 目スイッ 
チでスピーカーを切り替えた、などのを操作したため、 
測定をキャンセルしました。 

測定の精度び落ちるため、測定中は音量を変えないで 
<ださい。 

に1日:内部エラー」 

アンプ内部のエラーび発生しました。 

電源を入れなおして、測定を再実行してください。 

「 E 1 1:複合エラー」 

複数のエラーび発生しました。 

詳細表示にて、内容をご確認ください。 

に12:全 SP 無し」 

スピーカーびまったく検出されません。 

SPEAKER A / 目スイッチで正しくスピーカーを選んで 
<ださい。 

各スピーカーび正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 
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最適な視聴空間を自動的に設定する 


測定終了をの警告ゾツセージ 

測定は終了しましたび、測定値に問題びある可能性びある場合に表示されます。各メッセージの内容を確認のラえ 


で 「再実行」を選んで、測定をやりなおすことをおすすめします。 


エラーメッセージ 

原因 

対策 

「 W 1: SP 接続逆相」 

表示されたスピーカーの極性び、逆に接続されていま 
す。 

スピーカーび正しく接続されているか確認してくださ 
い。 

スピーカーによっては、正しく接続してちこの表示び 
出ることびあります。スピーカーの取扱説明書をご覽 
<ださい。 

「 W 2: 距離補正限界」 

表示されたスピーカーと U スニングポジシヨンとの距離 
び、 24 m じ(上あります。 

スピーカーの設置場所を確認してください。 

「 W 3: 音量調整限界」 

各チヤンネ>1レ間の音量差び大さすざて、補正びでさませ 

スピーカーの設置場所を確認してください。 

スピーカーび正しく接続されているか確認してくださ 
い。 

なるべく近い性能のスピーカーを使用することをおす 
すめします。 

サブウーファーの音量を調節してください。 


はじめに 


接続する 


接続後の基本設定 
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が^再をレますか 



最视こ、本機でお楽しみいただける音場プ□グラムをご紹介しまず。見たい/聴きたい 
ものに合わせて、音場プ□グラムを選び、再生してみましょう。 

各機器の操作については、「なにを再生しまずか？」か！5簡単な操作説明を参照できま 
ず。 


なにを再生しまずか 


見たい/聴をたいちのは 



衛星放送/ケ—ブルテレビを見る 

V 

巧 

与^8ぺージ 

ソ 


CD を再生ずる 


多 


与^9ぺージ 


FM / AM 放送を聴< 


10ぺージ 


レコードを再生ずる 


1ぺージ 



スーパーオーデイオ CD / 
DVD オーディオを 
再生ずる 

与 n 2ぺージ 



■ 




ゲ 

ームを 楽しむ 


GAM 

E 

与 n 3ページ 

J 



— 



映画を見る 




スポーツ/ 
ドラ7を見る 



ライブ映像 
を見る 



音楽 



■ムをする 









































なにを再生しますか？ 


効果的にお楽しみいただくには--•音場プ□グラムを選んでくだをい！ 


壮大なファンタジー映画には 
最新の SFX 映画には 
大迫力のアドベンチヤー映画には 

ラブ□マンスやコメデイには 
映画館の迫力をお部屋で再現する 
には 


懐かしのモノラル映画には 


MOVIE ム—レ’— S I マタ — 

I 9 i スペクタクル 

MOVIE ム—レ、—ご/アター 

I 9 j サイファイ 

MOVIE ム—レ’—ご/アター 

I 9 j アドベンチャー 

MOVIE ム—レ、—ご/アター 

I 91 ジェネラル 

THX THX 

I 0 j シネマ 

サラウンド EX 
ウルトラ2シネマ 
□□/DTS ヴラ。ンド 

1+10 J スタンダード 

エン八ンスト 

ENTERTAIN エンターテイ乂、ノト 

I 8 i モノ ムービー 


70mm 大画面のスペクタクルな音場 
最新の SFX 映画をクールに楽しめる音場 
アドベンチャー映画を大迫力で楽しめる音場 
情緒的な映画を柔かく再現する音場 
あらゆるソースを映画館の迫力で再現 

ドルビーデジタルサラウンド EX ソフトを、映画館の迫力で再現 
己. I チャンネルの映画ソフトを最良に再生 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号を忠実に再現 
ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号に音場効果を与える 

往年のモノラル映画を自然に再生する音場 


白熱のスポーツ中継やドラマには 


エンターテイメント 

TV スポーツ 


ノ（ラエテイやスポーツ中継ま組に適用範囲の広い音場 


[ ビッグエンターテイナーのステー 

MUSIC 

ミュージックビデオ 


\ 

ジには 

1 7」 

ポップ/ロック 

□ック、ジャズなどのライブコンヴートを再現する音場 



DJ 

DJ の 1 -ークをク U アに再現する音場 




クラシック/オペラ 

ステージの臨場感と、音楽の美しさを演出する音場 


1 


パビリオン 

丸天井の大をな空間を持つ音場 

J 


華麗なクラシックコンサートには 


区 


r 3 I 


1±大なゴスペルコンサートには 

雰囲気のあるジャズライブには 

熱気あふれる□ックコンサート 
には 

ステレオ音声を楽しむには 
7ルチチヤンネルの臨場感を再現するには 


楽しいホームノ くーテイを演出ずる 
には 


丘 


コンヴートホール1 

ミュンヘン A 
ミュンヘン巨 
フランクフルト 
シュトゥットガルト 
ウィーン 
アムステルダム 
コンヴートホール2 
USA ホール A 
USA ホール目 
ライブコンサート 
チヤーチ 
東京 

フライブルグ 
□ワイ ヨー モン 
ジャズクラブ 

ビレッジゲート 
ビレッジバンガード 
ボトムライン 
□ックコンサート 
□キシーシアター 
□フト 
ア U - ナ 
ステレオ 

2 ch ステレオ 
ダイレクト 
THX 

ミューシッソ 

ステレオ 

ダイレクト 
エンターテイメント 
ディスコ 
パーテ イー 
ステレオ 

9 ch ステレオ 


広く奥行さのあるホー j レの音場 
天并び高いシューボックス型ホールの音場 
縦長で力強い響さびあるホールの音場 
大胆な左ち非対称形のホールの音場 
響さび豊かなち巧的な中ホールの音場 
響をび豊かなち巧的な大ホールの音場 

中高域の響をび豊かな大ホールの音場 
半円形のドーム型天井を持つ大ホールの音場 
響きび豊かな、広大な円形ホールの音場 

適度な残響感を伴ラ教会の音場 

非常に長し偶響時間を持つ教会特有の音場 

中世の美しいゴシック建築の修道院食堂大広間の音場 

広いフ□アを持つニューヨークの著名なライブ八ウスの音場 

ニューヨークの著名なジャズクラブの音場 

ニューヨークで話題のライブ八ウス r ヴ-ボトム-ライン」の音場 

□サンゼルスのホットな□ックライブ八ウスの音場 
コンク1」ート造りの倉庫の音場 
広大なア1」ーナの音場 

ステレオ音声で再生 

高音質のステレオ音声で再生(アナ□グ / PCM ) 

日.1チャンネルの音楽ソフトを最良に再生 

高音質のマルチチャンネル音声で再生 ( PCM / DSD ) 

ホットなディスコの雰囲気を再現する音場 
ホームパーティーでの BGM を、自然に演出する音場 

広いェ1」アで音楽を楽しめる音場 


ゲームの 世界に浸るには 

ENTERTAIN 

(8」 

エンターテイメント 

ゲーム 

\ 

TV ゲームの軽快なノ U をさらに加速させる、痛快なテンポの音場 


□□ /DTS 

サラウンド 



( +10 j 

スタンダード 

サラウンド感に包まれる大迫力の音場 ( PLIIx ゲーム、 PLII ゲーム） 

J 




実際に再生してみて、ちょっと違うなと感じたら他の音場プ□グラムも試してみてください。 
音場プ□グラムの詳しい解説については、応用操作編をご覧ください。 
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なにを再生しまずか？ 


DVD を再生する 


衛星が送/ 

ケ—ブルテレビを見る 


CD を再生する 


FM / AM 放送を聴く 


レ n — ドを再生ずる 


ス—パ—才—ディオ CD / 
DVD 才—ティオを再生ずる 


ゲ—ムを楽しむ 














































































1 日 KEY AMP STEREO HALL 1 HALL2 CHURCH 

(Tfrh r 1 i I 吕 1 厂 3 I 「4 I 

JAZZ ROCK MUSIC EINTTERTAIN 

r 5 I I 6 1 r フ I 「8 I 

EX/ES MOVIE 〜 X 正 /DTS NIGHT 

c_I r 9 1 I 01 r+io I r+ … oi 




I I 


テレビの電源を入れます 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 


0 DVD プレーヤーの電源を入れます 

詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

4 DVD ディスクをセツトしまず 


\\ 


DVD プレーヤーのディスクトレイを開さ、 
ディスクレーベル(印刷面)のある面を上にし 
て、ディスクをディスクトレイにのせます。 
ディスクをのせたら、ディスクトレイを閉め 
ます。 

DVD プレーヤーのディスクトレイの開けちに 
ついて詳しくは、 DVD プレーヤーの取扱説明 
書をご覧ください。 


本機の電源を入れまず 


IJ モコンの SYSTEM P 0 WER 4^ —、または本体の STAND 目丫 / ON スイッチを巧して 
電源を入れます。 







本巧の操作 


U モコンの操作 
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DVD を再生する 


10KEY AMP STEREO HALL 1 HALL 2 CHURCH 

(Tth r 1 1 I 己 1 r 3 I い I 

JAZZ ROCK MUSIC ENTERTAIN 

r 5 I I 已 1 r 7 I r s i 

EX/ES MOVIE 〜 X no /DTS NIGHT 

c_I r 9 1 I 01 r+io I r+i 加 1 


スピーカー を選びまず 


IJ モコンの SPEAKER A / 目4^—、または本体の SPEAKERS A / 目スイッチをホ甲し、音 
を出すフ□ントスピーカーを選択します。 A 、 目の両方を使用する場合は、 A と目をそれ 
ぞれ押します。選択しているスピーカーは、 SPA / B インジケーターで表示されます。 


JAZZ ROCK MUSIC ENTERTAIN 

I 己 1 I 61 r 7 I I 81 

EX/ES MOVIE THX 瓜 /DTS NIGHT 

C_I I 3~l I 01 r+io I Mool 



I A ] SPEAKERS I B I 



本機の入力を切り替えます 


U モコンの DVD 夺一(入力選択丰一)を押す、または本体の INPUT SELECTOR を回し 
ます。入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と入カモードび数秒間 
表示されます。 




DVD 


INPUT SELECTOR 

八 


MULTI CH V-AUX DVR VCR 2 VCR 1 SAT CABLE DTV/LD DVD MD/TAPE CD-R TUNER CD 

T -i- [■■■： I 1 [■■■： 

! : !: … ： I ： ： . !!!!!! 


〇 


u 


SP . . 1111 

■ ： . . .j. •"•■な ミ ■: 1 :… 旧 rwi 

V"\ 1— ■ « i— ! .…1 画 回回 



© 0 




置で〇をを CXJ 

® T 


T I 


T I 


テレビの入力を切り替えまず 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 




例えば、本機がテレビのビデオ入力端モ2に接続されている場合はビデオ入力2を選びます。詳しくは 
テレビの取扱説明書をご覧ください。 
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本巧の表お 


U モコンの操作 


本巧の操作 


U モコンの操作 


- i 

ii 106る _ 

笞 05 
1010 iO 
jl©5io 
置 IG>ioio 
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DVD を再生する 


8再をを始めまず 

詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

9音場プログラムを選びます 

お好みの音場プ□グラムを呼び出して、臨場感と効果をお楽しみください。 IJ モコンの 
1 OKEY / AMP スイッチを 「 AMP 」 に切り替え、音場プ□グラム夺一を押してお好みの音 
場プ□グラムを選びます。 

本体の DSP PROGRAM 夺一と MULTI 」0 G で音場プ□グラムを選ぶことびでさます。 


リモコンの操作 W 本巧の操作 



MULTI JOG 

DSP 

PROGRAM 

〇叫 

(O) 




一 に 





© 0 

-BPEAKERB- MBIT HBE SmUMT PR^UUI — O 

O o r ： QD.™ o o 2 o-O m 端 

® @ @@@ 国 

o 





，•おすすめ！ 


おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します (3 ページ)。なお、それぞれの音場の特長など、 
詳しくは応用操作編 9 1-101 ぺージをご覧ください。 


•映画を見るとき 

S ムービーシアター 

る THX 

^サラウンド 

•ライブ映像を見るとき 

S ミュージックビデオ 


•音楽を聴くとさ 

コンヴートホール] 
コンヴートホール2 


の 

HALL 呂 

の 

CHURCH 

ra チヤーテ 
S ジャズクラブ 
□!□ □ックコンサート 
m ステレオ 
& THX / ミュージック 
~ エンターテイメント/ディスコ 
~エンターテイメント/パーティー 


ヒント） 

-音の大きさを調節するには？ （7 ページ） 

. メーカーコードを設定すると、本機のリモコンで DVD プレーヤーを操作することができます。詳しく 
は応用操作編57ページをご覧ください。 
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lOKEY AMP STEREO HALL 1 HALL 吕 CHURCH 

[dtl QG Cj_j Llj Lj_j 

JAZZ ROCK MUSIC ENTERTAIN 

r 已 I I 6 1 r 7 I 「8 ii 

EX/ES MOVIE THX 皿 /UTS N に HT 

I_I 「3 I I 0 1 r+ … I r+100 1 

CHP/INDEX 


A/B/C/D/E PRESE 

□ド 


'MUTE 
STRA に HT 

EFFECT 



PUSH 


®YAIVIAHA 




参本機のリモコンで 
^他の機器を操作 
^ したい！ 

メーカーコードを設定すると、 
本機のリモコンでテレビや 
DVD プレーヤーなど他の機器 
を操作することびできます。詳 
し < は応用操作編己7ページを 
ご覧ください。 



•一時的に音を下げたい！ 

MUTE キーを押します。もう一度 MUTE キー 
を押すと解除されます。 

- VOLUME キーや音場プ□グラムキーなどを押 
しても解除されます。 

•音を下げている間は、本体のディスプレイに 
「MUTE ON」 と表示されます。 


•音の大まさを調節 
したい！ 

VOLUME +/ — キーを押します。ま 
たは本体の VOLUME コント□-ル 
を回します。 


本体では 


〇 


♦使い終わった！ 


STANDB 丫キー、または本体の STANDBY / ON スイツチを押すと電源び切れて、 
本機の使用を終了できます。 


本体では 



舗 




™ o ろろ I 

嘴85 

組國き0 

琴05 


















































































衛賺を/^ブあ句 & ビを見る 



1本機の電源を入れまず 

2 テレビの電源を入れまず 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 

3 衛星放送チユーナ ー/ ケーブル TV 
チユーナーの電源を入れまず 

詳しくは衛星放送チユーナ ー/ ケーブ J レ TV チユーナーの取扱 
説明書をご覽ください。 

4 スピーカーを 選びます 

5本機の入力を切り替えまず 

衛星放送チューナー/ケーブ>1レ TV チューナーを接続した端テ 
に応じた入力に切り替えます。 

入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と 
入カモードび数秒間表示されます。 

6 テレビの入力を切り替えまず 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 

7 チヤンネルを選びまず 

詳しくは衛星放送チューナ ー/ ケーブ J レ TV チューナーの取扱 
説明書をご覽ください。 


8 音場プ□グラムを選びまず 

おずずめ！ . 

• おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します （3 ペー • 
• ジ)。なお、それぞれの音場の特長など、詳しくは応用操作 • 
こ編91〜101ぺージをご覧くださぃ。 

• •映画を見るとさ • 

• ra ムービー シア ター • 

THX • 

サラウンド • 

' •スポーツ/ドラマを見るとき > 

• LaJ エンターテイメント /tv スポーツ • 

: •ライブ映像を見るとき • 

• いこ！三ュージックビデオ • 

-音の大ささを調節するには？ （7 ぺージ） 

-本機の使用を終了するには？ （7 ぺージ） 

-メーカーコードを設定すると、本機のリモコンで衛星放送チューナー/ケー 
ブル TV チューナーを操作することがでさます。詳しくは応用操作編已7 
ぺージを参照してください。 
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本機の電源を入れまず 
CD プレーヤーの電源を入れまず 

詳しくは CD プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 

CD をセットしまず 

CD プレーヤーのディスクトレイを開き、ディスクレーべル 
(印刷風のある面を上にして、ディスクをディスクトレイに 
のせます。ディスクをのせたら、ディスクトレイを閉めま 
す。 

一部のプレーヤーでは、セット方法び違う場合びあります。 
詳しくは、 CD プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 

スピーカーを選びます 
本機の入力を切り替えまず 

CD プレーヤーを接続した端テに応じた入力に切り替えま 
す。 

入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と 
入カモードび数秒間表示されます。 

再生を始めまず 

詳しくは CD プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 


音場プ□グラムを選びまず 

おずずめ！ .. 


おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します （3 ペー 
ジ)。なお、それぞれの音場の特長など、詳しくは応用操作 
編91〜101ページをご覧ください。 

CU コンヴートホール1 
LaJ コンサートホール2 
CU チャーチ 
CU ジャズクラブ 

ROCK 

L _^ □ックコンヴート 
QiJ ステレオ 

ENTERTAIN 

こ互：エンターテイメント/ディスコ 

ENTERTAIN 

CJJ エンターテイメント/パーティー 


【、ソ ヒント） 

-音の大ささを調節するには？ （7 ページ） 

-本機の使用を終了するには？ （7 ページ） 

-メーカーコードを設定すると、本機のリモコンで CD プレーヤーを操作する 
ことがでさます。詳しくは応用操作編已7ページをご覧ください。 


なにを再生しまずか？ 


DVD を再生する 


衛星が送/ 国 

ケ—ブルテレビを見る圓 CD を再生する 


FM / AM 放送を聴く 


レ n — ドを再生ずる 


ス—パ—すディオ s \ 
DVD 才—ティオを再生ずる 


ゲ—ムを楽しむ 
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1 本機の電源を入れまず 

2 FM/AM チューナーの電源を入れ 
まず 

詳しくは FM / AM チューナーの取扱説明書をご覽ください。 

3 スピーカーを 選びます 

4本機の入力を切り替えまず 

FM / AM チューナーを接続した端テに応じた入力に切り替え 
ます。 

入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と 
入カモードび数秒間表示されます。 


6 音場プ□グラムを選びまず 

おずずめ！ . 

• おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します （3 ペー- 
• ジ)。なお、それぞれの音場の特長など、詳しくは応用操作 
:編91〜101ページをご覧ください。 

コンサートホール！ • 

コンサートホール2 • 

ra チャーチ • 

CU ジャズクラブ • 

□ックコンサート > 

ステレオ • 

こ互：エンターテイメント/ディスコ ■ 

CiJ エンターテイメント/パーティー • 




5放送局を選びまず 

詳しくは FM / AM チューナーの取扱説明書をご覽ください。 


^ヒント） 

-音の大ささを調節するには？ （7 ページ） 

-本機の使用を終了するには？ （7 ページ） 

-メーカーコードを設定すると、本機の U モコンで FM / AM チューナーを操作 
することがでさます。詳しくは応用操作編已7ページをご覧ください。 
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本機の電源を入れまず 

レコードプレーヤーの電源を入れ 
まず 

詳しくはレコードプレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 

レコードをセツトしまず 

レコードプレーヤーのターンテーブルにレコードをのせま 
す。 

レコードのセツトのしかたについて詳しくは、レコードプ 
レーヤーの取扱説明書をご覽ください。 


4 スピーカーを選びまず 


本機の入力を切り替えまず 

レコードプレーヤーを接続した端テに応じた入力に切り替え 
ます。 

入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と 
入カモードび数秒間表示されます。 

再生を始めまず 

詳しくはレコードプレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 


音場プ□グラムを選びまず 

おずすめ！ .. 


おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します （3 ペー 
ジ)。なお、それぞれの音場の特長など、詳しくは応用操作 
編91〜101ページをご覧ください。 

CU コンヴートホール1 
LaJ コンサートホール2 
CU チャーチ 
CU ジャズクラブ 

ROCK 

L _^ □ックコンヴート 
QiJ ステレオ 

ENTERTAIN 

こ互：エンターテイメント/ディスコ 

ENTERTAIN 

CJJ エンターテイメント/パーティー 


【、ソ ヒント） 

-音の大ささを調節するには？ （7 ページ） 
-本機の使用を終了するには？ （7 ページ） 
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ス ー/ I ■づ^^^才田才才をち生する 



本機の電源を入れまず 

スーパーオーデ ィオ CD/DVD 
才ーディオプレーヤーの電源を乂 
れまず 

詳しくはスーパーオーディオ CD/DVD 才ーディオプレー 
ヤーの取扱説明書をご覽ください。 

スーパーオーディオ CD ディスク 
または DVD オーディオディスクを 
セツトしまず 

スーノ（ーオーディオ CD/DVD オーディオプレーヤーのディ 
スクトレイを開き、ディスクレーベル(印刷面)のある面を上 
にして、ディスクをディスクトレイにのせます。 

ディスクにのせたら、ディスクトレイを閉めます。 

スーノ くーオーディオ CD/DVD オーディオプレーヤーのディ 
スクトレイの開けちについて詳しくは、スーパーオーディオ 
CD/DVD オーディオプレーヤーの取扱説明書をご覽くださ 
い。 

スピーカーを 選びます 
本機の入力を切り替えまず 

スーパーオーディオ CD/DVD 才ーディオプレーヤーを接続 
した端テに応じた入力に切り替えます。 

入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と 
入カモードび数秒間表示されます。 



再生を始めまず 

詳しくはスーパーオーデイオ CD/DVD 才ーデイオプレー 
ヤーの取扱説明書をご覽ください。 


音場プ□グラムを選びまず 


おすすめ！ • ••• • 


おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します （3 ペー 
ジ)。なお、それぞれの音場の特長など、詳しくは応用操作 


編91〜101ページをご覧ください。 

HALL 1 



コンヴートホール1 
コンヴートホール2 


CU チャーチ 



ジャズクラブ 
□ックコンサート 
ステレオ 

THX/ ミュージック 
ステレオ/ダイレクト 
エンターテイメント/ディスコ 
エンターテイメント/パーティー 


( P ヒント） 

-音の大ささを調節するには？ （7 ページ） 

-本機の使用を終了するには？ （7 ページ） 

-メーカー コードを設定すると、リモコンで スーパー オーディオ CD/DVD 
オーディオプレーヤーを操作することがでさます。詳しくは応用操作編已7 
ぺージをご覧ください。 































—ムを楽しむ 
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1本機の電源を入れまず 

2 テレビの電源を入れまず 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 

3 ゲーム機の電源を入れまず 

詳しくはゲーム機の取扱説明書をご覽ください。 

4 ゲームソフトをセツトしまず 

詳しくはゲーム機の取扱説明書をご覽ください。 

5 スピーカーを選びます 

6本機の入力を切り替えまず 

ゲーム機を接続した端テに応じた入力に切り替えます。 
入力を切り替えると、本体のディスプレイに選んだ入力名と 
入カモードび数秒間表示されます。 

7 テレビの乂力を切0替えまず 

詳しくはテレビの取扱説明書をご覽ください。 

8 プレイをおめまず 

詳しくはゲーム機の取扱説明書をご覽ください。 


音場プ□グラムを選びまず 


おずずめ！ . 

おすすめの音場プ□グラムについて、ご紹介します （3 ペー 
ジ)。なお、それぞれの音場の特長など、詳しくは応用操作 


編91〜101ぺージをご覧ください。 

ENTERTAIN 


の 

皿 /DTS 


エンターテイメント/ゲーム • 

サラウンド/スタンダード （ PLIIx ゲーム 、 PLII 
ゲーム） • 


-音の大ささを調節するには？ （7 ページ） 
-本機の使用を終了するには？ （7 ページ） 


なにを再生しまずか？ 


DVD を再生する 


衛星が送/ 

ケ—ブルテレビを見る 


CD を再生する 


FM / AM 放送を聴く 


レ n — ドを再生ずる 


ス—パ—才—ディオ s \ * 

□> D すディ S 重ずるーゲ—ムを楽しむ 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安/こ\してご愛用いただけるためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはおおくのサービス拠点にご連絡ください。 

このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載しております。 


• 保証期間 

お買い上げ曰より]年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

• 保証期間び過ざているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 


■ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関するお問 
合せは 

(ヤマノ V 電気音響製品サービス拠点） 

北海道〒 日 64-8 己43 札幌市中央区南十条西 1-1-50 ヤマノ化ンター内 
TEL (011) 512 - 6108 

仙台 干984-日日]己仙台市若林区卸町己-7仙台卸商共同配送センター 3F 
TEL (02S) 236 - 0249 


• 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 
一般管理費等び含まれています。 

♦ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す 
る部材等を含む場合もあります。 

♦ 出5長料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧切り後8年です。補修 
用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品で 
す。 


首都圏〒] 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目 ] 番1号 

京浜トラックターミナル内] 4号棟 A- 己 F 
TEL (03) 己762 -2121 

ミ兵ホ公〒 43己-日日] 6 お松市和田町2日日ヤマ八(株)和田工場内 
TEL (053) 46己 -6711 

名ち屋 干4己4-日日己8 名ち屋市中川区玉川町 2-1-2 

ヤマ八(株)名ち屋流通センター 3F 
TEL (052) 652 - 2230 

大阪 〒己6己-日803 吹田市新声屋下 1-1 6 

ヤマ八(株)千里6センター内 
TEL (06) 6877 -己262 


• 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へお持ちください。 


四国 〒 76 日-日日 29 高松市丸亀町 8-7 

(株)ヤマ八ミュージックネ申戸高松店内 
TEL (087) 822 - 304己 


•製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼なさるとさは製品の状態をでさるだけ詳しくお 
知らせください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知 
らせ < ださい。 

《品番、製造番号は AV 製品の背面もしくは底面に表示してあり 
ます。 


参スピーカーの修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの 
で、エージングの差による音色の違いび出る場合びあります。 

•摩耗部品の交換について 

本機には使用年月ととわに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び 
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用 
時間等によって大さく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V電気音響製品 
サービス拠点へご相談ください。 

广 摩耗部品の一例-^ 

ボリュームコントロール、スイッチ- U レー類、接続端テ、ランプ、 
ベルト、ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


■ ヤマ八 AV 製品の機能や取扱いに関するお問合せは 


お客様ご相談センター 

TEL (0 曰 70) 01—1808 (ナビダイヤル） 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460- 3409 

FAX (0 曰 3) 460- 3489 
住所干430 -86 己0 

静岡県ミ兵松市中ミ尺の1 0-1 

ご相談受付時間 ] 日:日日〜12:日日I13:日日〜18:日日 
(曰•祝日及び弊社び定めた曰は休業とさせていたださますの 
であらかじめご了承ください。） 


九州〒 8] 2-8 己08 福岡市博多区博多駅前2-]] -4 
TEL (092) 472 -2134 


愛情点検 


口 


★永年ご使用の A V 製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 


♦ 電源コード-プラグび異常に熱い。 

♦ コゲくさい臭いびする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

♦ 製品に触れるとピ U ピ U と電気を感じる。 
♦ 電源を入れてち正常に作動しない。 

♦ その他の異常-故障びある。 



すぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜 
さ、必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相 
談ください。 


ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 
http://www.yannaha.co.jp/auclio/ 


マ八株式会社 

干 43 日- 86己 日 ミ兵松市中ミ尺町1 日- 1 
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本機の特長 . 

各部の名称とはたりき 

前面(フ□ントパネル）…. 

リモコン . 

GUliJ モコン . 

ディスプレイ . 


リモコン操作節囲 . 曰日 

本機を操作する . 已已 

他の機器を操作する . 已已 

操作する機器を切り替える . 已6 

OPTN (オプション)モード . 已6 

Zone 2( ゾーン 2) モード . 已6 

点な機能 . 已6 


ち< じ 

本機について 1リモコンを使いこなず 


いろいろな再生のしかた 


サラウンド再生を楽しむ . 12 

マルチチャンネルソフトを再生する . 12 

THX サラウンドモードで再生する . 14 

2チャンネルソースをマルチチャンネルで楽しむ . 1已 

へッドホンで音場プ□グラムを楽しむ(サイレントシアター） 

. 15 

サラウンド L / R スピーカーなしで音場プ□グラムを楽しむ 
(バーチャルシネマ DSP ). 16 

ステレオ再生を楽しむ . 17 

より高音質な再生を楽しむ . 18 

元の音をそのまま高音質で再生する 

(ピュアダイレクトモード） . 18 

高音質で再生する（ダイレクト） . 19 

その他の再生のしかた . 20 

音場効果をかけずに再生する（ストレートデコード） . 20 

夜間にル音量で音声を楽しむ(ナイトリスニングモード） ...20 
音楽と映像で異なるソースを楽しむ 

(バックグラウンドビデオ機能） . 21 


設定を変更ずる 


マニュアル設定メニューで設定を変更する ........ 22 

メニューー覧 . 22 

マニュアル設定メニューの表示と操作方法 . 24 

基本設定 . 26 

音の設定 . 30 

映像の設定 . 34 

その他の設定 . 40 

入力設定を変更ずる . 43 

設定を保護する . 48 


オリジナルのリスニング環境をつくる 


音場とは？ . 曰1 

パラメーターを 変更する . 曰 2 

パラメーターー覧 . 已4 


リモコンで操作できる機器を指定する . 57 

機器の種類(ライブラリー)を変更する . 已8 

アンプライブラリー ( L : AMP ). 已8 

新しいリモコン機能を学習する（ラーニング）….日9 

ラーニングに対応しているキー . 60 

機器別の操作をする . 61 

FM / AM チューナーを操作する . 61 

CD プレーヤ ー/ CD レコーダーを操作する . 61 

MD レコーダーを操作する . 62 

DVD プレーヤ ー/ DVD レコーダーを操作する . 62 

LD プレーヤーを操作する . 63 

ビデオデッキを操作する . 63 

テレビを操作する . 64 

ケーブル TV チューナー/衛星放送チューナーを操作する ...64 

マク□機能を使う . 目曰 

マク□機能を使ラ . 66 

マク□を設定する . 66 

リモコンに表示される入カソースの名前を変更する 
. 68 

リモコンを初期化する . 69 

ラーニングされた機能を消去する . 70 

マクロに設定された機能を消去する . 70 


便利な機能 


デジタル信号/アナ□グ信号を切り替える 
(入カモード切り替え） . 71 

デジタル信号に関するご注意 . 71 

DTS CD / LD 再生時のごま意 . 71 


テストトーンを使ってスピーカーの音量を調節する 


. 72 

一定時間後に自動的に電源を切る 

(オソタつ V —). /4 

オフタイマーを設定する . 74 

オフタイマーを解除する . 74 

操作内容を表示する(オンスクリーン表示） 

. 75 

入力信号の情報を確認する . 76 

外部機器で録音/録画する . 79 
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マルチゾーン機能 . 

セカンドルームへの接続 . 

IJ モコンで操作する . 

し LINK 機器を活用する ........ 

i.LINK について . 

i.LINK 機器を接続する . 

i.LINK 機器を入力に割り当てる 

i.LINK 機器を再生する . 

i.LINK 設定を変更する . 

表示メッセージについて . 


その他の情報 


音場プ□グラムについて . 

Hi- 円 DSP 音場プ□グラム . 

CINEMA DSP 音場プ□グラム . 

ストレートデコード . 

音場プ□グラムパラメーターについて 

パラメーターガイド . 

パラメトリックイコライザーについて 

し LINK について . 

i.LINK について . 

データ転送速度について . 

データ転送プロトコルについて . 

デジタル音声出力について . 

故障かな？と思った5 . 

全般 . 

リモコン . 

技術/用語解説 . 

音声フォーマット編 . 

音場プ□グラム編 . 

H ド編 . 

映像編 . 

ブ□ックダイアグラム . 

オーディオ系 . 

ビデオ系 . 

胃源部 . 


主な仕様 . 

メーカー □ —ドー覧 . 

索引 . 

ヤマノ V ホットラインヴービスネットワーク 


本機について ■いろいろな再生のしかた ■ 設定を変更する ■すジナルの U スニンク環境をミる■リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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本機の特長 


高音質9チャンネルパワーアンプ搭載 


バランスの良い、9チヤンネルパワーアンプを搭載し 

ています。 


-フ□ント L/R : 

170 W +170 W * 

. センタ—： 

170 W * 

-サラウンド L/R : 

170 W +170 W * 

-サラウンドバック L/R : 

170 W +170 W * 

. プレゼンス L/R : 

50 W +50 W 

* 定格出力時 



THX Ultra 2 規格対応 


IHX 

SURROUND EX 
U L ~|~ R Aa 

THX 社び提唱する劇場用音響の最高品質規格に準 
拠。映画製作者の製作意図をご家庭でわ忠実に再現 
します。また THX SURROUND EX デコーダーを搭 
載し、ドルビーデジタル EX 方式で収録された映像ソ 
フトを、映画館上映時と同等の臨場感で再生するこ 
とびでさます。 


ち立苗ミ/ミ+ 

巧曰真巧己 T 

DSD / PCM 対応24ビット D / A コンバーターを、全 
チャンネルに採用しています。 

また、スーパーオーディオ CD や DVD オーディオの 
音声を、専用のアナ□グ入力端テに入力し、信号経 
路を最短にして高音質を実現する「ピュアダイレクト 
回路」を搭載しています。 


デジタルサウンドフィールド 
プ□セッサー ( DSP ) 搭載 

各種デコーダーと、ヤマ八独自の DSP による、効果 
的な音場再生を実現します。ヤマ八び誇る DSP を、 
ドルビープ□□ジックやドルビーデジタル、 DTS 、 
AAC に融合させて、音場効果を向上させています。 

. バ U エーシヨン豊かな音場プ□グラムを用意して 
います。 

. 「バーチヤルシネマ DSP 」 ：サラウンド L / R スピー 
力一なしでち、 音場効果を楽しめます。 

-「サイレントシアター」：へッドホン使用時でも、 
音場効果を楽しめます。 


デジタルビデオコンパ'-ジョン機能 

コンポジットビデオ、 S ビデオ、コンポーネントビデ 
才の各信号を、相互に変換します。 


視聴環境最適化システム 
「 YPAOJ 搭載 

丫 PAO (丫 amaha Parametric Room Acoustic 
日 ptimizer ) により、耳で聞くだけでは、正確な調整 
び難しかったマルチチャンネル用のセットアップ 
を、高性能測定用マイクを使用して、自動で行いま 
す。お使いになるお部屋や、スピーカーシステムの 
構成に合わせて、最適な視聴空間を作り出します。 


多機能リモコン 

付属 Uf コンは] 4面の機器操作エ U アを持つてお 
り、内蔵プ U セットコードやラーニング機能を利用 
して、他の AV 機器の操作を本機の Uf コンで行うこ 
とびでさます。 


ファ□-ジャ DC Di™ 回路搭載 

インターレースのコンポーネントビデオ信号を、プ 
□グレッシブに変換して出力します。変換時のギヴ 
ギヴをなくし、滑らかで、自然なプ□グレッシブ映 
像を楽しむことびでさます。 


4 



















本機の特長 


高品位な操作画面&専用リモコン採用 LUNK 端子搭載 

設定などの操作を、 GUI (グラフィカル.ユーヴー. i.UNK(AUD の)端テを持つ機器を接続でさます。従 

インターフェース)画面でサポート。わかりやすい 来デジタル出力端子から伝送していた2チャンネルの 

GUI 画面上で、やりたいことをたどっていけば簡単に U ニア PCM 信号やマルチチャンネルの圧縮オーディ 

設定でさます。また、操作にはシンプルな専用 Uf 才信号に加え、いままでアナ□グでしか伝送でさな 

コンを採用。操作性を向上させています。 かった DVD オーディオ/スーパーオーディオ CD など 

のマルチチャンネル信号をデジタルのまま伝送する 
ことび巧能です。 

*i.UNK とし LINK □ゴ fc はソニー株式会社の商標です。 

最新の音響技術に対応 

け下の信号方式に対応したデコーダーを搭載しています。 

□□IPOLBYI 

DIGITAL* EX 

■ ドルビーデジタル 
■ ドルビーデジタル EX 

専用のマト U クスデコーダーを使用して、己.1チャンネルソフトのヴラウンド L/R チャンネルからサラウンドバッ 
クチャンネルを抽出し、 6.1/7.] チャンネルで再生します。 

■ドルビープ□□ジック 

■ドルビープ□□ジック llx 、 ドルビープ□□ジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離感を保ちなびら日.1/6.1/7.1チャンネル音声に変換し 
ます。音楽用の Musicf — ドと、映画のサウンドトラック用の Movief — ド、ゲーム用の Game モードび用意さ 
れています。従来の2チャンネル音声(モノラル音声を除く)だけで記録されたソースも、マルチチヤンネルの迫 
力ある音声で楽しめます。 



■DTS 

■ DTS - ES (エクステンディッド.サラウンド） 

フ□ント3チャンネル、 U ア2チャンネル、低音チャンネル LFE (□-•フ U - クエンシー•エフェクト)という従 
来の5.]チャンネル構成に、ヴラウンドバックチャンネルを加えて 6. 1チャンネルとし、さらにこれらのチャン 
ネルを独立させて収録したディスク U —卜 6.1 方式に対応しています。またマト U クス回路により、日.1チャン 
ネルで収録されたソフトからサラウンドバックチャンネルを抽出するマト U クス 6.1 方式にも対応しています。 

■DTS Neo : 6(ネオ.シックス） 

2チャンネル音源から最大6チャンネルを抽出し、再生します。ソースに合わせ、音楽用の Music モードと、映 
画のサウンドトラック用の Cinemaf — ドび用意されています。 

■DTS 96/24 

己1チヤンネルすべてを「サンプ U ング周波数 96 kHz / 量子化ビット数 24 bit 」 の高音質での再生を実現します。 


巧 

AAC 

■ AAC (アドバンスド.オーディオ.コーディング） 

巳 S デジタル放送び採用している音声フオーマット。高圧縮率と高音質び特長で、通常の2チャンネルステレオ音 
声に加え、日.1チャンネルのサラウンド音声や、多言語放送を巧能にしています。 


いろいろな再生のしかた 設定を変更する 才 U ジナルの U ス ニン グ震をミる リモ n ンを使いこなす 便利な機能 その他の情報 


本機について 
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含部の^はた良き 


前面(フ□ントパネル) 



〇 STANDBY/ON スィッチ 

本機の電源の入/待機(スタンノ くイ)を切り替えます。 
なお、電源を入れてから数秒間は音び出ません。 
スタンバイ状態になっているとさは、 Uf コンからのホ 
外線信号を受信するために、少量なびら電力を消費しま 
す。 

ピュア ダイレクト チャンネルマルチチャンネル 

0 PURE DIRECT 2 CH/MULTI CH キー 

背面の MULTI CH INPUT 端テおよび 2 CH IN 端テに入 
力されたアナ□グ信号を、最良の音質で出力します。こ 
のキーを押すと、使わないビデオ回路や、 DSP 回路の 
動作び止まります。また、ディスプレイの表示わ消えま 
す （18 ぺージ)。 

〇 INPUT SELECTOR 

再生したい入カソースを選びます。 

〇リモコン受光窓 

U モコンからの信号を受信します。 

0 SPEAKERS A/B スィッチ 

FRONT A / 巳 SPEAKERS ^ 請テに接続されたフ□ント 
L / R スピーカーのうち、 音声を出力す るフ□ント L / R ス 
ピーカーを 選びます。 

0ディスプレイ 

音場プ□グラムの名前や、設定値などを表示します (1] 
ぺージ)。 


〇 INPUT MODE キー 

ひとつの機器をデジタル/アナ□グ両方の端テに接続し 
ているとさに、入力信号の優先順位を設定します (7] 
ぺージ)。 

マルチチャンネルインプット 

〇 MULTI CH INPUT キー 

MULTI CH INPUT 端テに入力されている信号を選びま 
す(基本操作編12ページ )。 INPUT SELECTOR . また 
は U f コンの入力選択キーで選んだ入カソースよりも優 
先されます。 

0 STRAIGHT / EFFECT キー 

音場効果を加えた音声と、音場効果を加えない音声とを 
切り替えます。 「 STRAIGHT 」 を選ぶと、入力信号の 
チャンネル数に関わらず、そのままの音声を再生します 
(2 日ぺージ)。 

⑩ DSP PROGRAM キー 

音場プ□グラムを選ぶとさに押します。このキーを押し 
た後に 、 MULTI JOG (の)で、音場プ□グラムを選びま 
す。 

の BALANCE キー 

フ□ント/ブラウンド/サラウンドバック/プレゼンスの 
各スピーカーの、左側とち側の音量ノくランスを調節する 
とさに押します。このキーを押した後に 、 MULTI JOG 
(の）で、左ちのスピーカーの音量バランスを調節しま 
す。 
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各部の名称とはた 5 き 


© VOLUME コント□-ル 

本機の音量を調節します。 

® PHONES 端子 

へッドホンを接続します。へッドホンを接続すると、す 
ベてのスピーカーから音び出ませんので、深夜に音声を 
楽しむ際は、ヘッドホンをお使いくださるようお勧めし 
ます。ヘッドホンを接続時は、「サイレントシアター」で 
音声を楽しむことびでさます （1 日ページ)。 

⑩ OPTIIVNZER M に端子 

自動音場補正用のマイクを接続します(準備-接続編33 
ぺージ)。 

© REC OUT/ZONE 2セレクター 

録音/録画するソースを選んだり、 Z 日 NE 2 出力端子か 
ら出力するソースを選びます(79、 8] ページ)。 

ビデオ エーユーエッ クス 

⑩ VIDEO AUX 端子 

ゲーム機やビデオカメラなどを接続する、予備入力端テ 
です。 

この端テに入力された信号を再生するには、 INPUT セ 
レクター、または Uf コンの入力選択キーで 「 V - AUX 」 
を選びます。 

® MULTI JOG 

音場プ□グラムを選んだり、左ちのスピーカーの音量バ 
ランスや音声の音色を調節します。 

⑩ TONE CONTROL キー 

フ□ント L / R スピーカー、センタースピーカー、およ 
びサブウーファーから出力される音声の音色を調節する 
ときに押します。キーを押すごとに、巳 ASS (低音域)と 
TR 巳 L (高音域)び切り替わります。このキーを押した後 
に、 MULTI 」日 G (の) で、音色を調節します。 

トーンコント□ールを無効にする場合は、このキーを繰 
り返し押して、日 FF に切り替えます。 

广 ご注意- . 

. I -ーンコント□ールにより、音声を極端に調節した場合、他 
のスピーカーとの音のつなびりび悪くなることびあります。 

. THX サラウンドモード （1 4ページ)で再生しているときは、 

I -ーンコント□ールで音色を調節でさません。 

.ヘッドホン接続時は、ヘッドホン用に独立して、音色を調節 
することびでさます。 

V_ J 


前面ドアの開閉 

前面ドアの中にあるスイッチやキーを使うとさは、ドア 
の下の部分を押すと、ドアび開さます。前面ドアの中に 
あるスイッチやキーを使わないとさは、ドアを閉めてお 
さます。 































各部の名称とはた 5 き 


y モコン 



〇赤外線送受信部 

U モコン操作用の赤外線信号を送受信します。 

0 TRANSMIT インジケーター 

Uf コン操作用の赤外線信号を送信しているとさに、 
点灯します D 

〇 STANDBY キー 

本機の電源を待機状態(スタンバイ)にします。 

〇 SYSTEM POWER キー 

本機の電源を入れます。 

0 PURE D 旧 ECT キー 

背面の MULTI CH INPUT 端テおよび 2 CH IN 端テに入 
力されたアナ□グ信号を、最良の音質で出力します。 
このキーを押すと、使わないビデオ回路や、 DSP 回路 
の動作び止まります。また、ディスプレイの表示わ消 
えます （18 ページ)。 

0 リモコンディスプレイ 

操作でさる機器の名前を表示します。 

〇 INPUT M (± IE キ— 

ひとつの機器をデジタル/アナ□グ両方の端テに接続し 
ているとさに、入力信号の優先順位を設定します (7] 
ぺージ)。 

〇 SOURCE SELECT tJ が一 

入カソースを切り替えずに、 Uf コンで操作したい機 
器を切り替えたいとさに押して、操作したい機器の名 
前を表示させます。 

0 L を HT キー 

操作でさるキーと Uf コンディスプレイを、 ] 日秒間点 
灯させます。すぐに消したいとさは、ちう一度押しま 
す。 


⑩オペレーションセクション 

入力選択キーで選んだ機器の、基本操作を行います (6] 
〜64ぺージ)。 

の 10 KEY / AMP スイッチ 

本機を操作するときは、 「 AMP 」 に合わせます。音場プ 
□グラムを選ぶことびでさます。他の機器を操作する 
ときは、「1日 KE 丫」に合わせます。 

© EX/ES キー 

5.1 チヤンネルソフトを 6.] または 7. 1チヤンネルで再 
生するとさに押します （12 ページ)。 
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各部の名称とはた 5 き 


© ON SCREEN キー 

接続したテレビの画面に、本機の操作状態などを表示 
します (7 日ページ)。 

⑩ SLEEP キー 

オフタイマーを設定します (74 ページ)。 

© TEST キー 

テスト I -ーンを出力します (72 ページ)。 

⑩学習機能ボタン/ MACRO スイッチ 

他の機器の U f コン信号を学習させたり (59 ページ)、 

U モコンディスプレイに表示される入カソースの名前 
を変更する (68 ページ)とさに押します。また、マクロ 
機能のオン/オフを切り替えます (66 ページ)。 

の入力選択キー 

再生したい入カソースを選びます。入カソースに合わ 
せて、 U モコンの機能も切り替わります。 

マルチチャンネルイン 

⑩ MULTI CH IN キー 

MULTI CH INPUT 端テに入力されている信号を選び 
ます(基本操作編12ページ)。 

本体の INPUT SELECTOR 、 または U モコンの入力選 
択キーで選んだ入カソースよりち優先されます。 

⑩数字/音場プ□グラムキー 

1日 KE 丫 / AMP スイッチ (の) び「1日 KE 丫」に設定されて 
いるとさは、数字を入力します。 

「 AMP 」 に設定されているとさは、音場プ□グラムを選 
びます。 

⑩ MUTE キー 

音量を下げます(基本操作編7ページ)。音量を下げてい 
る間は、ディスプレイの MUTE インジケーターび点滅 
し CK 〇 

わう一度押すと、元の音量に戻ります。 

@ VOLUME +/-キー 

本機の音量を調節します。 

® STRAIGHT / EFF ェ ECT キ- 

音場効果を加えた音声と、音場効果を加えない音声と 
を切り替えます。 「 STRA に HT 」 を選ぶと、入力信号の 
チャンネル数に関わらず、そのままの音声を再生しま 
す (2 日ぺージ)。 

® SPEAKERS A/B キー 

FRONT A/B SPEAKERS ^ 請テに接続されたフ□ント 
L / R スピーカーのうち、 音声を出力す るフ□ント L / R ス 
ピーカーを 選びます。 


© スライド カバー 

手前にスライドすると 、 ON SCREEN-、SLEEP 
キー、 TEST キーや力ーソルキーなどび出ます。これら 
のキーを使わないとさは、スライドカバーを上にスライ 
ドさせて、閉じてお<ことびでさます。 

GU 嗎作が応キー 

] 日 KE 丫 / AMP スイッチ (の) を 「 AMP 」 に設定すると、 
オペレーションセクション(⑩)内のキーで、 GUI を操作 
でさます。 

-力ーソル ( A / V /<]/ 杉)キー 

設定する項目を選んだり、設定値を変更したりしま 
す。 

.TOP キー 

GUI のトップ(先頭)画面を表示します。 

.ENTER キー 

選んだ項目の設定に入ったり、設定値を決定したりし 
よ9 〇 

エグジット 

GUI メニューから抜けます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナルのリスニング震をっくる リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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各部の名称とはた 5 き 


GUI リモコン 



〇 


夕 


み 


ぶ 


か 


な 


か 


か 


〇赤外線送信部 

U モコン操作用の赤外線信号を送信します。 

〇 SYSTEM POWER キー 

本機の電源を入れます。 

〇力ーソル (A/V/<i/ 杉 ) キー 

設定する項目を選んだり、設定値を変更したりしま 
す。 

〇 TOP キー 

GUI のトップ(先頭)画面を表示します。 

0 VOL +/- キ - 

本機の音量を調節します。 

0 MUTE キー 

音量を下げます(基本操作編7ページ)。音量を下げてい 
る間は、ディスプレイの MUTE インジケーターび点滅 
します。 

わう一度押すと、元の音量に戻ります。 

〇 STANDBY キー 

本機の電源を待機状態(スタンバイ)にします。 

〇 ENTER キー 

選んだ項目の設定に入ったり、設定値を決定します。 

エグジット 

GUI メニューから抜けます。 


- GUIU モコンでの操作を、通常の U モコンで行うこともでさます (9 
ぺージ）。 
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各部の名称とはた 5 き 



本機内蔵のデコーダーび作動しているとさに、それぞ 
れのインジケーターび点灯します。 

〇 し LINK インジケーター 

i . UNK ( AUDIO ) 機器からの信号を再生しているときに 
点灯します。 

八イフアイディーエスピー 

〇 HiFi DSP インジケーター 

Hi-Fi DSP 音場プ□グラムを選んでいるとさに点灯しま 
す。 

〇 V 旧 TUAL インジケーター 

バーチャルシネマ DSPf — ドで再生しているとさに点 
灯します。 

0 CINEMA DSP インジケーター 

CINEMA DSP 音場プ□グラムを選んでいるとさに点灯 
します。 

0 SII_ENT THEATER インジケーター 

「サイレントシアター」モードで再生しているとさに点灯 
します。 

〇入カソースインジケーター 

現在選んでいる入カソースの名前の下に、 . _■び点灯 

し cK 〇 

〇 MUTE インジケーター 

MUTE キーを押して、音量を下げている間点滅しま 
す。 

0 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します。音量び大さ<なるにつれ 
て、ち側にインジケーターび増えていさます。 

⑩千 inx インジケーター 

THX サラウンドモードで再生しているとさに点灯しま 
す。 

の PCM インジケーター 

PCM 信号を再生しているとさに点灯します。 


ナイト U スニングモードで再生しているとさに点灯し 
ます。 

© OPTIMIZER インジケーター 

「自動測定メニュー」での設定びセットされている状態で 
常時点灯します。 

⑩音場インジケーター 

DSP 音場プ□グラムを使っているとさに、本機びどの 
よラに音場を処理しているかを表示します。 

© ZONE 2インジケーター 

ゾーン2出力の電源び入っているとさに点灯します。 

⑩ SLEEP インジケーター 

オフタイマーび作動しているとさに点灯します。 

の SP A / B インジケーター 

選んでいるフ□ント L / R スピーカー ( A 、 巳)を表示しま 
す。 

⑩へッドホンインジケーター 

PH 日 NES 端テに、ヘッドホンを接続すると点灯しま 
す。 

⑩マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

音場プ□グラムの名前や、設定値などび表示されま 
す。 

⑩ DUAL インジケーター 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC の DUAL MONO 
または MULTI M 日 N 日など、音声多重モノラルのデジ 
タル信号び入力されているとさに点灯します。 

® 入力信号チャンネルインジケーター 

入力されているデジタル信号に含まれている、チャン 
ネルの数に合わせて点灯します。 

© LFE インジケーター 

入力されているデジタル信号に、 LFE (低域効果音)チヤ 
ンネルび含まれているとさに点灯します。 
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本機について 


















































































ウンド再生を楽しむ 


7ルチチヤンネルソフトを再生ずる 


已 .1 チヤンネルで再生ずる 

ドルビーデジタル、 DTS 信号び入力されると、本機は自動的にそれらの信号フォーマットに適した、デコーダーお 
よび音場プ□グラムを選んで、再生します。 

6. 1または 7. 1チヤンネルで再生ずる 

ドルビーデジタル EX や DTS - ES など、サラウンド L / R 成分びあるソースや 、 MULTI CH INPUT 端テに入力され 
た5.]チヤンネルのアナ□グソースは、サラウンドバックスピーカーの音声を加えて、 6.1 または7.]チヤンネルで 
再生することびでさます。 6.1 または 7.1 チヤンネルで再生することで、よりダイナミックで U アルな音声を楽し 
むことびでさます。 

EX / ES キーとづ/杉キーで再生モード(デコーダー)を切り替えます。 


EX/ES 



自動判別 


しない- 




- PLIIx ムービー 

t 

PLIIx ミュージック 

t 

EX/ES 

t 

— ドルビー EX 



自動判別 

本機び認識でさる信号(フラグ)び記録されているソースび入力されると、信号に応じて最適なデコーターを自動的 
に選び、 6.1 または 7.1 チヤンネルで再生します。 

本機びフラグを認識でさない、またはソース自体にフラグび記録されていない場合は、 6.1 または7.]チャンネル 
で再生されません。 


PLIIx ムービー 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC や5.]チヤンネルのアナ□グソースを、プ□□ジック llx デコーダーにより、 7.1 
チヤンネルで再生します。 

PLIIx ミュージック 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC や5.]チヤンネルのアナ□グソースを、プ□□ジック llx デコーダーにより、 6.1 ま 
たは 7.1 チヤンネルで再生します。 


EX/ES 

ドルビーデジタル、 AAC や5.]チヤンネルのアナ□グソースを、ドルビーデジタル EX デコーダーにより、 6.1 チヤ 
ンネルで再生します。 

また DTS を 、 DTS ES マト U クスデコーダーにより、 6. 1チヤンネルで再生します。 
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サラウンド再生を楽しむ 


ドルビー EX 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC や5.]チヤンネルのアナ□グソースを、ドルビーデジタル EX デコーダーにより、 
6.]チヤンネルで再生します。 

オフ 

6.1 または 7. 1チヤンネルでの再生はしません。瓦1チヤンネルで再生されます。 

广 ごま意- . 

•1；(下の場合は、 EX / ES キーを押しても、 6.1 または7.]チヤンネルで再生されません。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設定」の「サラウンド」を、「無」に設定しているときに7ページ)。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設赴の「サラウンドバック」を「無」に設定してに7ぺージ)、「サラウンドスタンダー 
ド」または「ストレートデコー问モードで再生しているとき。 

-ヘッドホンを接続して、「サラウンドスタンダード」または「ストレートデコード」モードで再生しているとき。 

- 「2 ch ステレオ」、「ダイレクト」、 「9 ch ステレオ」を、音場プ□グラムとして選んでいるとさ。 

ーサラウンド L / R 成分のないソース (2 チヤンネルの PCM 、 アナ□グ信号など)を再生しているとさ。 

- lLINK 端テから入力した、マルチチヤンネル PCM 信号およびマルチチヤンネル DSD 信号を再生しているとき。 

-1；(下の場合は、 「 PLIIx ムービー」を選べません。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設定」の「サラウンド」を、「無」に設定しているときに7ページ)。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設赴の「サラウンドバック」を、「大]台」、「ル1台」または「無」に設定しているとき 
(27 ぺージ)。 

-1；(下の場合は、 「 PLIIx ミュージック」を選べません。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設定」の「サラウンド」を、「無」に設定しているときに7ページ)。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設定」の「サラウンドバック」を、「無」に設定しているときに7ぺージ)。 

-へッドホンを接続しているときは、 「 PLIIx ムービー」と 「 PLIIx ミュージック」を選ぶことはできますび、プ□□ジック llx デコーダーははた 
らきません(入力信号や設定によっては、ドルビーデジタル EX デコーダーびはたらく場合びあります)。 

- MULTI CH INPUT 端テに入力された己]チヤンネルのアナ□グ音声を6.]または7.]チヤンネルで再生する場合は、入力選択-設定メ 
ニュー「マルチ CH 入力：入カチヤンネル」を「己]チヤンネル」に設定してください (47 ページ)。 

-本機をスタンバイ状態にすると、モードは自動的に「自動判別」になります。 

- DTS 96/24ソフトを ES ディスク U — 卜方式で、 6. 1または 7. 1チヤンネルで再生しているときは 、 DTS 96/24デコーダーは作動し 
ません。 

V _ ) 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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サラウンド再生を楽しむ 


THX サラウンドモードで再生ずる 


THX サラウンド f ー ドでは、映画のサウンドトラックを、一般家庭で U アルに再現することびでさます。どのよう 
なソフトに対しても効果的ですび、ドルビーデジタル、 DTS ソフトを再生するときには、特に威力を発揮します。 
Uf コンの THX キーを押すと、 THX サラウンド f ー ドで再生します。 



2チヤンネル ソースを 再生ずる 


マルチチャンネル化してから、 THX 処理をして再生します。マルチチャンネル化するためのデコーダーを、じ(下の 
3つのなかから選びます。「デコーダ選択」パラメーターでデコーダーを切り替えることびでさます （1 日6ページ)。 

THX シネマ：プ□□ジック 
THX シネマ：プ□□ジック II 
THX シネマ：ネオ目 
THX シネマ：プ□□ジック llx 


7ルチチヤンネルソースを再生ずる 

入力信号の種類により、最適なデコーダーで忠実にデコードしてから、 THX 処理をして再生します。 

THX シネマ 

あらゆるソフトの再生に適しています。 

THX ウルトラ2シネマ 

己.1チヤンネルの映画ソフトを再生するときに適しています 。 Advanced Speaker Array (1 ]7ぺージ）により、 
サラウンドバック L / R チヤンネルを生成して、 7.1 チヤンネルで再生します。 「 THX シネスを選んだ状態で、再生 
条件(下記に注意」参照)を満たすと自動的に有効になります。 

THX ミュージック 

己1チヤンネルの音楽ソフトを再生するときに適しています 。 Advanced Speaker Array (1 ]7ぺージ）により、 
サラウンドバック L / R チヤンネルを生成して、 7.1 チヤンネルで再生します。 「 THX ミュージック」を選んだ状態で、 
再生条件(下記に注意」参照)を満たすと自動的に有効になります。 

THX サラウンド EX 

ドルビーデジタル、 AAC や5.]チヤンネルのアナ□グソースを、サラウンドバックチヤンネルを加えた、計6.]ま 
たは 7.1 チヤンネルで再生します。ドルビー EX デコーダーをオンにしてください （12 ページ)。 

广 ごま意- . 

- 「THX ウルトラ2シネマ」と 「THX ミュージック」は、下記条件を満たすと自動的に有効になります。 

-マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設赴の「サラウンドバック」を、「大2台」または「ル2台」に設定しているとき (27 ぺ一 
ジ)。 

一入力信号にサラウンド L/R 成分び含まれているとき。 

この条件を満たさない場合は、 「THX シネマ」での再生になります。 

- 「THX ミュージック」を選んでいる場合は、ドルビー EX デコーダーをオンにして 「THX サラウンド EX」 で再生できません。 「THX シネマ」 
を選んだ状態でドルビーデジタル EX デコーダーをオンにしてください。 

V_ J 
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サラウンド再生を楽しむ 


2チヤンネル ソース を7ル 
チチヤンネルで楽しむ 


を楽しむ(サイレントシアター) 


ドルビープ□□ジツク、ドルビープ□□ジツク I しドル 
ビープ □□ジツク11んまたは DTS Neo :6 デコーダーを 
選ぶと、2チヤンネルソースを、マルチチヤンネル化し 
てお楽しみいただけます。 

U モコンの皿 / DTS キーを押してから、「デコーダ選択」 
パラメーターでデコーダーを切り替えます （1 日6 ぺ一 
ジ)。 


音場効果び入っている状態で、へッドホンを本体の 
PH 日 NES 端テに接続すると、「サイレントシアター」 
f ー ドで再生を楽しめます。 



台 


皿 /DTS 



r ヴラウンド/スタンダード J で再生する 

「デコーダ選択」パラメーターで下記のデコーダーから選 
びます。 

-プ□□ジック 
.PLII ムービー 
.PLII ミュージック 
.PLII ゲーム 
• ネオ6シネマ 
• ネオ 6 S ュージック 
.PLIIx ムービー 
.PLIIx ミュージック 
.PLIIx ゲーム 

r サラウンド/エン八ンスト J で再生ずる 

「デコーダ選択」パラメーターで下記のデコーダーから選 
びます。 

-プ□□ジック 
. プ□□ジック II 
• ネオ6 

. プ□□ジック llx 


「サイレントシアター」 f ー ドでは、マルチスピーカーに 
よる音場プ□グラムの効果を、へッドホンで擬似的に再 
現します。「サイレントシアター」 f ー ドで再生している 
間は、本体ディスプレイの SILENT THEATER インジ 
ケーターび点灯します。 

.… SILENT - 


广 ごま意- . 

•1；(下の場合は、ヘッドホンを接続しても、「サイレントシア 
ター」モードには切り替わりません。 

-にかステレオ」、「ダイレクト」を音場プ□グラムとして選 
んでいるとさ。 

- THX サラウンドモードで再生しているとき。 

- STRA に HT / EFFECT キーを押して、音場効果を切って再 
生しているとき。 

V _ J 
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サラウンド再生を楽しむ 


サラウンド L / R スピ-力-なしで韻プロ 
グラムを楽しむ(パ-チャルシネマ DSP ) 

サラウンド L/R スピー カーびない場合でも、 バー チャル 
シネマ DSP モードにより、臨場感あ兩れる再生を楽し 
めます。 

マニュアル設定メニュ_「基本設定：スピーカーの設定」 
の「サラウンド」を、「無」に設定する （27 ページ）と、 
バーチャルシネマ DSP モードで再生を楽しめます。 


バーチャルシネマ DSP モードでは、入カソースの音声 
に、選んだ音場プ□グラムの音場効果を付加して、フ〇 
ント L / R スピーカー、センタースピーカーとヴブウー 
ファーから出力します。バーチャルシネマ DSPf — ド 
で再生している間は、本体ディスプレイの VIRTUAL イ 
ンジケーターび点灯します。 


广 ごま意- . 

• 下の場合は、マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
カーの設定」の「サラウンド」を、「無」に設定してち、バーチヤ 
ルシネマ DSP モードには切り替わりません。 

- 「2 ch ステレオ」、「ダイレクト」、 「9 ch ステレオ」、 

「サラウンドスタンダード」のどれかを、音場プ□グラムと 
して選んでいるとさ。 

- THX サラウンドモードで再生しているとき。 

- STRA に HT / EFFECT キーを押して、音場効果を切って再 
生しているとき。 

ーヘッドホンを接続しているとき。 

V _ J 
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ちちを楽しむ 


フ□ント L / R スピーカーからステレオ音声で再生します。 

U モコンの STERE 日キーを繰り返し押して、に ch ステレオ」を選びます。 


STEREO 


i 



2チヤンネルソースの場合： 

フ□ント L / R スピーカーからステレオ音声で再生します。 


マルチチヤンネルソースの場合： 

フ□ント L / R チヤンネルじ(外の音声をフ□ント L / R チヤンネルにミックスして、フ□ント L / R スピーカーからステ 
レオ音声で再生します。 




マニュアル設定メニュー「基本設定：ヴブウーファー設定」の「低音出力先」を、「フ□ントとヴブウーファー」または「ヴブウーファーのみ」に設 
定している場合は、 LFE 信号の有無やフ□ント L / R スピーカーのサイズ設定によってはサブウーファーからも音び出ますに6ぺージ)。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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スーパーオーデイオ CD や DVD オーデイオなどのマルチチヤンネルソースや、 CD などの2チヤンネルソースを、ア 
ナ□グのままで聴くとさに、高音質で楽しむことびでさます 。 MULTI CH INPUT 端テ、または 2 CH INPUT 端テ 
に接続したスーノ くーオーデイオ CD / DVD プレーヤーなどで、最良の音を聴くときに適しています。 


PURE D 旧 ECT キーを押すと、ピュアダイレクトモードで再生します。 


PURE DIRECT 



本体 


または 


PURE DIRECT 

I TITL 

リモコン 



PURE D 旧 ECT キーのオン/オフと 、 MULTI CH INPUT キーのオン/オフの組み合わせにより、下のように再 
生される ソースび 変わります。 



MULTI CH INPUT オフ 

MULTI CH INPUT オン 

PURE D 旧 ECT オフ 

INPUT SELECT 日 R で選んだソースを再生 

MULTI CH INPUT 端テに接続したソースを再生 

PURE D 旧 ECT オン 

2 CH IN 端テに接続したソースを高音質アナ□グ再生 
(本体の PURE D 旧 ECT キーび青色で点灯） 

MULTI CH IMPUT 端テに接続したソースを高音質アナ 
□グ再生 

(本体の PURE D 旧 ECT キーび緑色で点灯） 


广 ごま意- . 

-ピュアダイレクトモードで再生中は、マニュアル設定メニューでの設定や、 I -ーンコント□ールによる音声設定び無効になります。 
•ピュアダイレクトモードでは、アナ□グ音声を高音質で再生するために、使用しないビデオ回路を停止したり、ディスプレイの表示を 
消します。 

V_ J 
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より高音質な再生を楽しむ 


高音質で再生ずる(ダイレクト） 


アナ□グ信号、 PCM 信号 (2 チヤンネル/マルチチヤンネル)、 DSD 信号にチヤンネル/マルチチヤンネル)を、原音 
に忠実な高音質ステレオ音声で再生します。 

Uf コンの STERE 日キーを繰り返し押して、「ダイレクト」を選びます。 


STEREO 


1 





再生するソースにより本体ディスプレイの表示び変わります。 

アナ□グ信号の場合： 


PCM 信号の場合： 


DSD 信号の場含： 


ご注意- 

-「ダイレクト」で DTS - CD を再生しないでください。ノイズび出力されることびあります。 

-ドルビーデジタルや DTS などのマルチチャンネルソースを再生しているときに r ダイレクト」を選ぶと、同じ入力の、アナ□グ音声入力 
端テに入力されている音声を出力します。デジタル接続のみの場合は、音声は出力されません。 

-入カモードを 「 LD - RF 固定」、 「 DTS 固赴または 「 AAC 固赴に設定している場合は、音声は出力されません (7] ぺージ)。 

-「ダイレクト」で再生中は、マニュアル設定メニューでの設定や、 I ンコント□-ルによる音色設定び無効になります。 

- r ダイレクト」で再生中は、本体ディスプレイび自動的に暗くなります。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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その他の再をのしがた 


職_を碟部生する 


辭照?恐げ 


入力された信号を、音場効果をかけずにそのまま再生し 
ます。巧]ンの STRAIGHT / EFFECT キーを押す 
と、「ストレートデコード」モードで再生します。 



2チヤンネル ソースの 場含： 

フ□ント L / R スピーカーからステレオ音声で再生しま 
す。 


ナイト U スニングモードを設定すると、夜間でも音量を 
気にせずに再生を楽しめます。 

ナイト U ス ニン グモードでは、セ U フなどは明瞭に、大 
さな効果音は抑えて再生します。 

U モコンの NIGHT キーを押すと、ナイト U スニング 
モードで再生します。 


NIGHT 



ナイト U ス ニン グモードで再生している間は、本体デイ 
スプレイの N に HT インジケーターび点灯します。 


NIGHT 


-「ダイレクト」外の音場プ□グラムに対して、ナイト U スニング 
モードで再生することびできます。また、ナイト U スニングモード 
で再生中に「ダイレクりを選ぶと、ナイト U スニングモードは解除 
されます。 

-本機をスタンバイ状態にすると、ナイト U スニングモードは解除さ 
れます。 

-入カソースにより、効果に違いび生じる場合びあります。 


マルチチャンネルソースの場合： 

入力信号により、適切なデコーダーでデコードしたあ 
と、マルチチャンネル音声で再生します。 

元の状態(音場効果をかけた状態)に戻るには、わラー度 
STRAIGHT / EFFECT キーを押します。 
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その他の再生のしかた 


n 音楽と映像で異なるソースを楽し] 

I む(バックグラウンドビデオ機能） 

バックグラウンドビデオ機能とは、ビデオ系ソースの映 
像と、オーディオ系ソースの音声を組み合わせて楽しむ 
機能です(例えばビデオを観なびら、クラシック音楽を 
楽しむことびでさます）。 

ビデオ系ソースを選んでから、 U モコンの入力選択キー 
でオーディオ系ソースを選びます。 

V-AUX TUNER PHONO 



00000 


- MULTI CH INPUT 端テに入力された音声に、映像を組み合わせて 
再生する場合は、入力選択-設定メニューでビデオ系ソースを選ん 
でください (47 ぺージ)。 


广 ごま意- . 

-ピュアダイレクトモードのオン/オフを切り替えると、バック 
グラウンドビデオ機能は解除されます。 

V_ ) 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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本機には、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、マニュアル設定メニューで設定を 
変更することびでさます。お使いのシステムに合わせて設定を変更してください。 




メニュ ーー 覧 


マニュアル設定メニューは、下のように用途、機能別に下のようにカテゴ U —に分類されています。 

音の設定 

音質や音色の調節など、音声の出力に関して1^(下のメニューを設定/変更でさます。 


項目 

内容 

参照ページ 

シネマ EQ 

フ□ント L/ センター/フ□ント R チヤンネル、サラウンド L/R チヤンネル、サラウンドバック L/R 
チヤンネル、プレゼンス L/R チヤンネ >1 レの音色を調節します。 

30 

グラフィック EQ 

グラフィックイコライヴーを使って、各スピーカーの音色を調節します。 

31 

トーンコント□ール 

スピーカーまたはへッドホンの低音域と高音域を調節します。 

32 

LFE レベル 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC での LFE 信号の再生レベルを調節します。 

32 

ダイナミックレンジ 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC 再生時のダイナミックレンジを調節します。 

33 

その他の音声の設定 

音声と映像のずれ補正や、 AAC モノラル音声の設定をします。 

33 


基本設定 

お使いのスピーカーシステムに合わせ、(下のメニューを設定/変更でさます。 


項目 

内容 

参照ページ 

THX の設定 

THX サラウンドモードについての言ミ定をします。 

26 

ヴブゥーファー設定 

ご使用になるサブウーファーに合わせて、数や配置などを設定します。 

26 

スピーカーの設定 

ご使用になるスピーカーに合わせて、サイズや有無などを設定します。 

27 

スピーカーの音量 

各スピーカーからの出カレベルを設定します。 

28 

スピーカーの距離 

各スピーカーから U スニングポジションまでの距離に合わせて、音の到達するタイミングを設定 
します。 

29 


映像の設定 

画質の調節など、映像の出力に関して(下のメニューを設定/変更でさます。 


項目 

内容 

参照ページ 

デジタル映像処理 

デジタル映像処理回路のオン/オフを切り替えます。 

34 

映像モード 

出力する映像の画質を調整します。 

34 

解像度 

出力する映像の解像度を設定します。 

3 己 

アスペクト 

出力する映像のアスぺクト比を設定します。 

36 

ク□スカラー除去 

ク□スカラー除去機能のオン/オフを切り替えます。 

38 

TV 方式 

映像信号の出力ち式を設定します。 

38 

S ビデオ 

ご使用になるテレビに合わせて、 S ビデオ信号の方式を設定します。 

39 


^ごを意- 

•プ□グレッシブち式の映像や、八イビジョン映像び入力されている場合、「デジタル映像処理」、「映像モード」、「解像度」、「アスぺク 
卜」および「ク□スカラー除去」の設定は無効になります。 

.ゲーム 機等からの非標準信号では、映像処理回路び無効になる場合びあります。 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


その他の設定 

その他便利な機能に関して(下のメニューを設定/変更でさます。 


項目 

内容 

参照ページ 

サラウンド初期化 

音場プ□グラムパラメーターを初期設定に戻します。 

40 

入カモード初期値 

電源をいれたとさの接続機器の入カモードを設定します。 

40 

表示の設定 

本体ディスプレイの明るさ、オンスク U —ン画面の背景や表示位置などを調節します。 

41 

マルチゾーン 

別の部屋で音声を楽しむとさの出力に関してを設定します。 

41 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


マニユアル設定メニユーの表示と操作方法 


操作には、 GUIUf コンを使います。 



1本機とテレビの電源を入れる 


4 A/V 丰一を巧して、設定ずるカテゴリーを 
選び、^丰一を巧ず 




2 TOP 丰一を巧して、 GUI 画面を表示する \ 



3 7丰一を巧して、「マニュアル設定」を選 

び、^丰一を巧ず 



選ぶことのでさるカテゴ U —はじ(下のとおりで 
す。 

-「音の設定」一30ぺージ 
-「基本設定」一26ぺージ 
-「映像の設定」一34ページ 
-「その他の設定」一40ぺージ 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


A/V 丰一を巧して、設定ずるメニューを選 
び、^丰一を巧ず 




i 




メニューによっては、ヴブメニュ-を 
選ぶ必要びあります。 

A/V/^/> 丰-を巧して、選んだメニュ ー 
の設定を変更ずる 



-ノ々 



変更し終わった！5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了ずる 



EXIT 




GUIij モコンでの操作を、通常の U モコンで行うことをでさます (9 
ぺージ）。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 


巧 






































マニュアル設定メニューで設定を変更する 


基本設定 


お使いのスピーカーシステムに合わせた設定を行います。 


THX の設定 

THX Ultra 2 準拠のサブウーファーの低域出力や、サラ 
ウンドバック L / R スピーカー間の距離を調節して、最適 
な THX サラウンド f ー ドの視聴空間を設定します。 

( r マニュアル設定」イ基本設定い 「 THX の設赴） 



サブウーファー設定 

ご使用になるサブウーファーに合わせて、数や配置など 
を設定します。 

( 「マニュァル設定」^「基本設定」一「ヴブゥーファー設 
赴） 



THX Ultra 2サブウーファー 

お使いのサブウーファーに合わせて、ウルトラ2対応か、非対応かを 
設定します(「サブウーファー設定：構成」を、「前後配置」、「ステレ 
才」、「モノラル」に設定したとさのみ)。 

I 選択項目：ウルトラ 2 対応、ウルトラ 2 非対応 ] 


- THX Ultra 2の認定を受けているサブウーファーや、低域再生能力 
び2日 HzlU 下まで伸びているサブウーファーをお使いの場合は、「ウ 
ルトラ2対応」に設定してください。 

BGC 

Boundary Gain Compensation 機能 （1] 7ぺージ)のオン/オフを設 
定します （「THX Ultra 2サブウーファー」を「ウルトラ2対応」に設定 
したとさのみ)。 

I 選択項目：オン、オフ ] 


SB スピーカーの 間隔 

サラウンドパック L ス ピー カーとサラウンドバック R スピー カーとの間 
の距離を設定します（「スピーカーの設定：サラウンドバック」を、「大 
S 台」または r ノ」台」に設定したときのみ)。 

I選択項目：日 .3ml； (下、日.3〜 1.2m、] .2ml； (上 ] 


構成 

ご使用になるサブウーファーの数と、配置ち法を設定します。 

I 選択項目：前後配置、ステレオ、モノラル、使用しない I 

-サブウーファーを1台のみ使う場合は、「モノラル」に設定してくだ 
さぃ。 

位相 

ご使用になるサブウーファーの位相を設定します。低音び物足りない 
場合などにお試しください。 

I 選択項目：正相、 L を逆相、 R を逆相、し R を逆相 ] 


イ氏音出力先 

低域成分を出力するスピーカーを設定します。 

選択項目：フ□ントとサブウーファー、サブウーファーの 
み、フ□ントに出力 


r フ□ントとサブウーファー」： 

フ□ント L/R スピーカーのサイズ設定に関わりなく、フ□ント 
L/R チヤンネルの低音域を LFE チヤンネルにミックスします。フ 
□ント L/R スピーカーの低音域びフ□ント L/R スピーカーとサブ 
ウーファーの両方に出力されます。フ□ント L/R チヤンネルじ(外 
のチヤンネルの低音域は、スピーカーサイズ設定により、フロ 
ント L/R スピーカーとサブウーファーの両方に出力されます。 
r サブウーファーのみ」： 

LFE チヤンネルと、スピーカーサイズ設定により、他チヤンネ 
ルの低音域びサブウーファーに出力されます。 

r フ□ントに出力」： 

LFE チヤンネルと、スピーカーサイズ設定により、他チヤンネ 
ルの低音域びフ□ント L/R スピーカーに出力されます。 


-「サブウーファー設定：構成」を「使用しない」に設定した場合は、自 
動的に「フ□ントに出力」に設定されます。反対に、「前後配置」、「ス 
テレオ」、「モノラル」に設定すると、「フ□ントに出力」は選べませ 
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マニュアル設定メニユーで設定を変更する 


スピーカーの 設定 

ご使用になるスピーカーに合わせて、スピーカーの有り無しなどを設定します。 

( r マニュアル設定」イ基本設定」イスピーカーの設定」） 




目安として、ウーファーの□径び] 6cml ツ下のスピーカーをお使いの場合は「ル」、それ上の□径の場合は「大」に設定することをおすすめし 
ます。 



マニ2乃啟ぞ 
スビ-力-の設定 


フ□ント 

フ□ント L/R のスピーカーのサイズを設定します。 


選択項目：大、ル 


センター 

センタースピーカーのサイズ、有無を設定します。 


選択項目：大、ル、無 




• r 無」に設定した場合は、センターチヤンネルはフ□ント L/R スピー 
カーに振り分けられて出力されます。 

サラウンド 

サラウンド L/R スピーカーのサイズ、有無を設定します。 

L 選択項目：大、ル、無 ] 




- r 無」に設定した場合は、「サラウンドバック」も自動的に「無」に設定 
されます。 

サラウンドバック 

サラウンドバックスピーカーのサイズと本数、有無を設定します。 

I 選択項目：大2台、ル2台、大1台、ル1台、無 

-「無」に設定した場合は、サラウンドバックチヤンネルはサラウンド 
L/R スピーカーに振り分けられて出力されます。 


プレゼンス 

プレゼンス L/R スピーカーを使うか、使わないかを設定します。 
じ豐択項目：使用する、使用しない 




-「使用しない」に設定した場合は、プレゼンスチヤンネルはフ□ント 
L/R スピーカーに振り分けられて出力されます。 

-「マルチゾーン：ゾーン2アンプ」を、「本機を使用」に設定すると、 
自動的に「使用しない」に設定されます (4] ぺージ)。 

ク□スオーバー 

サブウーファーに出力する低音成分の、周波数の上限を設定します。 
設定した周波数1；(下の低音成分び、サブウーファーに出力されます。 


選択]!目： 40Hz. 6日 Mz、80Hz(THX). 9日 Mz、 

1日日 Hz、 11日 Mz、 12日 Hz、 16日 Mz、200Hz 




THX システムを使うとさは、「8日 Hz(THX)」 に設定してください。 
「ル」に設定したチヤンネルの低域成分は、「サブウーファー設定：低 
音出力先」の設定にしたびって出力されますに6ページ)。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


スピーカーの音量 

各スピーカーからの音量び同じになるよラに、それぞれのスピーカーの音量を個別に調節します。 

( r マニュアル 設定」一 r 基本設定」一 r スピーカーの 音量」） 


-実際に音声を再生しなびら、調節することをおすすめします。 

.THX システムをお使いの場合、正確に調節するためにテストI-ーンを使って音量を調節してください (72 ページ)。 



フ□ント左 

フ□ン ト L スピーカーからの 音量を調節します。 

I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日 dB ； 


フ□ントち 

フ□ン ト R スピーカーからの 音量を調節します。 
I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日(旧 


センター 

センタースピーカーからの 音量を調節します。 
I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日(旧 


サラウンド左 

サラウンド L スピーカーからの 音量を調節します。 
I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日(旧 


サラウンドち 

サラウンド R スピーカーからの 音量を調節します。 

I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日. OdB ； 


サラウンドバック左 

サラウンドバック L スピーカーからの 音量を調節します。 

I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日(旧 I 

-サラウンドバックスピーカーを]台のみ使っている場合は、音量は 
「サラウンド左」で調節してください。 


プレゼンスち 

プレゼンス R スピーカーからの 音量を調節します。 

I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日 dB ； 


サブウーファー左 

左側のサブウーファーからの音量を調節します。 

I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日 dB ； 


サブウーファーち 

ち側のサブウーファーからの音量を調節します。 

I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日 d 目 I 

- 2台のサブウーファーを前後に設置して使っている場合は、前側の 
ヴブウーファーの音量は「ヴブウーファー左」で、後ろ側のヴブウー 
ファーの音量は「ヴブウーファーち」で調節してください。 

广 ご注意- . 

•「スピーカーの設定」で「無」に設定されているスピーカーの音量 
は調節でさません。 

-「サブウーファー設赴の「構成」を、「使用しない」に設定してい 
る場合は、サブウーファーの音量は調節でさません。 

V _ J 


サラウンドバックち 

サラウンドバック R スピーカーからの 音量を調節します。 
I可変範囲： -] 日.日〜 +] 日.日服 


プレゼンス左 

プレゼンス L スピーカーからの 音量を調節します。 
I可変範囲： 一] 日.日〜 +] 日.日 d 目 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


スピーカーの距謎 

各スピーカーからの音び同時に U スニングポジションに届くように、スピーカーからの音の出力を遅らせます。遅 
らせる時間は、各スピーカーから U スニングポジションまでの距離を入力して、その差から自動的に算出されます。 

( r マニュアル設定」一 r 基本設定」一 r スピーカーの距離」） 



フ□ント左 

フ□ント L スピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設定 
します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


プレゼンスち 

プレゼンス R スピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設 
定します。 

1_可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft ] 


フ□ントち 

フ□ント R スピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設定 
します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


ヴブウーファー左 

左側のサブウーファーから、 U スニングポジシヨンまでの距離を設定 
します。 

1_可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft ] 


センター 

センタースピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設定し 
ます。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


サラウンド左 

サラウンド L スピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設 
定します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


サブウーファーち 

ち側のサブウーファーから、 U スニングポジシヨンまでの距離を設定 
します。 

1_可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft ] 




2台のサブウーファーを前後に設置して使っている場合は、前側の 
ヴブウーファーの距離は r ヴブウーファー左」で、後ろ側のヴブウー 
ファーの距離は「ヴブウーファーち」で設定してください。 


サラウンドち 

サラウンド R スピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設 
定します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


サラウンドバック左 

サラウンドバック L スピーカーから、 U スニングポジシヨンまでの距 
離を設定します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


距離の単位 

表示する距離の単位を切り替えます。 


I選択項目：メートル、フィート 


ご注意- 

• 単位を切り替えると、それぞれの設定値び U セツトされてし 
まいますのでごを意ください。 


ヴラウンドバックち 

サラウンドバック R スピーカーから、 U スニングポジシヨンまでの距 
離を設定します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


プレゼンス左 

プレゼンス L スピーカーから、 U スニングポジションまでの距離を設 
定します。 


I可変範囲：日.3日〜24.日日 m/1. 日〜8日.日 ft 


] 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


I 音の設定 _ 

音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定を行います。 


シネ 7 EQ 

フ□ント L / センター/フ□ント R チヤンネル、サラウン 
ド L / R チヤンネル、サラウンドバック L / R チヤンネル、 
プレゼンス L / R チヤンネルを、それぞれ個別に音色を調 
整でさます。パラメト U ックイコライヴーと高域フィル 
ターを組み合わせて調整しますので、さめ細かい調整び 
でさます。 

( r マニュアル設定」一 r 音の設定」一 r シネマ EQ 」） 


R A/V 丰一を巧して、選んだ周液数のレベル 
を調整ずる 

I可変範囲： 一9 服〜+3服 ] 


Q 調整し終わった！5、 ENTER 丰一を巧ず 


7 A /V 丰一を巧して、「高音」を選び、 
ENTER 丰一を巧ず 



1 A/V 丰一を巧して、調整ずるチヤンネルを 
選び、^丰一を巧ず 

選択項目：フ□ント&センター、サラウンド、サラウンド~ 
バック、プレゼンス 


8づ/>丰一を巧して、調整ずる周液数を選 
ぶ 

I 可変範囲： l.OkHz 〜1 2.7kHz ] 


2 A/V 丰-を巧して、 r オン」を選ぶ 

3 A /V 丰-を巧して、 「PEQ」 を選び、 
ENTER 丰一を巧ず 



9 A/V 丰一を巧して、選んだ周液数のレベル 
を調節ずる 

I可変範囲： 一9dB 〜 +3dB ] 


10調整が終わった！5、 ENTER 丰一を巧ず 


广 ご注意- . 

-へッドホンを接続して再生している場合、再生音には「シネマ 
EQ」 の調整内容は反映されません。 

V_ ) 


4 づ/>丰一を巧して、調整ずる周液数を選 
ぶ 

可変範囲：1.日 kHz 〜1 2.7kHz ] 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


グラフィック EQ 

グラフィックイコライヴーを使用して、それぞれのス 
ピーカーの音色を合わせます。 

(r マニュアル設定」一芭の設定」一 r グラフィック EQ」） 


A/V 丰一を巧して、レベルを調整ずる 

I可変範囲： 一6dB 〜 +6dB 


調整が終わった!5、 ENTER 丰一を巧ず 



ご注意- 

• へッドホンを接続して再生している場合、再生音には「グラ 
フイック EQ」 の調整内容は反映されません。 


A/V 丰一を巧して、「イコライザー選択」を 
選び、^丰一を巧ず 

A/V 丰一を巧して、「グラフィック EQ」 を 
選び、づ丰一を巧ず 




「自動補正 EQ」 を選ぶと、自動測定メニこ 
ライヴーでの設定を有効にします。 


-のパラメト U ックイコ 


A/V 丰一を巧して、調整ずるスピーカーを 
選び、^丰一を巧ず 

選んだスピーカーのグラフイックイコライヴー画 
面び表示されます。 



4 <1/1>丰一を巧して、レベルを調整ずる周 
渡数帯を選ぶ 


選択I頁目： 63Hz 、 12已 Hz、 2日日 Hz、 己日日 Hz、 1 kHz、 
2kHz、4kHz、8kHz、16kHz 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


I ンコント□—ル 

スピーカーまたはへッドホンから出力される音声の、低 
音域と高音域を調節します。 

(r マニュアル設定」一 r 音の設定」一 r トーンコント□一 
ル」） 



効果 

スピーカーから出力される音声を調節するのか、 へッ ドホンから出力 
される音声を調節するのかを選びます。 

I選択項目：スピーカー用、 へッ ドホン用、使用しない I 


ィ氏音 

低音域の音色を調節します。ターンオーバー周波数は、]2已 Hz、 
3日日 Hz、 己日日 Hz のいずれかを選ぶことびでさます。 

可変範囲： 一6dB 〜 +6dB 


局音 

高音域の音色を調節します。ターンオーバー周波数は、2.己 kHz、 
3.己 kHz、 8.日 kHz のいずれかを選ぶことびできます。 

I可変範囲： 一6dB 〜 +6dB 


し FE レべ J レ 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信号に含まれる、 
LFE (低域効果音)の音量を調節します。スピーカーで音 
を聴く場合と、へッドホンで音を聴く場合を個別に調節 
でさます。 

(r マニュアル設定」一 r 音の設定」一 「LFE レベル」） 



スピーカー用 

スピーカーで音を聴く場合の、 LFE の音量を調節します。 
I可変範囲： 一2 日 d 巨〜日 d 巨 


へッドホン用 

ヘッドホンで音を聴く場合の、 LFE の音量を調節します。 

I可変範囲： 一2 日 d 巨〜日 d 巨 ； 


LFE (做或効果音)とは？ 


映画の爆発シーンなど、意図されたシーンでのみ出力さ 
れる、重低音による効果音です。 

V_ 


广 ごま意- 

- THX サラウンドモード （1 4ぺージ)で再生しているときは、 

I-ーンコント□ールで音色を調節でさません。 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


ダイナ5ックレンジ 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC 再生時のダイナ 
S ックレンジを、3段階から選びます。スピーカーで音 
を聴く場合と、へッドホンで音を聴く場合を個別に選べ 
よ9 〇 

(r マニュァル設定」^ r 音の設定」^「ダイナミックレン 
ジ」） 



スピーカー用 

スピーカーで音を聴く場合の、ダイナミックレンジを選びます。 
選択項目：最大、標準、最小 

へッドホン用 

へッドホンで音を聴く場合の、ダイナミックレンジを選びます。 
選択項目：最大、標準、最小 



r 最大」： 

入力された信号を最大に再生するダイナミックレンジです。 

r 標準」： 

一般的な家庭用として推奨するダイナミックレンジです。 

I" 最小」： 

ル音量でち聴さやすく、夜間に音声を楽しむのに適したダイナ 
ミックレンジです。 


ダイナミックレンジとは？ 


どれだけ小さな音から、どれだけ大さな音までを雑音や 
歪みな<再生でさるかを表わしたちのです。 


その他の音青の設定 

音声と映像のずれを補正したり、 AACf ノラル音声の 
出力を設定します。 

(r マニュアル設定」一 r 音声の設定」一 r その他の音声の設 
定」） 


□□力]ロブバ巧スペクタクル 



マ-2乃啟ぞ 
ぞの他の音声の設定 


音と映像のずれ補正 

デジタ) レ処理された映像び、音声よりを遅れて出力されることびあり 
ます。この出カタイミングのずれを、音声を遅らせて出力することに 
より補正します。 

音を遅らせる時間を設定します。 

巧 変範囲： 日〜 2 日日 ms 

ミューティング量 

ミュート(消音)時に下げる音量を調節します。 

選択項目：フルミュート、 一2 日 d 目 

「フルミユート」： 

刀: i 王に/肖音し、無白にします0 

「―20犯」： 

いま聴いている音量よりを、2日 d 巨下げて再生します。 

多重モノラル音声 

目 S デジタル放送などで使われている、モノラルニ重音声入力時に、 
どの音声を出力するか設定します。 

選択項目：主音声、副音声、主+副 

「主音声」： 

主音声のみをフ□ント L / R スピーカーから出力します。 

r 副音声」： 

副音声のみをフ□ント L / R スピーカーから出力します。 

は+副」： 

主音声と副音声をフ□ント L / R スピーカーから出力します。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニユアル設定メニユーで設定を変更する 


阿映像の設定 

画質の調節や解像度、アスぺクトの変換など、映像の出力に関する設定を行います。 

厂 ごま意- 

-プ□グレッシブち式の映像や、八イビジョン映像び入力されている場合、映像処理回路は無効になります。 
、.ゲーム機等からの非標準信号では、映像処理回路び無効になる場合びあります。 


デジタル映像処理 


映像モ-ド 


デジタル映像処理をするか、しないかを設定します。 

(r マニュアル設定 _Hr 映像の設定 _Hr デジタル映像処 
理」） 



出力する映像の画質パターンを選びます。また、それぞ 
れの画質パターンについて画質を調節することびでさま 
す。 

(r マニュアル設定」一 r 映像の設定」一 r 映像モード」） 



選択項目：する、しない 


「する」： 

ビデオ処理回路び有効になります。 

「しない」： 

ビデオ処理回路び無効になります。映像信号はI N P U T 
SELECTOR で選ばれた信号びそのまま出力されます。 

广 ごを意- . 

- THX システムをお使いの場合は、「しない」に設定することを 
おすすめします。 

-文字放送など、付加信号を含む映像を「する」に設定して再生す 
ると、付加信号び消去される場合びあります。このよラな場 
合は、「しない」に設定してお使いください。 

-映像機器と再生するソフトの組み合わせによっては、映像び 
正常に出力されない場合びあります。このような場合は、「し 
ない」に設定してお使いください。 

-「しない」に設定しても、 GUIU モコンの TOP キーを押すと、 
ビデオ処理回路び有効になり、 GUI 画面び表示されます。 

V_ ) 


[選択項目：シネマ、スタンダード、ダイナミック 


画質ノ（ターンを選んだ状態で [> キーを巧すと、下のノ（ラメーターで 
画質を調節でさます。 

- A/ ▽キーでパラメーターを選びます。 

- <]/[> キーで設定を変更します。 

- ENTER キーで決定します。 


輪郭強調 

映像の輪郭の鮮明さを調整します。 


数値び小さいほど柔かい映像になり、数値び大きいほど鮮明な映像に 
なります。 


I 巧変範囲 


圃. 日〜 + tg4 


] 


夕 -40.0dB 


ノイズ除去 

映像のノイズやざらつさを抑えます。 

数値び大さいほど、ノイズやざらつさを抑えた、より鮮明な映像にな 
ります。 


I 可変範囲^ 


画： 日〜 +] 日 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


明るさ 

映像全体の明るさを調整します。 

数値び強い差異ほど映像は暗くなり、数値び大さいほど映像は明るく 
なります。 


I巧変範囲 


目： 一24 〜+24 


] 




コントラスト 

映像の暗い部分(黒レベル)は変えずに、映像の明るい部分(白レベル） 
の明るさを調整します。 

数値びルさいほどコントラストは下びり、数値び大さいほどコントラ 
ストは上びります。 


I巧変範囲： 一24 〜+24 


] 


色の濃さ 

映像の色の濃さを調整します。 

数値び小さいほど色は薄くなり、数値び大さいほど色は濃くなりま 
す。 


I可変範囲： 一24 〜+24 


] 


リセット 

調整した項目を元に戻します。1>キーを押してください。 


解像度 

ビデオ処理回路で変換する出力映像の解像度を設定しま 
す。 

(r マニュアル設定」一 r 映像の設赴イ解像度」） 



I選択！！目： 48 日 P/ 己 76P、 48 日 i/ 已 76 し ] 日 8 日し 72 日 p 

「480 p / 曰 76 p 」 ： 

48 日 p/ 己 76p 口 □グレッシブ)の解像度で出力します。 

「480 i / 曰7巨 U : 

48日 i/ 己 76i (インターレース)の解像度で出力します。 

nosoij : 

1日8日 i (インターレース)の解像度で出力します。 

「720 p 」 ： 

72 日 P (プ□グレッシブ)の解像度で出力します。 


ご注意- 

• 複数のパラメーターを極端に調整すると、お使いのテレビに 
よつては映像び乱れる場合びあります。このような場合は、 

本機の調整を U セットし、テレビ側で画質調整をしてくださ 
い。 


ご注意- 

• 設定はコンポーネントビデオ出力信号に対してのみ有効で 
す。 S ビデオ出力信号やコンポジット出力信号は48日 i/ 己 76i 
相当の解像度でしか出力されません。 

-「1日8日 i」 または「72日 P」 に設定しても、著作権保護された映 
像信号は、48日 P/ 己 76p の解像度で出力されます。 

-ご使用になるテレビび対応していない解像度に設定すると、 
画面び見えなくなります、このよラな場合は、 GUIU モコンの 
EXIT キーを己秒間押し続けることにより、設定を解除できま 
す。 


インターレース/プ□グレッシブとは？ 


一画面を構成する走査線の走査方式のことです。イン 
ターレース方式では、一画面の走査線を2つにわけ、そ 
れらを交互に表示させます。プ□グレッシブ方式では、 
一画面のすべての走査線を一度に表示させるため、イン 
ターレース方式よりもちらつさの少ない映像を映し出し 
ます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニユーで設定を変更する 


アスペクト 

ビデオ処理回路で変換する出力映像のアスぺクト比を設 
定します。 

(r マニュアル設定」一 r 映像の設定」一「アスペクト」） 



選択項目：変換しない、自動、] 6 : 9 ノーマル、16:9 
ズーム 


r 変換しない」： 

入力された映像のアスぺクト比のまま出力します。 

r 自動」： 

入力された映像のアスぺクト比を自動判別し、お使いのテレビで 
最適な映像になるように出力します。 

ri 目： 9 ノー マル」： 

4 : 3の映像の左ちに黒い帯をつけ、] 6 : 9のテレビで最適な映 
像になるように出力します。 

ri 巨： 9ズーム」： 

4 : 3(レターボックス)の映像の上下の黒い帯をカットし、 ] 6 : 
9のテレビで最適な映像になるように出力します。 


ーアスぺクトの変換イメージ(次ぺージ) 


广 ごを意- . 

• 「映像の設定：解像度」を、「48日 i/ 已7窃」に言ミ定してし、るとき 
は、アスペクト比を変更できません (3 已ページ)。 

V_ J 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


アスぺクトの変換イメージ 

太枠は、入力信号とお使いのテレビに対する、最適な設定を表わしています。 


入力信号のアスペクト比 


お使いのテレビ 


変換しない 


設定 


1目： 9ノーマル 


1目： 9ズーム 


4:3 


4 : 3のテレビ 


〇 


〇 


16 : 9のテレビ 


〇 


回 


〇 



4:3 (レターボックス） 


4: 3のテレビ 


000 


000 


16 : 9のテレビ 


0〇0 


〇0〇 


12001 


0 ( )0 


000 


16 ： 9 


4: 3のテレビ 


0 ( )0 


000 


16 : 9のテレビ 


000 


)0 


10001 



0 0 


ご注意- 

• 16 : 9の映像を、4 : 3のテレビで楽しむ場合は、テレビ側でアスぺクト比を設定してください。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


ク□スカラー除去 

ク□スカラー(細かい縦模様などに発生する色のちらつ 
さ)を除去します。 

(r マニュアル設定」一「映像の設定」一 r ク□スカラー除 
去」） 


TV 方式 

映像信号び入力されていないとさの、映像信号の出力方 
式を選びます。 

(r マニユア J レ設定」一 r 映像の設定」一 「TV 方式」） 




I 選択項目： NTSC、PAL _ I 

I 選択項目：する、しない 1 

-ビデオ端テおよび S ビデオ端テには、選んだ方式で出 
力されます。 

. コンポーネントビデオ端テには、「解像勒の設定にし 
たびって出力されます。「解像度」の設定び「48日 i / 
己 76 i 」 の場合は、 NTSC 方式は 480 i の解像度で、 
PAL 方式は日 76 i の解像度で出力されます。同様に 
「480 p / 己 76 p 」 の場合は、 NTSC 方式は 480 P の自军 
像度で、 PAL 方式は己 76 p の解像度で出力されます。 

广 ご注意- . 

- NTSC 対応のテレビをご使用の場合に、 「 PAL 」 に設定する 
と、画面び見えなくなります。誤って 「 PAL 」 に設定してし 
まった場合は、 GUIU モコンの EXIT キーを已砂間押し続ける 
ことにより、設定を解除できます。 

V _ J 


38 













マニュアル設定メニューで設定を変更する 


S ビデオ 

ご使用になるテレビの S 端テに合わせて、出力する S ビ 
デオ信号の方式を設定します。 

(r マニュアル設定」一 r 映像の設赴一 rs ビデオ」） 



選択項目： S 、 S ]、 S 2 

に」： 

テレビび S 1 / S 2 に対応していない場合に選びます。 

に1」： 

テレビび S 1のみに対応している場合に選びます。 

に2」： 

テレビび S 1 / S 2 に対応している場合に選びます。 


S1/S2 とは？ 


S ビデオ信号の方式です。 S ] では、4: 3に圧縮された 
ワイドソフトを、自動的に16 : 9のサイズに戻して映し 
出すことびできます。 S 2 では、 S ] の機能に加え、レ 
ターボックス式で収録されたソフトを、自動的にワイド 
画面いっぱいに映し出すことびできます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


その他の設定 


音場プ□グラムの初期化や、表示の設定などを行います 


サラウンド初期化 


入カモードの初期値 


変更した音場プ□グラムパラメーターを、初期設定に戻 
します 0 

(r マニュアル設定」一 r その他の設定」一「ブラウンド初期 
化」） 



電源をいれたとさに適用する入力 f ー ドを設定します。 

(r マニュアル設定」一 r その他の設定」一 r 入カモードの初 
期値」） 



A /▽ /づキーで、初期設定に戻したいプログラム番号を選び、 
ENTER キーを押します。 


[選択項目：全部、1〜11 


哈部」： 

すべてのパラメーターを、初期設定に戻します。 

ri 〜 11 」： 

音場プ□グラムごとにパラメーターを、初期設定に戻します 。 U 
モコンの数字/音場プ□グラムキーで、ノくラメーターを初期設定 
に戻したい音場プ□グラムを選んでください。 


II 選択項目：自動判別、前回設定 


「自動判別」： 

自動的に入カモードを「自動判別」に設定します。 

r 前回設定」： 

前回使っていた入カモードを適用します。 


-パラメーターび変更されている音場プ□グラムは、番号ボックスび 
青色で表示されます。 

广 ごま意- 、 

-設定の保護メニュー「サラウンド設定 J び、「保護」に設定されて 
いる場合、音場プ□グラムパラメーターを、初期設定に戻せ 
ません。 

- r デコーダ 選択」 パラメーターは 初期設定には戻りません （1 日 6 
ぺージ）。 
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マニュアル設定メニユーで設定を変更する 


表示の設定 

本体ディスプレイの明るさや、 GUI 画面の背景や表示位 
置などを調節します。 

(r マニュアル設定」一 r その他の設定」一 r 表示の設定」） 



壁紙の選択 

映像び入力されていないとさに表示する、壁紙を選びます。 

選択項目：使用しない、 UDSP - Z 9)、 2(ホルン)、3(ピア 
_ノ）、4(灰色無地）_ 

广 ごま意- . 

-「映像の設定：デジタル映像処理」を、「しない」に設定している 
とさは、映像信号び入力されていない場合でち、壁紙は表示 
されません。 


表示位置の調整 

GUI 画面を表示する位置を調節します。 

I 巧変範囲：一已〜+已(上下)、一已〜+己(左拭 


オンスクリーン表示 

オンスク U —ン表示を表示するか、表示しないかを設定します。 
I 選択項目：表示する、表示しない 


广 ごを意- . 

-「映像の設定：アスぺク ト」 を、「1目： 9ズーム」に設定してい 
るとさは、「表示する」に設定してもオンスク U —ン表示は出ま 
せん (36 ぺージ)。 

-プ□グレッシブち式の映像や、八イビジョン映像び入力され 
ている場合、オンスク U —ン表示は出ません。 

V_ ) 

本体表示器の明るさ 

前面のディスプレイ表示の明るさを調節します。 

数値びルさいほど、表示び暗くなり、数値び大きいほど、表示び明る 
くなります。 

I qj 変範囲： 一4 〜日 I 


7ルチゾーン 

別の部屋で音声を楽しむとさの出力に関する項目を設定 
します 0 

(r マニュアル設定」イその他の設定」イマルチゾーン」) 



ゾーン2の音量 

ゾーン2への音量を、本体の音量に固定するか、独立して巧変させる 
かを設定します。 

I 選択項目：固定、可変 I 


個赴： 

ゾーン2へ出力する音量は、本体の音量に固定されます。 

r 可変」： 

U モコンの V 日 LUME +/- キーで、ゾーン2へ出力する音量を、 
本体の音量とは別に調節でさます。 

ゾーン2アンプ 

ゾーン2への音声出力に使用するアンプを設定します。 

I 選択項目：本機を使用、外部アンプ、使用しない 


「本機を使用」： 

本機の内部アンプを使って、音声出力します。背面の 
PRESENCE/ZONE 2 SPEAKER な品テに、ゾーン2で使ラス 
ピーカーを接続するとさに選びます。 

r 外部アンプ」： 

本機の内部アンプを使わずに、外部アンプを使って、音声出力し 
ます。背面の Z 日 NE 2日 UT 端テに、ゾーン2で使ラアンプを接 
続するとさに選びます。 

「使用しない」： 

マルチゾーン機能を使わないとさに選びます。 

广 ご注意- . 

• 「本機を使用」に設定すると、「基本設定：スピーカーの設定」の 
「プレゼンス」び、自動的に「使用しない」に設定されますに7 
ぺージ)。また、「ゾーン2の音量」び、自動的に「可変」に設定 
されます。 

\_ J 


表示言語 

GUI 画面で使ラ言語を設定します。 
L 選択項目：日本語、英語 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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マニュアル設定メニューで設定を変更する 


スピーカー B 

背面の SPEAKERS 目端テに接続したスピーカー(スピーカー B ) の使 
用ち法を設定します。 

選択項目： A / 目で使用、ゾーン目で使用 


「 A / B で使用」： 

スピーカー A と スピーカー B の出力のオン/オフは 、 SPEAKERS 
A / 目スイッチ (SPEAKER A / 目キー)で切り替えます。 

r ゾーン B で使用」： 

スピーカー A の出力をオフ、スピーカー B の出力をオンにする 
と、メインルームに設置しているすべてのスピーカーから、音び 
出な < なります。 
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入力設定を賴ずる 


各入力の選択および、選んだ入力に関する設定を行いま 
す。 

操作には、 GUIUf コンを使います。 


4 A/V 丰一を巧して、設定ずる入力を選び、 
^丰一を巧ず 




本機とテレビの電源を入れる 


TOP 丰一を巧して、 GUI 画面を表示ずる 



i 



TOP 





7丰一を巧して、「入力選択•設定」を選 
び、^丰一を巧ず 


A/V 丰—を巧して、メニューを選び、！> 
丰一を巧ず 


づ I > 






1 


A 

。(〇(…。。化 


K-F- - 

! 


卜 9 * ん 1. 

，-’ 3 _け 

1 ?$ IV j 

ず 

1 L か 
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j " I a 




本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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入力設定を変更する 


選ぶことのできるメニューはじ(下のとおりです。 - . _ ^ 

. r 入カモ-ド」一44ぺ-ジ 入73モ —h 


-「再生レベル補正」一45ぺージ 
-「端子のわりあて」一45ぺージ 
-「入力名変更」^46ぺージ 
-「アナ□グ入カレベル」一46ぺージ 

-「映像選択」 （「マルチ CH 入力」を選んだとさのみ) 
一47 ぺージ 

-「入カチヤンネル」 （「マルチ CH 入力」を選んだと 
さのみ)^ 47 ページ 


Q A / V / づ/杉-对甲して、選んだメニュ ー 
の設定を変更ずる 


選んでいる入力の入力 f ー ドを選びます。 

( r 入力選択.設定」一入カソースー r 入カモード」) 




、*■、、 /'、•*、 
乂嘴.'/い- 



選択項目：自動判別、 LD - RF 固定、 DTS 固定、 AAC 固定、 
デジタル系、し LINK 固定、アナ□グ固定 


-デジタル端テび割り当てられている入力を選んでいるとさのみ、こ 
のメニューを使えます。 

- n . LINK 固赴は i . LINK 機器を接続し、端テの割り当てを指定したあ 
とでのみ、選べます。 

- 「 LD - RF 固赴は DTV / LD を入カソースとして選び、同軸デジタル端 
テの割り当てを「 LD - RFJ に指定したときのみ、選べます (4 己ぺ一 
ジ)。 


7 変更し終わった！5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了ずる 



- GUIU モコンでの操作を、通常の U モコンで行うこともでさます (9 
ぺージ）。 
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入力設定を変更する 


再生レベル? i 正 


端子のわ0あて 


選んでいる入力の再生レベルを補正します。接続してい 
る機器ごとに異なる再生レベルを、同じレベルに補正す 
れば、入力を切り替えるたびに音量を微調整する必要び 
なくなります。 

( r 入力選択.設定」一入カソースー r 再生レベル補正」） 


選んでいる入力び使用する端テの割り当てを変更しま 
す。「デジタル同軸入力」、「デジタル光入力」、「デジタ 
ル光出力」、「コンポーネント映像」の4つの端テ群で、 
選んでいる入力び使ラ端テをそれぞれ指定します。 

( r 入力選択-設定」一入カソースー r 端子のわりあて」） 




け 


I 補正範囲： 一6 d 巨〜 +6 d 巨 


選択項目：デジタル同軸入力①〜④、デジタル光入力⑥〜 
⑩、デジタル光出力®〜®)、コンポーネント映像 
[ A ] 〜 [ F ] 


例： DVD プレーヤーび使ラ同卽デジタル端子の割り当てを変更 
する 

DVD プレーヤー用の同軸デジタル端テは初期設定で⑤に設 
定されています。 

これを③に変更したし觸合は 、 「DVD :デジタル同軸入力」 
で②を選び、 ENTER キーを巧します。 

「② CD 」 び「③ DVD 」 へと変わり、割り当てび変更されま 
す。 

(このとさ CD プレーヤーの割り当ては、 DVD プレーヤーの 
割り当てと入れ替わり「⑤ CD 」 となります） 


ご注意- 

- r マルチ CH 入力」を選んでいる場合は、このメニューを使用で 
さません。 




①〜@の数字と、 [ A 卜円のアルファベットは、実際に U アパネル 
の端テに印宇されていて、それと対応しています。 

どの端テにち割り当てない場合には、 A キーを巧して、「接続しな 
しりを選びます。 

「コンポーネント映像」は映像系の入力を選んでいるとさのみ、端テ 
の割り当てを変更でさます。 

「補助入力」を選んでいる場合は、「デジタル光入力」はフ□ントに固 
定のため端テの割り当てを変更でさません。 

LD プレーヤーからドルビーデジタル RF 信号を入力する場合は、 
「 DTV/LD :デジタル同軸入力」の①の設定を変更する必要びありま 
す。①を選んだ状態で、〇キーを押して、設定を 「 LD - RF 」 に変更し 
ます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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入力設定を変更する 


入力名変更 

GUI 画面上に表示される入力名を変更します。 

( r 入力選択-設定」一入カソースー r 入力名変更」) 



1づ/|>丰一で夕字の入力位置を選ぶ 


2 ENTER 丰一を繰り返し巧して、入力ずる 
文字群を選ぶ 

下の文字群から選ぶことびでさます。 

-漢字(主要メーカー名） 

. カタカナ 
-英数字 

-特殊文字（一、！など） 


アナ□グ乂カレべル 

選んだ入力のアナ□グ入力端テに入力された信号のレべ 
ルを補正します。 

( r 入力選択-設定」一入カソースー r アナ□グ入カレべ 
ル」） 



E 選択項目：標準、高い 


r 標準」： 

通常のアナ□グ入カレベルのとさに選びます。 

r 高い」： 

アナ□グ入カレベルび大さすざて、再生音び歪んでいるとさに選 
びます。 


3 A/V 丰一で入力ずるで字を選ぶ 

文字は最大8文きまで入力できます。手順1〜3を 
繰り返してください。 


4 で字を入力し終わった!5、^丰一で r 決 
定」を選び、 ENTER 丰一を巧ず 


. GU 陋面の表示を英語に設定している場合、入力できる文字は英大 
文字、英ル文字、数字、特殊文字です。 

广 ごを意- . 

. 本体ディスプレイでの表示は英語のままです。日本語で変更 
した内容は反映されません。 

V_ J 
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入力設定を変更する 


映像選択 

MULTI CH INPUT 端テに入力されている音声と組み合 
わせて再生する映像び入力されている入力を選びます。 

( r 入力選択-設定」一 r マルチ CH 入力」一 r 映像選択」） 



選択項目： DVD 、 DTV / LD 、 ケーブル TV 、 衛星放送機器、 
ビデオデッキ1、ビデオデッキ2、ビデオレコー 
ダー、補助入力、前の映像保持、映像無し 


「前の映像保持」： 

前回選んだ映像入力を選びます。 

「映像無し」： 

映像を組み合わせません。 

广 ご注意- . 

-「マルチ CH 入力」を選んでいるとさのみ、このメニューを使用 
でさます。 

-「前の映像保持」を選んでも、電源の入/スタンバイ切り替えや 
ピュアダイレクトモードのオン/オフ切り替えなどの操作をす 
ると、前回選んだ映像入力は選ばれません。 

V_ ) 


入カチヤンネル 

MULTI CH INPUT 端テに入力する音声のチャンネル数 
を指定します。 

( r 入力選択.設定」一 r マルチ CH 入力」一 r 入カチヤンネ 
ル」） 



11選択項目： 2チヤンネル、已 .1 チヤンネル、 7.1 チヤンネル 


「2チャンネル」： 

FRONT L / R 端テのみを使って、ステレオ音声を入力するとさに 
設定します。 

r 曰.1チャンネル」： 

FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R、SUBWOOFER 
端テを使って、己 1 チャンネル音声を入力するときに設定しま 
す。 

「7.1チャンネル」： 

すべての端テを使って、 7.1 チャンネル音声を入力するとさに設 
定します。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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設定を保護ずる 


変更した各設定内容を誤操作で変えてしまわないよラ 
に、設定値を保護します。 

操作には、 GUIUf コンを使います。 



1本機とテレビの電源を入れる 



3 7丰一を巧して、「設定の保護」を選び、> 
丰一を巧す 


4 A / V 丰-を巧して、保護ずる項目を選び、 
^丰一を巧ず 



保護でさる項目は(下のとおりです。 

.n 丄 INK 設定」一 49 ぺージ 
-「サラウンド設定」 一 49 ぺージ 
• 「入力設定」一 50 ぺージ 
-「マニュアル設定」一 50 ぺージ 
. 「自動測定の設定」一 5 □ページ 
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設定を保護する 


変更し終わった5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了する 



EXIT 




GUIij モコンでの操作を、通常の U モコンで行うこともでさます (9 
ぺージ）。 


し LINK 設定 

i . LINK 設定メニューでの設定変更を禁止します。 

( r 設定の保護」一 n . LiNK 設赴） 



選択項目：保護、可変 




i . LINK 設定メニュ ー r 新規接続時の応答」を、「する」に設定している 
場合は、新規接続時の登録はでさます (88 ページ)。 


サラウンド設定 

サラウンド選択-設定 メニューでの 音場 パラメーターの 
設定変更を禁止します。 

( r 設定の保護」一「ブラウンド設定」） 



選択項目：保護、可変 


-音場プ□グラムを選ぶことはでさます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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設定を保護する 


入力設定 

入力選択*設定メニューでの各入力の設定変更を禁止し 
ます 0 

( r 設定の保護」一 r 入力設定」） 



I 選択項目：保護、可変 

-入力を選ぶことはでさます 


マニュアル設定 

マニュア J レ設定メニューでのすベての設定変更を禁止し 
よ 9 〇 

( r 設定の保護」一 r マニュアル設定」） 



I 選択項目：保護、可変 _ ] 

-マニュアル設定メニュー「映像の設定：映像モード」で、映像モード 
を選ぶことはでさます （34 ページ)。 


自動測定の設定 

自動測定メニューでの設定変更や新規測定を禁止しま 
す。 

( r 設定の保護」一 r 自動測定の設赴） 



II 選択項目：保護、可変 
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「その空間び持つ特有の音の響さ」を音場と呼んでいます。 

コンサートホールなどで、私達は、楽器の音や歌手の声び直接聴こえて<る 
「直接音」の他に、床や壁-天井などに一回反射してから聴こえてくる「初期 
反射音」、さらに何回も反射を繰り返しなびら次第に減衰してゆく「後部残響 
音」を聴くことになります。建物内部の形状や広さ、それに内装材料の種類 
等によって、初期反射音や残響音の構成び異なり、そのホール特有の響さび 
生まれます。それび「音場」です。 

ヤマ八では、世界の著名なコンサートホールやオペラ八ウスなどで、反射音 
の方向-強さ-帯域特性-遅延時間等の音場情報を実際に測定し、その膨大なデータを R 日 M に蓄積しています。 
本機では、この音場測定の実測データを基に作成された、音場プ□グラムを自由に選択し、著名ホールやライブ八 
ウス等の音場を U ス ニン グルームに再現することびでさます。 


初期反が音 

] つの表面(壁や天井など）に反射してから、極めて急速植接音び発生してから己日 ms から8日 ms 後)に U スナーの 
耳に到達する反射音です。初期反射音により、直接音に明瞭さび付加されます。 

銷瞒響音 

2つ上の表面(壁や天井、部屋の後部など)に何回も反射を繰り返しなびら、多数の反響音びひとまとめになり、 
連続した音響のを韻となる音です。これらの反射音は方向性びなく、直接音の鮮明さを劣化させます。 



广 ご注意- . 

-本機の音場プ□グラムは、世界各地の実在のホールなどの音響特性を測定した結果に基づいて設計されています。そのため、前後左ち 
で響さの強さや音量差び異なると感じられる場合びありますび、故障ではありません。 

-音場プ□グラムの名前や説明にこだわらず、最もむ地よく聞こえる音場プ□グラムをお選びください。 



本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をつくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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/《看メ ■夕一を巧ちずる 


各音場プ□グラムのパラメーターは、初期設定のままで 
十分お楽しみいただけます。基本的に設定を変更する必 
要はありませんび、音場プ□グラムの一部のパラメー 
ターを変更することにより、 ソース や U スニン グルーム 
の音響に合わせて、音場プ□グラムをアレンジでさま 
す。 


广 ごミ主意- 

-設定の保護メニューの「サラウンド設定」を、「保護」に設定し 
ているとパラメーターを変更できません。変更する前に、 
「巧変」に設定してください (49 ぺージ)。 


操作には、 GUIU モコンを使います 



\ 本機とテレビの電源を入れる 


3 7丰一对甲して、 r サラウンド選択•設定」 
を選び、^丰一を巧ず 




\ 



2 TOP 丰一を巧して、 GUI 画面を表示ずる 



4 A/V 丰—を巧して、音場プ□グラムを選 
び、^丰一を巧ず 




\ 
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パラメーターを 変更す る 


AAZ 丰一を巧して、変更したいパラメーパラゾーターを初期設定に戻ず 

夕-を選び、1>=卜を押ず 7 ニ ユアル設定メ ニ ユ-「その他の設定：サラウンド初 

期化」で、音場プ□グラムごとに、「デコーダ選択」を除 
くすベてのノ（ラメーターを初期設定に戾せます (4 日ぺ一 
ジ)。 




i 




A / V / づ/杉丰-を巧して、選んだパラメー 
夕一の設定を変更ずる 



，ノク 



変更し終わった！5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了ずる 



EXIT 




GUIij モコンでの操作を、通常の U モコンで行うことをでさます (9 
ぺージ）。 
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パラメーターを 変更す る 


パラメータ-覧 


項目 

内容 

参照ページ 

エフェクト量の加減 

エフェクトレべル校力果音)の微調節を行います。 

102 

ディレイ 

音源と壁面との距離感を調節します。 

102 

音場空間の大ささ 

広びり感を調節します。 

102 

響さの強さ 

響さ具合を調節します。 

103 

残響時間 

を韻の長さを調節します。 

103 

残響音の遅れ 

残響音の遅延時間を調節します。 

104 

残響音の強さ 

を韻の強さを調節します。 

104 

サラウンドの遅れ 

サラウンド信号の遅延時間を調節します。 

104 

ネリ期化 

音場プ□グラムパラメーターを初期化します。 

104 

サラウンド音場の遅れ 

サラウンド音場の遅延時間を調節します。 

104 

サラウンド音場の広さ 

サラウンド音場の広がり感を調節します。 

104 

サラウンド音場の響さ 

サラウンド音場の響さ具合を調節します。 

105 

*1 サラウンドバックの遅れ 

サラウンドバック音場の遅延時間を調節します。 

105 

*1 サラウンドバックの広さ 

サラウンドバック音場の広がり感を調節します。 

105 

*1 サラウンドバックの響き 

サラウンドバック音場の響さ具合を調節します。 

10 己 

センター音量 

「9 ch ステレオ」でのセンターチヤンネルの出カレベルを調節します。 

105 

サラウンド左音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンド L チヤンみレの出カレベルを調節します。 

105 

サラウンドち音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンド R チヤンネルの出カレベルを調節します。 

105 

サラウンドバック左音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンドバック L チヤンネ J レの出カレベルを調節します。 

105 

サラウンドバックち音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンドバック R チヤンネルの出カレベルを調節します。 

105 

サラウンドバック音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンドバックチヤンネルの出カレベルを調節します。 

105 

プレゼンス左音量 

「9 ch ステレオ」でのプレゼンス L チヤンネルの出カレベルを調節します。 

106 

プレゼンスち音量 

「9 ch ステレオ」でのプレゼンス R チヤンネルの出カレベルを調節します。 

106 

パノラマ 

「プ□□ジック II ミュージック」および「プ□□ジック llx ミュージック」でのフ□ント音場の広がり感を調節します。 

106 

センターの広がり 

「プ□□ジック II ミュージック」および「プ□□ジック llx ミュージック」でのセンター音声左ちへの広がり感を調節 
します。 

106 

ディメンション 

「プ□□ジック II ミュージック」および「プ□□ジック llx ミュージック」でのサラウンド音場のフ□ント側と U ア側 
のレベル差を調節します。 

106 

センターイメージ 

「ネオ目ミュージック」でのフ□ント音場の広がり感を調節します。 

106 

セリフの位置調整 

会話など中央に定位する音の上下位置を調節します。 

106 

デコーダ選択 

「ムービーシアター」、 「 THX シネマ」および「サラウンド」で再生するときに、2チヤンネルソースをデコードする 
デコーダーを選びます。 

106 


*1 目. 1/7.1 チャンネル再生時のみ有効 

*2 サラウンドバックスピーカーを1台だけ使用時のみ有効 
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他の機器の操作に使うキーは、下図の白色で示した部分 
です。入力選択キーまたは SOURCE SELECT A/V 
キーで選んだ機器によって、各キーの機能び変わりま 
す。 Uf コンデイスプレイには、選んだ機器の名前び表 
示されます。 

点線部分内のキーを使って他の機器を操作するには、 

1日 KE 丫 / AMP スイツチを]日 KE 丫側に切り替えます。 


入力選択キー- 


SOURCE SELECT 
A / ▽キ ー- 


riOKEY 」 にをわせる 


本機の操作に使うキーは、下図の白色で示した部分で 
す。点線部分内のキーを使って本機を操作するには、 

] 日 KE 丫 / AMP スイッチを AMP 側に切り替えます。 


「 AMP 」 にちわせる 



MUTE 
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リこさ 


ン操巧節囲 


他の機器の Uf コン信号を学習したり、メーカーコードを設定することにより、本機の Uf コンで DVD プレーヤー 
や CD プレーヤー、テレビなど本機じ(外の AV 機器を操作することびでさます。また、マク□機能を使うと、一連の 
キー操作を]つのキーででさるよラになり、操作性び格段に向上します。 


本機を操作する 


他の機器を操作する 


す 0512 

巧霉 0 | P 

! 010 io |@ 

窗〇 5 

10 U 


圍 
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リモコン操作節囲 




操作ずる機器を切り替える 

点の機能 


SOURCE SELECTA / ▽キーを押すと、入カソースは切 
り替えずに、 U モコンで操作する機器だけを切り替える 
ことびでさます。操作できる機器は、 Uf コンデイスプ 
レイに表示されます。 


SOURCE 

A し 



OPTN (オプション)モード 

入力選択キーでの切り替えに関係なく操作したし«能を 
ラーニングする場合は、日 PTN にラーニングすると便利 
です。 

S 日 URGE SELECT ▽キーを押して「日 PTN 」 を選ぶと、 
ラーニングした機器を操作することびでさます。 


UGHT キーを押すと、操作でさるキーと Uf コンデイ 
スプレイび約1□秒間点灯します。すぐに消したいとさ 
は、 UGHT キーをわう一度押します。 




信号び出るキーのみ 
オレンジで点な 



SOURCE 

巧 

select] 一 IJPTN 



. マク□機能 (66 ぺージ)だけに使う U モコン信号は、日 PTN モード 
にしてラーニングすることをおすすめします。 

广 ごま意- . 

( •日 PTN モードには、メーカーコードを登録できません。 I 


Zone2( ゾーン 2) モード 


SOURCE SELECTA キーを押して 「 Z 日 ne 2」 を選ぶ 
と、 U スニン グルームの 機器をセカンド ルームで 鑑賞す 
ることびでさます。 

詳しくは8 ] ページをご覧ください。 


SOURCE 

I 
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POWER REC STOP PAUSE PLAY 

回 [ jl ] 


TTIA 陥 MIT RENAME CLEAR LEARN MACRO 

◎ ◎ ◎ O ◎ 


1 設定を変更したい入力選択丰一を巧ず 


2.5 


-4 


4 


ご注意- 

• お使いのヤマ八機器によっては、初期設定されているヤマ八 
のメーカーコードでは、操作でさない場合びあります。この 
場合は、ヤマ八の別のメーカーコードをお試しください。 




2 LEARN ボタンを3秒じし b 巧し続ける 

ボールペンなど先の細いちので押します。 Uf コ 
ンディスプレイに 「 SETUP 」 と、選んだ入カソー 
スの名前び交互に表示されます。 



广 ご注意- . 

- LEARN ボタンは3秒じ(上押しつづけてくださし、短く押して 
離すと、ラーニングモードに切り替わります。 

V J 


置■圍圍] 


メーカーコードを設定することにより、本機の U モコン 
で他のメーカーの機器を操作することびでさます。メー 
力ーコードは日 PTNiU 外の各機器操作キーに設定するこ 
とわくでさます。 TUNER 、 MD / TAPE 、 CD - R 、 CD 、 
DVD の機器操作キーには工場出荷時にあらかじめヤマ 
ノ V のメーカーコードび設定されています。詳しくは本書 
末に記載の「メーカーコードー覧」 （1 23ぺージ)を参照 
してください。 


リニさゴ I 

■ 


A または V 丰一を巧して、メーカーコード 
を選ぶ 

5文字じ(上のメーカーコードはスク □ ールして表 
示されます。 

[\ < I 卜議~)ィ > 


動作確認をずる 

P 日 WER や PLA 丫などの各キーで、お使いの機器 
び正しく動作するか確認してください。正しく動 
作しないとさは、手順3で同じメーカーの別の 
メーカーコードを選んでみてください。 


LEARN ボタンを巧して、メーカーコード 
の設定を終了ずる 

U f コンび通常の状態に戻ります。 



入力選択キー 

ライブラリー 

メーカーコード 

V-AUX 

VCR 

- 

TUNER 

TUN 

Yamaha -1 

PHONO 

TV 

- 

CABLE 

CAB 

- 

SAT 

SAT 

- 

MD/TAPE 

MD 

Yamaha -1 

CD-R 

CDR 

Yamaha 

CD 

CD 

Yamaha -1 

DTV/LD 

TV 

- 

VCR ] 

VCR 

- 

VCR 2 

VCR 

- 

DVR 

DVD 

- 

DVD 

DVD 

Yamaha -1 


ンで操俺でをる機器を指定ずる 
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IJ モコンで操作できる機器を指定する 


广 ごま意- 

-手順 21 U 降の操伸ま、それぞれ操作後3日秒内に行ってくだ 
さい。そのままにしておくとメーカーコード設定び自動的に 
中止されます。この場合は、手順2から操作しなおしてくださ 
い。 

-付属の U モコンは、市販されているすべての AV 機器(ヤマ八 
AV 機器を含む)のメーカーコードを内蔵しているわけではあ 
りませんので、お手持ちの AV 機器を操作でさない場合びあり 
ます。いずれのメーカーコードでち操作びでさない場合は、 
ラーニング機能(己9ページ)を利用するか、お使いの機器に付 
属の U モコンをお使いください。 

•] つの入力選択キーに対して、 ] つのメーカーコードしか設定 
でさません。 

-すでにラーニングやマク□を設定している場合、ラーニング 
またはマク□による機能び、メーカーコードの機能より優先 
されます。 

-手順で指定されたキー/スイッチ外を操作すると、 U モコン 
ディスプレイに 「 ERROR 」 と表示されます。このような場合は 
手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 


機器の種類(ライブラリー） 

を変更する 

あらかじめ各入力選択キーに設定されている対応する機 
器の種類(ライブラ U —)を変更することびでさます。 
例えば、 V - AUX キーにはあらかじめ 「 VCR 」 び設定され 
ていますび、 「 V - AUX で TV を操作したい」という場合に 
は、ライブラ U —を 「 TV 」 に変更できます。 


1 「リモコンで操作できる機器を指定ずる」 
の手順1と2の操作をずる 


3 「リモコンで操作できる機器を指定ずる」 
の手順3か!5操作ずる 


•マ、ホ音 


厂 一が \ 

-国内 BS デジタルチューナー用のメーカーコードは 、 L : DBS 
の Panasonic 、 Sony 、 Toshiba -2 の3種類です。 

V ) 



アンプライブラ IJ — 
( L ： AMP ) 


ヤマノ 外のアンプを本機の Uf コンで操作する場合な 
ど、必要に応じてアンプのライブラ U —を変更すること 
びでさます。 

なお、本機の U モコンには、あらかじめ本機の操作用 
コードび設定されています。 

アンプのライブラ U —は(下の4種類です。 

YPC : 本機のコード(マルチゾーン機能含まず） 

Zone :本機のコード(マルチゾーン機能含む） 

DSP : 丫 PC (本機のコード)で操作できない、ヤマ 

八 DSP アンプのコード 

No : ヤマノ V じ(外のアンプを本機の Uf コンで操作 

するとさ 

•工場出荷時は、 「 YPC 」 に設定されています。マルチゾーン機能 (8 日 
ぺージ)を使う場合には、に one 」 に設定してください。 


2 づまたは>丰一を巧して、使いたい機器 
の種類(ライブラリー)を選ぶ 

本機の U モコンには、 AMP 、 TV、CAB 
( CABLE )、 DBS 、 SAT 、 VCR 、 DVD 、 LD 、 
CD 、 CDR ( CD - R )、 MD、TAP ( TAPE ). TUN 
( TUNER ) の 13 種類のライブラ U —び用意されて 
います。 
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メーカーコードに対応していない機器を使用する場合 
や、メーカーコードび用意されていない場合は、 U モコ 
ンに機能を学習（ラーニング)させることびできます。 
入力選択した機器ごとに別の機能をラーニングさせるこ 
とびでさます。 


ん8 


4 LEARN ボタンを巧ず 

ボールペンなど先の細いわので押します。 Uf コ 
ンディスプレイに 「 LEARN 」 と、選んだ入カソース 
の名前び交互に表示されます。 



广 ご注意- . 

• LEARN ボタンを3秒じし b 押すと、メーカーコード設定モード 
に切り替わります。 

V _ J 


5新しい機能をラーニングさせたい、本機 
のリモコンの丰一を押ず 

Uf コンデイスプレイに 「 LEARN 」 と表示されま 
す。 


0リモコンディスプレイに roK」 と表示され 
るまで、外部機器のリモコンのラーニン 
グさせたい機能の丰一を巧し続ける 

广 ご注意- . 

- 「 NG 」 と表示されたとさは、ラーニングび正しく行われていま 
せん。手順己から操作をやりなおしてください。 

-メモ U —容量びいっぱいになっている場合は、 U モコンディ 
スプレイに 「 FULL 」 び表示され、それ！;(上のラーニングはでさ 
ません。新しいラーニングをするとさは、ラーニング済みの 
キーから不要なちのを消去してください。 

V _ J 


7 別の機能をラーニングずるには、続けて 
手順5〜6を繰り返ず 

月 I 」の機器に機能をラーニングさせる場合は、手順 
4の状態で SOURCE SELECTA / ▽キーを押し 
て、機器を変更します。 


8 LEARN ボタンを巧して、ラーニングを終 
了ずる 

U モコンび通常の状態に戻ります。 


1 OKEY/AMP スイッチを「1 OKEY」 に合 
わせる 

] 日 KE 丫 / AMP スイッチを 「 AMP 」 に合わせると、 
アンプ操作エ U ア (5 己ぺージ)にもラーニングする 
ことびでさますび、本機を操作でさなくなった 
り、音場プ□グラムを選べなくなります。 

10KEY AMP 


nm 


操作したい機器の入力選択丰一を巧ず 

本機のリモコンと、外部機器のリモコン 
を約5〜 lOcm 離し、/赤外線送受信部が互 
いに巧向ずるように置く 
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新しい IJ モコン機能を学習する（ラーニング) 



- CHAPTER + 
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r が A 

-手順降の操伸ま、それぞれ操作後3日秒内に行ってくだ 
さい。そのままにしておくとラーニングび自動的に中止され 
ます。この場合は、手順4から操作しなおしてください。 

下の場合は、ラーニングでさないことびあります。 

一本機の U モコンまたは外部機器の U モコンの乾電池び消耗 
している場合 

一2台の U モコンの間隔び近すざる、または離れすぎている場 

厶 

一 IJ モコンの受光部の角度び適切でない場合 
一 IJ モコンに直射日光び当たっている場合 
一特殊な信号や連続した信号の場合 
-手順で指定されたキー/スイッチ外を操作すると、 U モコン 
ディスプレイにに RROR 」 と表示されます。このような場合は 
手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 

V _ _ _ J 


下図の白色で示した部分のキーに、ラーニングすること 
びでさます。 


•マ、ホ音 



ラーニングに巧応しているキー 
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入力選択キーの TUNER キーを押すと、チューナーを操 
作でさます。 

操作例 

〇電源を入/切する 

e プ U セツトグループ ( A / B / C / D / E ) や受信バンド 
( AM / FM ) を切り替える 
© プ U セツト番号を直接指定する 
〇プ U セツトグループを直接指定する(左から順に A 、 

巳、 C 、 D 、 E ) 

0 プ U セツト局を切り替える 


入力選択キーの CD キーを押すと CD プレーヤーを、 CD - 
R キーを押すと CD レコーダーを操作でさます。 

操作例 

〇ディスプレイ表示を切り替える 
〇 早送り/早戻しをする 
〇電源を入/切する 
〇停止する 

0 インデックスを表示する 
0 (テレビ)入力を切り替える* 

〇 (テレビ)音量を調節する* 

⑩（テレビ)消音する* 

〇 次/前の曲の頭出しをする 
⑩再生を開始する 
の 再生を一時停止する 
⑩数字を入力する 
© 入力値を取り消す 
⑩に D チェンジャ ー) ディスクを選ぶ 

* DTV / LD にテレビのメーカーコードを設定しているとさのみ (64 
ぺージ）。 
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FM/AM チューナーを操作ずる 




操作する機器別に、基本操作に使用するキーを説明します。 

-本機の U モコンキーで、操作でさない機器びあります。このような場合には、ラーニングをするか、もしくはご 
使用の機器に付属の U f コンを使用してください。 

. ご使用の機器によっては、キー操作と説明び一致しないことびあります。 

. 本機(外の機器を操作する場合には、あらかじめメーカーコードを設定しておく必要びあります。 TUNER 、 
CD 、 MD / TAPE 、 DVD 、 CD - R には、工場出荷時にヤマ八メーカーコードび設定されていますび、動作しない 
場合は他のメーカーコードに設定しなおしてください。 
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本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング震をつくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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機器別の操作をする 
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入力選択キーの MD / TAPE キーを押すと、 MD レコー 
ダーを操作でさます。 


操作例 


〇ディスプレイ表示を切り替える 
e 早送り/早戻しをする 
〇電源を入/切する 
〇録音を開始する 
0 停止する 

0 (テレビ)入力を切り替える* 

〇 (テレビ)音量を調節する* 

〇 (テレビ)消音する* 

〇 次/前の曲の頭出しをする 
⑩再生を開始する 
の 再生/録音を一時停止する 
© 数字を入力する 

* DTV / LD にテレビのメーカー〕ードを設定しているときのみ (64 
ぺージ）。 
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入力選択キーの DVD キーを押すと 、 DVD プレーヤーを 
操作でさます。また、メーカーコードを設定してから、 
入力選択キーの DVR キーを押すと 、 DVD レコーダーを 
操作でさます。 


操作例 


〇タイトルメニュー（トップメニュー)を表示する 
0 DVD メニューを表示する 
〇ディスプレイ表示を切り替える 
〇早送り/早戻しをする 
0 電源を入/切する 
〇 前の画面に戻る 
〇停止する 

〇タイトル/インデックスを表示する 
〇 (テレビ)入力を切り替える* 

⑩（テレビ)音量を調節する* 

の （テレビ)消音する* 

© メニュー項目を選択する/決定する 
® オーディオメニューを表示する 
© 次/前のチャプターの頭出しをする 
0再生を開始する 
⑩再生を一時停止する 
の 数字を入力する 
⑩入力値を取り消す 
⑩ （ DVD チェンジヤー)ディスクを選ぶ 
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DTV / LD にテレビのメーカー〕ードを設定しているときのみ (64 
ぺージ）。 






















































































機器別の操作をする 


I LD プレーヤーを操作する ][ ビデオデッキを操作する 




フイブフ U —/メーカーコードを設定してから、入力選 メーカーコードを設定してから、入力選択キーの V - 
択キーの DTV / LD キーを押すと、 LD プレーヤーを操作 AUX キー、 VCR 1 キー、 VCR 2 キーを押すと、ビデオ 
でさます。 デッキを操作でさます。 


操作例 

〇ディスプレイ表示を切り替える 
0早送り/早戻しをする 
〇電源を入/切する 
〇停止する 

0 チャプター/時間を表示する 
0 (テレビ)入力を切り替える* 

〇 (テレビ)音量を調節する* 

⑩（テレビ)消音する* 

〇 サウンドメニューを表示する 
⑩次/前のチャプターの頭出しをする 
の 再生を開始する 
© 再生を一時停止する 
© 数字を入力する 
⑩入力値を取り消す 
© (テレビ)チャンネルを切り替える 

* PH 日 N 0にテレビのメーカーコードを設定しているときのみ (64 
ぺージ）。 


操作例 

〇早送り/巻戻しをする 
〇 電源を入/切する 

〇録画を開始する （2 回押すと録画を開始します） 

〇停止する 

0 テレビ/ビデオを切り替える 
0 (テレビ)入力を切り替える* 

〇 (テレビ)音量を調節する* 

⑩（テレビ)消音する* 

0 再生を開始する 
⑩再生/録画を一時停止する 
の 数字を入力する 
⑩チャンネルを切り替える 

* DTV/LD にテレビのメーカーコードを設定しているとさのみ (64 
ぺージ)。 

.VCR ] にビデオデッキのメーカーコードを i ミ定している場合は、テ 
レ じ I な一つ、 レ TV チューナ ー/ 衛星放送チューナーの操作モードで、 
ビデオデッキを操作でさます。 
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機器別の操作をする 
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フイブフ U — / メーカーコードを設定してから、入力選 
択キーの CABLE キーまたは SAT キーを押すと、衛星放 
送のチューナーを操作でさます。 


操作例 


〇メニューを表示する 
0 ディスプレイ表示を切り替える 
〇 (ビデオ)早送り/巻戻しをする* 2 
〇電源を入/切する 
0 (ビデオ)録画を開始する* 2 
Q (ビデオ)再生/録画を停止する* 2 
〇チャンネルを決定する 
〇 (テレビ)入力を切り替える*^ 

〇 (テレビ)音量を調節する W 
⑩（テレビ)消音する W 
の メニュー項目を選ぶ/決定する 
© (ビデオ)再生を開始する* 2 
® (ビデオ)再生/録画を一時停止する* 2 
© チャンネルを直接指定する 
0 IJ コールす る 
⑩チャンネルを切り替える 

* JDTV/LD にテレビのメーカーコードを設定しているときのみ (64 
ぺージ )。 

*2 VCR 1にビデオデッキのメーカーコードを設定しているときのみ 
(63 ぺージ）。 
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メーカーコードを設定してから、入力選択キーの DTV / 
LD キーを押すと、テレビを操作でさます。 


操作例 


〇ディスプレイ表示を切り替える 
〇 (ビデオ)早送り/巻戻しをする* * 

〇電源を入/切する 
〇 (ビデオ)録画を開始する* 

0 (ビデオ)再生/録画を停止する* 

0 チャンネルを決定する 
〇入力を切り替える 
〇 音量を調節する 
〇 消音する 

⑩（ビデオ)再生を開始する* 

の （ビデオ)再生/録画を一時停止する* 

© チャンネルを直接指定する 
© チャンネルを切り替える 

* VCR 1にビデオデッキのメーカーコードを i 受定しているとさのみ 
(63 ぺージ）。 




DTV / LD にテレビのメーカーコードを設定している場合は、他の機 
器の操作モードで、テレビを操作できます。 DTV / LD にテレビじ(外 
の機器のメーカーコードを設定している場合は、 PHON 日にテレビ' 
のメーカーコードを設定することにより、テレビを操作でさます。 
DTV / LD と PH 日 N 日の両方にテレビのメーカーコードを設定してし^ 
る場合、他の機器の操作モードでは、 DTV / LD に設定したメーカー 
コードび有効になります。 


テレビを操作ずる 


ケーブル TV チユーナー/衛星 
放送チユーナーを操作する 
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*1 本機に同期させて接続した機器の電源を入れるためには、接続機器の電源プラグを本機の AC アウトレットに接 
続します(機器によっては電源の入/切び本機に同期しないわのわあります。接続する機器の取扱説明書を参照し 
て < ださい)。 

がキーを押すごとに電源の入/切び切り替わるテレビやビデオデッキの場合は、希望の操作にならないことびあり 
ます(例：すでに電源の入っているテレビでは 、 SYSTEM P 日 WER キーを押すと電源び切れます）。 

が再生び始まるのは、 PLA 丫キーを含むライブラ U -( DVD 、 LD 、 CD 、 CDR 、 MD 、 TAP 、 VCR ) び設定されて 
しに、かつメーカーコード設定やラーニングにより、 PLA 丫キーに信号び登録されている場合です。初期設定で 
は、ヤマ八製の MD レコーダー、 CD プレーヤー、 CD レコーダー、 DVD プレーヤーにのみ対応しています。これ 
ら(外の機器をマク□操作する場合は、登録したい機器のライブラ IJ 一の PLA 丫キーにラーニング機能を割り当 
てる（己9ページ)か、メーカーコードやライブラ U —を登録する （57 ページ)必要びあります。 

*4 入カソースび TUNER に切り替わると、ヤマ八製チューナーはスタンバイ状態になる前に受信していた局を受信 
します 0 


マク□キー 

m 目 

2番目 

3番目 

SYSTEM POWER 

本機の電源び入る(接続した機器の電 
源び入る）*1 

テレビの電源び入る （ DTV / LD キーと 
PHON 日キー両方にメーカーコードを 
設定した場合は、 DTV / LD キーに設 
定したメーカーコードのテレビ）が 

— 

STANDBY 

本機びスタンバイ状態になる 

— 

— 

V-AUX 


入カソースの切り替え ( V - AUX ) 

— 

TUNER 


入カソースの切り替え ( TUNER ) *4 

— 

PHONO 


入カソースの切り替え （ PHONO ) 

— 

CABLE 


入カソースの切り替えに ABLE ) 

— 

SAT 


入カソースの切り 替え ( SAT ) 

— 

M D/TAPE 

本機の電源び入る(接続した機器の電 
源び入る）*1 

入カソースの切り替え （ MD / TAPE ) 

MD / TAPE の再生び始まる* 3 

CD-R 

入カソースの切り替えに D - R ) 

CD - R の再生び始まる* 3 

CD 


入カソースの切り替え （ CD ) 

CD の再生び始まる* 3 

DTV/LD 


入カソースの切り替え ( DTV / LD ) 

— 

VCR ] 


入カソースの切り替え ( VCR 1 ) 

VCR 1 の再生び始まる* 3 

VCR 2 


入カソースの切り替え ( VCR 2) 

VCR 2 の再生び始まる* 3 

DVR 


入カソースの切り替え ( DVR ) 

DVR の再生び始まる* 3 

DVD 


入カソースの切り替え ( DVD ) 

DVD の再生び始まる* 3 


マ翁回機能を使ラ 


マク□機能とは、ソースを再生するとさに行う一連のキー操作を、 ] つのキーででさるようにする機能です。 
例えば CD を再生する場合、通常、 （1 )システムの電源を入れる^に)入カソースをじ0に切り替える^(3)再生を開 
始する…などの操作び必要です。マク□機能を使うと、マク□キーの CD キーを押すだけで、このような一連の操 
作を済ますことびでさます。 

本 U モコンのマク□キ ー( 入力選択キーおよび SYSTEM P 日 WER キ ー 、 STAND 巳丫キ ー） には、マク□機能びあ 
らかじめ登録されていますび、才 U ジナルのマク□操作を設定することわでさます。 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 


ぃろぃろな再生のしかた」^設定を変更する J 广すジナルのリス|-ング環境をっくる| 


本機について 
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マク□機能を使ラ 




マクロ機能を ffi う 

7ク□を設定する 



才 U ジナルのマク□を設定します。 



1 MACRO ON/OFF スイッチを rON」 に合 
わせる 


MACRO 
OFF, ON 




希望のマク□丰一を巧ず 


SYSTEM 

POWER STANDBY V-AUX TUNER 

o © o o 

CABLE SAT MD/TAPE CD-R 

0000 

DTV/LD VCR 1 VCR 2 DVR 

0000 


8 


ち 


广 ご注意- . 

-新しいマク□を設定しても、工場出荷時に登録されているマ 
クロは消去されません。新しく設定したマク□の内容を消去 
すると、工場出荷時に登録されているマク□を使うことびで 
さます。 

-工場出荷時に登録されているマク□に新しい信号を追加する 
ことはできません。マク□を設定すると、すべて新しい内容 
に変わります。 

-マク□設定は、本 U モコンにラーニングや登録済み(またはヤ 
マ八プ U セツト)のキー信号をマク□キーに設定(転送)させて 
行います。必要に応じて、あらかじめ他の機器のキーをラー 
ニングしておいて < ださい。 

•音量の操作など、連続的に操作するキー信号は、本 U モコン 
は短時間のコードとしてラーニングします。したびって、そ 
のようなキーのマク□設定はおすすめしません。 

V _ J 


广 ごま意- . 

.マク□操作び終わったら、 MACRO 日 N / 日 FF スイッチを 
「日 FF 」 に合わせてください。 

. マク□操作中は、すべてのマク□信号の出力び終わるまで 
(TRANSMIT インジケーターび消灯するまで)、他のキーの操 
作を受け付けません。 

-マク□操作中は、すべてのマク□信号の出力び終わるまで、 

本 IJ モコンの赤外線送受信部を、本体および操作する機器の 

U モコン受光窓の方向に向け続けてください。 

V _ J 


\ MACRO ボタンを巧ず 

ボールペンなど先の細いちので押します。 Uf コ 
ンディスプレイに 「MCR ?」と表示されます。 



2設定したいマク□丰一を巧ず 

U モコンディスプレイにマク□設定するキーと、 
今選んだ入カソースの名前び交互に表示されま 
す。 

例： DVD キーのマク□を設定する 

「M : DVD 」 と 「 DVD 」 び交互に表示されます。 


POWER STANDBY V-AUX TUNER 

0 @ 0 0 

CABLE SAT MD/TAPE CD-R 

0000 

DTV/LD VCR 1 VCR 2 DVR 

0000 


0 


ち 






广 ごミ主意- 

( •マク□キー！;(外のキーを押すと、 「 AGAIN 」 と表示されます。 
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マク□機能を使ラ 


マク□の内容を設定ずる 

例： DVD を再生するまでの一連の操作をマク〇 
設定する 


POWER STANDBY V-AUX TUNER PHONO 

o ® o o o 

CABLE SAT MD/TAPE CD-R CD 

00000 

DTV/LD VCR 1 VCR 己 DVR DVD 

0000 



INPUT MODE TOP j - f EXIT 

[display I [menu] I V J [ SOUND I 

SEARCH - CHAPTER + 

I I I [>D>I I 

REC STOP PAUSE 
「叫 I 




①入力を DVD に切り替える 
③ DVD プレーヤーの電源を入れる 
⑤ DVD の再生を開始する 

上記①〜⑤の操作を、 DVD キーを押すだけででさ 
るようにマク□設定します。 


ご注意- 

- 「 NG 」 と表示されたとさは、設定び正しく行われていません。 
手順2から操作をやりなおしてください。 

•機器を変更したいときは、入力選択キーや SO URGE 
SELECTA / ▽キーで機器を選択しなおします。入力選択キー 
で機器を選択すると、本機の入力切り替えび一連のマク□設 
定に組み込まれ、機器操作キーち入力機器に応じて切り替わ 
ります。 SELECTA / ▽キーで機器を選択すると、入カソース 
は変わらずに、機器操作キーは選択した機器に合わせて切り 
替わります。 


4 MACRO ボタンを巧して、マク□設定を 
終了ずる 

U モコンび通常の状態に戻ります。 

广 ご注意- . 

-手順 llU 降操作は、それぞれ操作後3日秒！;(内に行ってくださ 
し、。そのままにしておくとマク□設定び自動的に中止されま 
す。この場合は、手順1から操作しなおしてください。 

-手順で指定されたキー/スイッチ1；(外を操作すると、 U モコン 
ディスプレイに 「 ERR 日刊と表示されます。このような場合は 
手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 


U モコンデイスプレイの表示び(下のように変 
わっていさます。 

① DVD キーを押す 


DVD 


み 


② POWER キーを押す 


POWER 


の/1 



⑤ PLAY キーを押す 

PLAY 



…： 


最大]日種類のキー信号を設定することびでさま 
す。 ] 日個目のキー信号を設定すると 「 FULL 」 と表 
示され、マク□設定び自動的に中止されます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をつくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 
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1 名前を変更したい機器の入力選択丰一を 
巧ず 



POWER REC STOP PAUSE PLAY 

I 也 / 11 回 Cou 卜 I 



Q c © © © ntm 


2 RE-NAME ボタンを巧ず 

ボールペンなど先の細いもので押します。左端に 
カーソルび 点滅します。 



5 RE-NAME ボタンを巧して、名前の変更 
を終了ずる 

U モコンび通常の状態に戻ります。 


广 ご注意- . 

-手順で指定されたキー/スイッチ外を操作すると、 U モコン 

ディスプレイにに RRORJ と表示されます。このような場合は 

手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 

V _ ノ 


入力選択キーを押して U モコンのディスプレイに表示さ 
れる入カソース名は、入力機器を接続した端テ名に対応 
しています。端テ名と異なった機器を本機に接続したと 
さや、お使いのシステムにあったわかりやすい名前をつ 
けたいとさなどに、 Uf コンに表示される入カソース名 
を変更することびでさます。 


2.5 


4 A または V 丰一を巧して、入力ずるで字を 
選ぶ 

入力でさる文字は(下のとおりです。 

• アルファべット大文字： A 〜 Z 
• アルファべットル文字： a 〜 Z 
. 数字：日〜9 


スペース(空白） 
記号：人一 


興 


< I [enter| ィ 


平 


必要に応じて手順3と4を繰り返します。文字は最 
大5文字まで入力でさます。 

引さ続さ、他の機器の名前を変更する場合は、 
ENTER キーを押して、手順1、3〜4を繰り返し 
ます 


t 

19谷を 

IS 90 

香 3 

^ 0|0 

5 U 


1055 

答05 

香 iO 

I © ろ5 

I の 50 


づまたは ^ 丰一を巧して、で字を入力し 
たい位置にカーソルを移動する 



































































WBBE / を誦化ずる 


登録したライブラ U —やマク□操作、メーカーコードや 
ラーニングした操作を取り消して、工場出荷時の設定に 
戻すことびでさます。 



1 . 3,4 


1 CLEAR ボタンを巧す 

ボールペンなど先の細いちので押します。 U モコ 
ンディスプレイに 「 CLEAR 」 と表示されます。 



2 A またはV丰一を巧して、消去モードを選 
ぶ 


3 CLEAR ボタンを3秒じ(上巧し続ける 

Uf コンデイスプレイにに：日 K 」 と表示され、手 
順2で選択した機能や設定び消去されます。 



广 ご注意- . 

•に： NG 」 と表示されたとさは、消去び正しく行われていませ 
ん。手順2から操作しなおしてください。 


4 CLEAR ボタン对甲して、消去を終了ずる 

U モコンび通常の状態に戻ります。 


广 ご注意- . 

-手順降の操作は、それぞれ操作後3日秒内に行ってくだ 
さい。そのままにしておくと消去び自動的に中止されます。 
この場合は、手順1から操作しなおしてください。 

-手順で指定されたキー/スイッチ外を操作すると、 U モコン 
ディスプレイに 「 ERR 日刊と表示されます。このような場合は 
手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 

V _ J 



消去モードは下の6種類です。 


L :(機器名）： 

表示されている入力機器の操作 
キーにラーニングされた機能をす 
ベて消去します。入力選択キー、 
または SOURCE SELECTA/V 
キーで消去する入力機器を選択し 
てください。 

L : AMP : 

本機の操作キーにラーニングされ 
た機能をすべて消去します。 

L ： ALL ： 

入力機器に関わらず、ラーニング 
された機能をすべて消去します。 

M ： ALL ： 

入力機器に関わらず、登録したマ 
ク□をすベて消去します。 

RNAME : 

変更した入カソースの名前をすべ 
て工場出荷時の設定に戻します。 

FCTRY : 

メーカー コードを 含む、すべての 
U モコ ンの設定を工場出荷時の設 
定に戻します。 


本 

機 

に 


二) 
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リモコンを初期化する 


ラーニングをれた機能を消 
去ずる 


嘉茲醜さ麵を 


ラーニングされた機能のうち、特定のキーに割り当てた マク□に設定された機能のうち、特定のキーに割り当て 
機能だけを消去することびでさます。 た機能だけを消去することびでさます。 


取り消したい機器の入力選択丰一を巧ず 


〇 〇 〇 

CABLE SAT MD/TAPE CD-R CD 

00000 


DTV/LD VCR 1 VCR 2 DVR 

0000 






1 MACRO ボタンを巧ず 

ボールペンなど先の細いちので押します。 Uf コ 
ンディスプレイに 「MCR ?」と表示されます。 



2 LEARN ボタンを巧ず 

ボールペンなど先の細いもので押します。 Uf コ 
ンディスプレイに 「 LEARN 」 と選択した入カソース 
名び交互に表示されます。 



3 CLEAR ボタンを巧しなが！5、機能を消去 
したい丰一を3秒上巧ず 

Uf コンデイスプレイに 「C :日 K 」 と表示されま 
す。 



引き続き消去したいキーびある場合は、に： OK 」 
の表示び消えてから、手順3の操作を繰り返して 
ください。 

^ごま意- . 

•に： NG 」 と表示されたとさは、消去び正しく行われていませ 
ん。もう一度 CLEAR ボタン対甲しなびら、消去したいキーを 
押して < ださい。 


4 LEARN ボタン对甲して、消去を終了ずる 

U モコンび通常の状態に戻ります。 


2 CLEAR ボタンを巧しなが！5、機能を消去 
したい丰一を3秒仪上押ず 

U モコンデイスプレイに 「C :日 K 」 と表示されま 
す。 



引き続き消去したいキーびある場合は、に： OK 」 
の表示び消えてから、手順2の操作を繰り返して 
ください。 

广 ご注意- . 

•に： NG 」 と表示されたとさは、消去び正しく行われていませ 
ん。もう一度 CLEAR ボタンを押しなびら、消去したいキーを 
押して < ださい。 


V _ ノ 


3 MACRO ボタンを巧して、消去を終了ず 
る 

U モコンび通常の状態に戻ります。 


广 ご注意- . 

-手順降の操作は、それぞれ操作後3日秒内に行って<だ 
さい。そのままにしておくと消去び自動的に中止されます。 
この場合は、手順1から操作しなおしてください。 

-手順で指定されたキー/スイッチ外を操作すると、 U モコン 
ディスプレイにに RR 日 R 」 と表示されます。このような場合 
は、手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 


广 ごま意- . 

-手順21；(降の操伸ま、それぞれ操作後3日砂！;(内に行ってくだ 
さい。そのままにしておくと消去び自動的に中止されます。 
この場合は、手順2から操作しなおしてください。 

-手順で指定されたキー/スイッチ1；(外を操作すると、 U モコン 
ディスプレイにに RR 日 R 」 と表示されます。このような場合 
、 は、手順に沿ってはじめから操作しなおしてください。 
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本機は、多彩な入力端テを装備しています。入力 f ー ド 
を切り替えることにより、入力信号のアナ□グ/デジタ 
ルの優先順位を設定したり、 DTS などの特定の信号に 
固定したりすることびでさます。 

INPUT M 日 DE キーを押すと、現在の入力 f ー ドを表示 
します。入カモード表示中にもう一度押すと、入カモー 
ドび切り替わります。 


INPUT MODE 


み 


本体 


INPUT MODE 

I display! 


リモコン 


自動判別： 

(下の順序で入力信号び選ばれます。 

① i . LINK 信号 

③ ドルビーデジタル RF 信号 
⑤デジタル信号 

④ アナ□グ信号 

LD - RF 固定： 

ドルビーデジタル RF 信号に固定されます。 

DTS 固定： 

DTS 信号に固定されます。 DTS 信号(外の信号び入力 
されても再生されません。 

AAC 固定： 

AAC 信号に固定されます。 AAC 信号(外の信号び入力 
されても再生されません。 

デジタル系： 

デジタル信号 ( i . LINK 端テから入力された信号およびド 
ルビーデジタル RF 信号を除く）に固定されます。 

アナ□グ固定： 

アナ□グ信号に固定されます。デジタル信号び同時に入 
力されても再生されません。 

し LINK 固定： 

i . LINK 信号に固定されます。 i . LINK 信号外の信号び入 
力されても再生されません。 


ご注意- 

-マニュアル設定メニュ ー r その他の設定：入カモードの初期値」 
の設定で、本機の電源を入れたとさに、前回使っていた入力 
モードをそのまま使うか、「自動判別」に戻すかを設定でさます 
(4 日ぺージ)。 

• 同軸デジタル入力端テと光デジタル入力端テへ同時にデジタ 
ル信号び入力されると、同軸デジタル入力端テへの入力信号 
び優先されます。 

- 「 LD - RF 固赴は DTV / LD を入カソースとして選び、同軸デジ 
タル端テの割り当てを 「 LD - RF 」 に指定したときのみ選べます 
(4 己ぺージ）。 


デジタル信号に関ずるご注意 


本機のデジタル入力端テは、ヴンプ U ング周波数 

1 92 kHz までのデジタル信号に対応しています。 

96 kHz を超えるデジタル信号を入力する場合は、(下 

の点にご注意ください。 

. Hi-Fi DSP および CINEMA DSP 音場プ□グラムの音 
場効果は、ヴンプ U ング周波数を 96 kHzii (下に変換 
したあと付加します。 THX サラウンドモードについ 
ても、ヴンプ U ング周波数を 96 kHzl ^ aq こ変換した 
あと THX 処理を行います。 

-「ダイレクト」については、そのままのヴンプ U ング周 
波数で再生することびでさます。 

- LLINK 機器から入力された DSD 信号については、 
PCM (サンプ U ング周波数 88.2 kHz ) に変換されてか 
ら、音場効果び付加されます。 


DTS CD / LD 再生時のごを意 


DTS 音声を「自動判別」または「デジタル系」に設定し 
て再生すると、本機は DTS 信号を検出して、自動的 
に DTS 再生 f ー ドに切り替えます。 

ただし、 DTS 音声の再生び終わったり、再生中に 
ヴーチ、スキップまたは一時停止などの操作をして、 

2秒上 DTS 信号び途切れると、 DTS 再生モードを 
いったん解除します。 DTS 再生 f ー ドび解除された 
状態で DTS 信号を入力すると、一瞬ノイズび出力さ 
れる場合びありますので 、 DTS CD / LD を再生する場 
合は、 「 DTS 固赴ドに設定してお楽しみくださ 
い。 

プレーヤーから出力されるデジタル信号に、音量巧変 
などの処理びされている場合は、本機とプレーヤーを 
デジタル接続してわ、 DTS 音声は再生されません。 


を咖モ，ド切りき縣 
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3.7 


-c=H=r& m 


回 

EX/ES MOVIE THX 证 /DTS NIGHT 

C_I I 91 r 0 I I +10 1 r+ … 0 l 


STRAIGHT 


SLEEP TEST 1 A ] SPEA 

KERS G B ] 

□ □ 





@YAIVmHA 


1 本機とテレビの電源を入れる 


rSL が R 」 ： 

サラウンド L スピーカーと、サラウンド R スピー 
カーとの音量バランスを調節 

*1 「 SL が B 」 ： 

サラウンド L スピーカーと、サラウンドバックス 
ピーカーとの音量ノ くランスを調節 

rs し OSB し」： 

サラウンド L スピーカーと、サラウンドバック LX 
ピー カーと の音量ノ くランスを調節 

rSBL が BR 」 ： 

サラウンドバック L スピーカーと、サラウンドバッ 
ク R スピーカーとの音量バランスを調節 


9 1 OKEY/AMP スイッチを 「 AMP 」 に合わ 

せる 


3 リモコンの TEST 丰一を巧ず 

GUI 画面び表示され、テストI-ーンび出力されま 
す。 



4 A/V 丰一を巧して、調節したいスピーカー 
を選ぶ 

「 L 轉 R 」 ： 

フ□ント L スピーカーと、 フ□ント R スピーカーと 
の音量バランスを調節 


TLoPLJ : 

フ□ント L スピーカーと、プレゼンス L スピーカー 
との音量バランスを調節 

「 PL 冷 PR 」 ： 

プレゼンス L スピーカーと、プレゼンス R スピー 
カーとの音量バランスを調節 

TLOSWLJ : 

フ□ント L スピーカーと、ヴブウーファー L との音 
量バランスを調節 

*2 「 L 冷 SWR 」 ： 

フ□ント L スピーカーと、ヴブウーファー R との音 
量バランスを調節 

rSWL が WR 」 ： 

ヴブウーファー L と、ヴブウーファー R との音量ノく 
ランスを調節 

*1 サラウンドバックスピーカーを]台だけ使ラ場合の調節で 
す。 

*2 マニュアル設定メニュー「基本設定：サブウーファーの設 
赴の「構成」を、「モノラル」に設定した場合の調節です。 


「し冷 C」 ： 

フ□ント L スピーカーと、センタースピーカーとの 
音量バランスを調節 


テスト!-ーンを使って、 U スニングポジションで聞こえ 
る各スピーカーからの音量び、すべて同じになるよラに 
調節します。 


rLoSLJ : 

フ□ント L スピーカーと、サラウンド L スピーカー 
との音量バランスを調節 


|〇 

|〇 

HI 


離 S 65 

|〇 |0登〇 

5^05 

I © ろ5 

i 登為〇 
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テストトーンを使ってスピーカーの音量を調節する 




テスト I -ーンの出力中に ENTER キーを押すと、選んでいるスピー 
カー間で、テストトーンを出力するスピーカーを切り替えることび 
できます。また、 ENTER キーを2秒！;(上押し続けると、テスト! 
ンを出力するスピーカーを固定することびできます。 

画面ち上の表示び1；(下のよラに変わります。 



この状態で出力するスピーカーび固定されます。 


づ/>丰一を巧して、音量バランスを調節 
ずる 

手順4と日を繰り返し、各スピーカーの音量バラン 
スを調節します。 


ご注意- 

• へッドホンを接続していると、テスト I -ーンを使えません。 

PH 日 NES 端テからへッドホンを外してください。 

• マニュアル設定メニュー「基本設定：スピーカーの設定」で、 
r 無」または「使わない」に設定したスピーカーの音量は調節でき 
ませんに7ぺージ)。 

• マニュアル設定メニュー「基本設定：ヴブウーファー設定」の 
「低音出力先」を、「フ□ントに出力」に設定している場合、サブ 
ウーファーの調節はでさません (26 ページ)。 


ひととおり調節が終わった！5、7丰一を巧 
して、 「 ALU を選ぶ 

テストトーンび自動巡回し、すべてのスピーカー 
から出力されます D 全体的な音量バランスを確認 
してください。 



斗 


IM 

|enter| 

Ml 


a 




音量バランスを確認した!5、リモコンの 
TEST 丰一を f 甲ず。 

テスト!-ーンび止まります。 


-音圧計をお持ちの場合は、音圧計を C ウェイト/ス□ーモードに設定 
したうえで、各スピーカーからの音量び U スニングポジションで 
7已 d 目 SPL になるよう調節してください。 

. 音量を日 dB にして調節することをおすすめします。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 
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—定時間を t ： 自動飾!:電源を切る ( t フタイマ-》 


設定した時間び経過すると、自動的にスタンノくイ状態に 
なるように設定します。聴きなびら、または録音しなび 
らおやすみになりたいとさに便利です。オフタイマーび 
作動すると、本機背面の AC アウトレットに接続した機 
器(ソース)の電源ち切れます。 

オフタイマーの設定は、 U モコンで行います。 

-タイマー再生したいとさは、市販のタイマーを使います。本機では 
再生したい入カソースを選び、音量を調節しておさます。再生機器 
やタイマーの取扱説明書ちあわせて参照してください。 



オフタイマーを解除する 

「オフタイマー使用しない (SLEEP 日 FF)」 の表示び出る 
まで、 SLEEP キーを押します。「オフタイマー使用しな 
い (SLEEP 日 FF)」 び数秒表示されたあと、 SLEEP イン 
ジケーターわ消灯します。 

(オンスクリーン表示） （本体デイスプレイ表示） 

オフタイマー使用しない 


. U モコンの STAND 巨 Y キー、または本体の STAND 目 Y / ON スイッ 
チを巧すか、電源コードを抜くと、オフタイマーは解除されます。 


オフタイ7—を設定ずる 


1ソースを 選んで、再生ずる 


2 SI _ EEP 丰一を繰り返し巧して、スタンパ' 
イ状態になるまでの時間を選ぶ 

SLEEP キーを押すごとに、下記のように時間び切 
り替わります。お好みの時間び表示されたら、押 
すのをやめます。 


(オンスクリーン表示） 

1— オフタイマー120分後 

I 

オフタイマー90分後 

I 

オフタイマー目0分後 

I 

オフタイマー30分後 

I 

I - オフタイマー使用しない 


(本体ディスプレイ表示） 

■■■■■! !■…！■… で"、 .：■ ■ 

.!. .：：：：!：：：! I"! ：!. !■■■! :: 

I 

Si FFP !•-i.. 

I 

■■■■■! ! ■… ！ ■… で"、 ■ ■ 

b が!’，’!:!.!•"!:： 

I 

Si FFP :■■: kiiv ： -1 !■■■：.. 

I 

■■■■■! !■■■■ !■■■■■ !■■■■ :"" 

Ur r 


操作中は本体ディスプレイの SLEEP インジケー 
ターび点滅します。 SLEEP インジケーターび点灯 
に変わると、オフタイマーの時間設定び完了しま 
す。 


…- SLEEP ■… 
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選択している入カソースや、音量をテレビ画面の下部に 
表示させることびでさます。 




映像信号び入力されているとさは、映像に重ねて表示されます。 
オンスク U —ン表示は、 VCR 1日 UT 端テ 、 VCR 2 OUT 端テ、 
DVR OUT 端テに出力されませんので、映像と一緒に録画されるこ 
とはありません。 

マニュアル設定メニュー「その他の設定：表示の設定」の「オンスク 
U —ン表示」でも、表示/非表示を設定することびできます (41 ペー 
ジ)。 


本機とテレビの電源を入れる 


リモコンの ON SCREEN 丰一を巧ず 

押すごとにオンスク U —ン表示の表示/非表示び切 
り替わります。 

ON SCREEN 


み 


(オンスクリーン表示） 
オンスク U —ンオン 


ご注意- 

-コピーガード信号び入ったビデオソフトを再生したり、ノイ 
ズの多い映像信号を再生した場合、表示びブレることびあり 
ますび、本機の故障ではありません。 

• マニュアル設定メニュー r 映像の設定：アスぺクト」を、 
「16 : 9ズーム」に設定しているときは、オンスク U —ン表示 
は出ません (36 ぺージ)。 

-プ□グレッシブち式の映像や、八イビジョン映像び入力され 
ている場合、オンスク U —ン表示は出ません。 


オンスク U —ンオフ 



©YAMAHA 


ON SCREEN 

可 

SLEEP TEST [_ A | SPEA 

KERS 1 已 1 

□ □ 



iS 

|<D 

!◎ 

!◎ 

-© 


1065 

1205 

围 oloio 

I © ろ5 

恐 ioio 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 


75 














































フォーマット(信号方式)やヴンプ u ング周波数、音声 
チャンネル数など、本機に入力されている信号晴報を表 
7J\ します。 

操作には、 GUIU モコンを使います。 


4 ^丰一を巧して、惜声の情報」と「映像の 
情報」を切り替える 

^キーを押すたびに、切り替わります。 



1本機とテレビの電源を入れる 





3 V 丰一を巧して、 r 信号の情報」を選ぶ 


5確認し終わった！5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了ずる 


A 







(^E2B 

. GUIU モコンでの操作を、通常の U モコンで行うこともでさます (9 
ぺージ）。 
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入力信号の情報を確認する 


音声の情浦 

入力されている音声信号の情報を表示します。 

( r 信号の情報」-*^ r 音芦の情報」） 



信号方式 

音声入力信号のフォーマツト(信号ち式)を表示します。 


表示 

信号方式 

アナ□グ 

アナ□グ信号 

PCM 

PCM 信号 

DSD 

DSD 信号 

□□ デジタル 

ドルビーデジタル信号 

dts 

DTS 信号 

AAC 

AAC 信号 

— 

圧縮オーディオ(非 U ニア PCM ) 信号 

??? 

不明なデジタル信号 


サンプリング 

音声入力信号のヴンプ U ング周波数を表示します。 

ヴンプ IJ ング周波数び不明な場合は、「？」と表示されます。 

チヤンネル 

音声入力信号のチヤンネ J レ数を表示します。 

左から、「フ□ントチヤンネル数/サラウンドチヤンネル数/ LFE チヤ 
ンネル」を表わしています。例えば、「3/2/日.1」と表示された場合 
は、「フ□ント3チヤンネル/サラウンド2チヤンネル/ LFE 日.]チヤン 
ネル」の信号び入力されています。 

また、「1+1」と表示された場合は、二力国語放送などの主+副の2 
チヤンネルの信号び入力されています。 


ダイア□ーグ 

ドルビーデジタル信号入力時に、音量び異なるさまざまなソフトに対 
し、自動的に一定の音量で再生されるように調節するダイア□グ- 
ノーマライゼーシ ヨン機能びはたらさます。 この機能びはたらいてい 
る場合に、調節しているレベル量を表示します。 

フラグ1/フラグ2 

音声入力信号に含まれている、ある動作をさせるための識別信号(フラ 
グ促表示します。 


表示 

フラグ 

プ U エンファシス 

プ U エンファシス処理された PCM 信号入力時 
に表示されます。 

カラオケ 

ドルビーデジタルカラオケ信号入力時に表示 
されます。 

EX 

ドルビーデジタル EX 信号入力時に表示されま 
す。 

DPL エンコード 

プ□□ジックエンコードされたドルビーデジ 
タル信号入力時に表示されます。 

ES マト U クス 

DTS ES マト U クス信号入力時に表示されま 
す。 

DTS ES ディスク 
U - 卜 

DTS ES ディスク U —卜信号入力時に表示さ 
れます。 

DTS 96/24 

DTS 96/24信号入力時に表示されます。 

— 

フラグび認識でさない場合に表示されます。 


ビットレート 

音声入力信号の1砂あたりのデータ量(ビットレート)を表示します。 
ビットレートび不明な場合は、「--」と表示されます。 

广 ごミ主意-^ 

. AAC 信号のビットレートは、再生中に変化することびありま 
すび、正常な動作です。 
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入力信号の情報を確認する 


映像の情报 

入力されている映像信号の情報を表示します。 

( r 信号の情報」イ映像の情報」） 



解像度 

映像入力/出力信号の解像度を表示します。 

解像度び不明の場合は、「--」と表示されます。 

-表示は「入力解像度^出力解像度」のように対比して表示されます。 


アスペクト比 

映像入力/出力信号のアスぺクト比を表示します。 

アスぺクト比び不明の場合は、「--」と表示されます。 

-表示は「入カアスペクト比一出カアスぺクト比」のように対比して 
表示されます。 

著作権保護 

映像入力信号に含まれる、著作権保護信号の有り無しを表示します。 
不明の場合は、「不明」と表示されます。 
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本機は REC 日 UT / Z 日 NE 2 セレクターを装備しています。再生中のソースを録音 / S 录画したり、または再生中のソー 
スとは別のソースを録音/録画することびでさます。 




6 6 


fOt)l 


000 


0- 


む ® 戀戀®国 



2 


本機および本機に接続されている、ずべ 
ての機器の電源を入れる 

REC OUT/ZONE 2セレクターを回し 
て、録音/録画したいソースを選ぶ 


REC OUT/ZONE E 
SOURCE/REMOTE 
乂 //LD. • .DVD 4 



見ている（聴いている）ソースを録音/録画する場 

A ■ 

口 ■ 

REC 日 UT/Z 日 NE 2 セレクターを、 [ SOURCE / 
REM 日 TE 」 の位置に合わせます。 

見ている(聴いている） ソースとは 別の ソースを 録 
音/録画する場合： 

REC 日 UT / Z 日 NE 2セレクターを、録音/録画し 
たいソースの位置に合わせます D 

3 ソースを再生ずる 

再生する機器の取扱説明書を参照してください。 

4録音/録画を開始ずる 

録音/録画する機器の取扱説明書を参照してくださ 
い。 

録音/録画中に、見ている(聴いている)ソースを、 
別のソースに切り替える場合は 、 INPUT 
SELECTOR でソースを切0替えます (REC OUT / 
Z 日 NE 2 セレクターび、 「 S 日 URCE/REM 日 TE 」 
外に設定されているとさのみ)。 


ご注意- 

-録音/録画する前に、あらかじめ「試し録音」「試し録励をして 
<ださい。 

-本機をスタンバイ状態にすると、接続した機器間で録音/録画 
でさません。 

• 入カソースの出力端テからは、信号は出力されません(例： 
VCR 1入力端テへ入力された信号は 、 VCR ] 出力端子から 
出力されません)。 

• 本機の DSP 処理による音場効果は、録音でさません。 

•録音中に、音量や音質を調節したり、音場プ□グラムを変更 
しても、録音される音声には影響しません。 

. i . LINK 端テから入力された信号は、 RECOUT/Z 日 NE 2 セレ 
クターびに日 URCE/REM 日 TE 」 に設定されているときのみ、 

光デジタルおよび同軸デジタル出力端子から出力されます(ア 
ナ□グ音声出力端テからは出力されません)。また著作権保護 
されている信号は出力されません。 

-ドルビーデジタル RF 信号は、録音でさません。 

- MULTI CH INPUT 端テに入力された信号は、録音できませ 
ん。 

• アナ□グ音声出力端テから、アナ□グで録音する場合は、録 
音したい入カソースをアナ□グで接続します。また、光デジ 
タル出力端テから、デジタルで録音する場合は、録音したい 
入カソースをデジタルで接続します。 

- S ビデオ入力端テに入力された S ビデオ信号は、 S ビデオ出力 
端テからのみ録画でさます。同様に、ビデオ入力端テに入力 
されたビデオ信号は、ビデオ出力端子からのみ録画でさま 
す。 

• あなたび録音したものは、個人で楽しむ場合！;(外は、著作権 
者に無断で使用することはでさません。 


DTS ソフトの録音に関ずるご注意 

DTS 信号は、デジタルビットスト U —ムで伝送される 
ため、 DTS 信号をデジタルで録音しても、ノイズだけ 
び録音されます。 DTS 対応の CD 、 DVD 、 LD から録音 
する場合は、お使いのプレーヤー側で、アナ□グ信号で 
出力するように設定し、2チヤンネルのアナ□グ信号で 
録音してください。詳しくは、お使いのプレーヤーの取 
扱説明書を参照ください。 
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本機を使って、本機を設置した部屋(メインルーム)と他の部屋(セカンドルーム)で、異なるソースを楽しむこと 
びでさます。例えば、メインルームで CD を聞いているとさに、セカンドルームでは DVD を見ることびでさます。 


七カンドルームへの接続 


マルチゾーン機能を使ラには、し U 下の機器び必要でず。 

• アンプとスピーカー（セカンドルームに設置します） 

. テレビ（セカンドルームに設置します） 

か部アンプをほ用した接続例 

マニュアル設定メニュー「その他の設定：マルチゾーン」の「ゾーン2アンプ」を、「外部アンプ」に設定しておさます 
(41 ぺージ)。 


ゾーン2映像出力 



广 ごを意- . 

•メインルームで本機を使用していないとさは、音量を下げてください。セカンドルームでの音量は、セカンドルームに設置したアンプ 
で調節してください。 

• DTS 信号は、デジタルビットスト U —ムで伝送されるため、アナ□グ音声出力端子からセカンドルームに DTS 信号を出力した場合、ノ 
イズだけび再生されます。 DTS 信号を正しくセカンドルームで再生するには、同軸デジタル出力端テから、 DTS 信号を出力してくださ 
し、また、セカンドルームで使うアンプに DTS デコーダーび搭載されている必要びあります。 

. i.LINK 端テから入力された信号や、ドルビーデジタル RF 信号は同軸デジタル出力端テからは出力されません。 

-同軸デジタル出力端子から出力される音声の音量は変えることびでさません。 

V_/ 


本機の内部アンプを使用したお続例 

マニュアル設定メニュー「その他の設定：マルチゾーン」の「ゾーン2アンプ」を、「本機を使用」に設定しておさます 
(41 ぺージ)。 
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マルチゾーン機能 


SOURCE SELECT /^ 丰一を巧して、 
に〇口62」を選ぶ 



一 


SYSTEM P 日 WER キー、 STAND 巳丫キー、 
V 日 LUME +/- キ_、 MUTE キー、および入力選 
択キーび、ゾーン2専用のキーとしてはたらさま 
す。 


SYSTEM P0WER=1r- 
STANDBY キー 


入力選択キー 


■ J モコンで操作ずる 


U f コンのアンプライブラ U -( LAMP ) をに one 」 に設 
定すると、セカンドルームで再生する機器を、メイン 
ルームで再生する機器とは独立して操作することびでさ 
9 〇 

广 ご注意- . 

1- U モコンは、メインルームで操作してください。 ) 


本体の REC OUT/ZONE 2 セレクター 
を、 |■ SOURCE / REMOTE 」の位置に合わ 
せる 


REC OUT/ZONE 己 
SOURCE/REMOTE 
D7V/LD , • .DVD 

CABLE. ,MD/TAPE 

SAT, •CD-R 

'CR 1• ( j -CD 

VCR 2 * 、 ノ .TUNER 
DVR• •PHONO 

VIDEO AUX* 



斗 Ut 

TV VOL 

+ 

CH 

MUTE 



_ MUTE キー 


- TV MUTE 

H n 

DISC 

STRAIGHT 

EFFECT 



*VOLUME +/- キー 


* マニュアル設定メニュ ー r その他の設定：マルチゾーン」の 
r ゾーン2の音量」を、「可変」に設定しているときのみ有効です 
(4]ぺージ)。 


3 SYSTEM POWER 丰一を巧して、ゾー 
ン2出力の電源を入れる 

SYSTEM 

POWER 

み 


4 入力選択丰一で、セカンドルームで再生 
ずる機器を選ぶ 

Uf コンディスプレイには、「2 :選択機器名」び 
表示されます。 

DVD 


5ゾーン2モードか!5抜けるには、 
SOURCE SELECTA / V +- を巧ず 


電源の入/スタンバイについて 

U モコンをマルチゾーンの設定にしている場合は、メイ 
ンルームとゾーン2の電源を独立して入/スタンバイに 
することびでさます。 

• メインモードに切り替えるには、機器名び表示される 
まで SOURCE SELECT A / ▽キーを押します。 

• システムモードに切り替えるには 、 SOURCE 
SELECT ▽キーを押します。 



リモコンディスプレイ 
の表示 

SYSTEM POWERS—/ 
STANDS 丫キーの機能 

メイン 

モード 

機器名* 

(例： 「 DVD 」） 

メインルーム出力の電源 
を、入/スタンバイにする 

ゾーン 2 
モード 

に orie 2」 またはに濯 
択機器名」 

(例:に: DVD 」） 

ゾーン2出力の電源を、入/ 
スタンパイにする 

システム 

モード 

「 SYSTM 」 

メインルーム出力とゾーン 

S 出力の両方の電源を、入/ 
スタンパイにする 


SYSTEM POWER キーまたは STANDBY キーを}甲して数争少間 
は、 「 MAIN 」 と表示されます。 




— 

TRANSMrr RENAME CLEAF 

© © © 

3 LEARN MACRO 

© © 

0 唯己只ぶ 

rrrn 

1 POWER STANDBY | 

CABI_E SAT IV 

o o 

DTV/LD VCR 1 

o o 

V-AUX TUNER 

o o 

ID/TAPE CD-R 

o o 

VCR 吕 DVR 

o o 

PHONO 

9 

〇 

DVD 

〇 

MULTI CH IN 

PI 

t-ijja 踊巧圍画 iJ - 

URE DIRECT _ 

- ^ 
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tK 機器を巧用ずる 


本機は、 i . UNK ( AUD の)端テを搭載しています。 i . UNK ( AUD の)対応機器を接続すれば、 2 chU ニア PCM 信号や 
マルチチャンネルの圧縮オーディオ信号に加え、従来アナ□グでしか伝送でさなかった、 DVD オーディオやスー 
パーオーディオ CD などのマルチチャンネル信号をデジタルのまま伝送することびでさます。 


lLINK にごいて 

i . LINK とは、世界業界標準規格である IEEE 1 394規格に準じた、高速かつ双方向のデジタルインターフエースで 
す。 

. 本機は、 i . UNK ( AUD の)に対応しており、 i . UNK ( AUDICD ) 対応機器を1[[[1394ケーブル1本で接続すれば、 
従来の2チャンネルの PCM 信号や、マルチチャンネルの圧縮オーディオ信号に加え、 DVD オーディオ(マルチ 
チャンネル PCM 信号)や、スーパーオーディオ CD ( DSD 信号)などのマルチチャンネルオーディオ信号を、デジ 
タルのまま伝送することびでさます。 

• 伝送フォーマツトは、 ASiM ^ D トコル (Audio and Music Data Transmission Protocol ) に対応しています。 

-転送速度は、 S 4 □日まで対応しています。 

. 著作権保護技術 ( DTCP : Digital Transmission Content Protection ) に対応しているため、デジタルオーディ 
才信号をデジタルのまま劣化させることなく伝送でさます。 

i . LINK についての詳細情報は、]日9ページをご覧ください。 


この機器の i . LINK インターフ I - スは、(下の規格に基づいて設計されています。 

1 ) IEEE Std 1 394 a - 2000 ， Standard for a Hi 呂 h Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 

この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 IEC 6 日 9 己 8 bitstream 、 DVD - Audio、SACD 
に対応しています。 
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し LINK 機器を活用する 


本機には、デイジーチェーン徽珠つなぎ)接続とツ U - (枝分かれ)接続の2種類の方法で、 i . LINK 機器を接続するこ 
とびでさます。 


ディジーチェーン接続 

数珠つなざにして、一列に接続する方法です。接続でさる機器の台数は、本機を含め] 7台までです。 



最大 17 台(本機含む） 


ツリ-接続 


3つ(上の i . LINK 端テびある場合に、枝分かれして接続する方法です。接続でさる機器の台数は、本機を含め63台 
までです。 



最大 63 台 
(本機含む） 




接続には、4ピンの IEEE 1394ケーブルで、転送速度 S 4 日日対応のものを使ってくださし、また、長さ3.日 mlU 下のものを使うことをおすす 
めします。 

各機器の電源び入ったままでも IEEE 1 394ケーブルを抜き差しして、接続または取り外しびできる、ホットプラグ機能に対応しています。 

^ごま意- \ 

-本機は i 丄 INK ( AUDIO ) 機器！;(外のし LINK 機器には対応していません。 

-信号を出力した機器に、同じ信号び戻ってしまラよラな接続(ループ接続)をすると動作しません。し LINK 機器を複数台接続する場合 
は、ループ接続しないようを意してください。ループ接続した場合には 、 「Loop Connect 」 と本体ディスプレイに表示されます。 
IEEE ] 394ケーブルを外して、接続しなおしてください。 

•データ転送中に、 IEEE 1 394ケーブルを抜き差ししたり、他の i . LINK 機器の接続や取り外しはしないでくださし、再生音び途切れた 
り、ノイズび出力される場合びあります。 

•データ転送中に、接続している i . LINK 機器の電源を入/切すると、音び出なくなる場合びあります。このよラな場合は、本機をいった 
んスタンバイ状態にして、電源を入れなおしてください。 

- i . LINK 端テに IEEE 1 394ケーブルを差し込むときは、端テの向きをよく確認したうえで差し込んでください。誤った向きで無理に差 
し込むと、端テび破損する原因となります。 


V 


i.LINK 機器 


i.LINK 機器 


E i 丄 INK 機器を接続する 
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し LINK 機器を活用する 


i 丄 INK 機器を入力に割 D 当てる 


i . LINK 機器び接続されると、本機は自動的に i . LINK 機器を認識し、登録します。 

登録された i . LINK 機器は、 CD 、 DVD などの入力を指定して割り当てることびできます。ある特定の入力に i.LINK 
機器を割り当てることで、その機器からのビデオ入力信号と i . LINK 経由のオーディオ入力信号とを同時に選んで、 
再生することびでさます。 

厂 ごを意- . 

- i . UNK ( AUDIO ) l ；( 外の i 丄 INK 機器や、才ーディオ信号を伝送できない i . LINK 機器を接続した場合は、登録はされますび、入力に割り当 
てることはでさません。 

- IEEE ]394 U ピーター/八ブなど、メーカー名やモデル名を持たない i . LINK 機器は登録されません。 

-接続する機器によっては、正しく認識されないことびあります。 

V_/ 



1本機とし LINK 機器の電源を入れる 

i . LINK 機器の認識び自動的にはじまります。認識 
中は、本体ディスプレイに 「 LinkCheck 」 び点滅表 
示されます。 



認識び終わると、接続した lLINK 機器名(品番) 
と、割り当て先の入力名び表示されます。 



9 INPUT SELECTOR を回して、割り当て 
先の入力を選ぶ 


3割り当て先の入力が決まった！5、 PURE 
D 旧 ECT 丰一を巧ず 

選んだ入力に、 i . LINK 機器び割り当てられます。 
同時に2台(上の i 丄 INK 機器を接続した場合は、 
手順2、3を繰り返し、割り当てていきます。 


-ある特定の入力に割り当てない場合は、手順2で 「MULTI CH 」 を選 
び 、 PURE DIRECT キーを巧します。この場合は、接続した i.LINK 
機器は 、 MULTI CH INPUT (マルチ CH 入力)に割り当てられます。 
また、特定の入力に割り当てたあとでも 、 MULTI CH INPUT では 
INPUTSELECT 日 R で再生可能な i 丄 INK ( AUDIO )機器を選ぶこと 
びでさます。 

•手順1で認識び終わった後、 ] 日秒間操作せずに放置しておくと、自 
動的に MULTI CH INPUT に割り当てられます。 

- i . LINK 設定メニューで、後から割り当てを変更することをでさます 
(89 ぺージ)。 

































































し LINK 機器を活用する 


i 丄 INK 機器を再生する 


登録された i . LINK 機器を、(下のように選んで再生しま 
す。 

LUNK 機器をある特定の入力に割り当 
てた場合 

1 INPUT SELECTOR を回して、し LINK 機 
器を割り当てた入力を選ぶ 

9 INPUT MODE 丰一を繰り返し f 甲して、 
入カモードを 「 Auto 」 または「し LINK 」 に設 
定ずる 


DTV/LD DVD MD/TAPE C 

ミ"■•::ミ" 


... I 

■ : : I 


または 


DTV/LD DVD MD/TAPE C 

ミ"■•::ミ" 


し LINK 機器の再生を始める 

再生方法については、 i . LINK 機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 


しし INK 機器を MU し TI CH INPUT (ス 
ルチ CH 入力)に割り当てた場合 

1 MULTI CH INPUT 丰一を巧ず 

2 INPUT 1\/100£^^—を繰り返し}甲して、 
入カモードを 「 Auto 」 または n 丄 INK 」 に設 
定ずる 


... I 

ミ"■ミ…ミ！ 


ミ■•■ミミ 
ミ■ミミ 


または 



し LINK 機器の再生を始める 

再生方法については、 i . LINK 機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 




lLINK 機器を複数台接続している場合は、手順2の後で INPUT 
SELECT 日 R を回して、再生する機器を選びます。 


自動再生機能を使って再生ずる 

接続した i.LINK 機器び再生連動機能に対応している場合 
は、自動再生機能を使って再生を楽しめます。自動再生 
機能の再生モードには、下の2種類びあります。 

自動再生： 

本機の INPUT SELECT 日 R で、 i.LINK 機器を選ぶと、 
選んだ i.LINK 機器で自動的に再生び始まります。 

再生連動： 

i.LINK 機器で再生を始める (PLA 丫キーを押す)と、本機 
び自動的に入力を切り替えて、 i.LINK 機器を選びます。 

广 ご注意- . 

-再生連動は、入カモードを 「 Di 呂 itaU または 「 Analo 呂」に設定し 
ていると、はたらさません。 

-自動再生機能で使用する再生モードは、 i . LINK 設定メニューの 
「自動再生」で設定でさます (89 ページ)。 


し LINK インジケーターについて 

点 I 灯しているとき： 

i . LINK 端テに入力された信号を再生しています。 


点滅しているとさ： 

i . LINK 機器は接続されていますび、 i . LINK 端テ(外の入 
力端テに入力された信号を再生しています。 

消なしているとき： 

i . LINK 機器び接続されていません。または i . LINK 機器を 
割り当てた入力 I 义 H の入力を選んでいます。 
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し LINK 機器を活用する 


i 丄 INK 設定を変更する 


登録された i . LINK 機器の情報を表示したり、登録を削除 
したりします。また i . LINK 機器を接続したとさの本機の 
動作設定や、再生に関する設定を変更でさます。 
操作には、 GUIU モコンを使います。 




TOP EXIT 


もん5 


1本機とテレビの電源を入れる 


2 TOP 丰一を巧して、 GUI 画面を表示ずる 



3 7丰一を巧して、 n.LINK 設赴を選び、^ 
丰一を巧ず 


4 A/V 丰一を巧して、設定ずるメニューを選 
び、^丰一を巧ず 



選ぶことのでさるメニューはじ(下のとおりです。 

- r 接続情報」一87ぺージ 
-「選択」一88ぺージ 
-「新規接続時の応答」^88ぺージ 
• 「入力のわりあて」一89ぺージ 
-「自動再生」一89ぺージ 
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し LINK 機器を活用する 


G 変更し終わった5、 EXIT 丰一を巧して、 
終了ずる 



. GUIIJ モコンでの操作を、通常の U モコンで行うこともでさます (9 
ぺージ）。 


接続情報 

登録されている i . LINK 機器の情報を表示したり、登録を 
削除したりします。 

( n 丄 INK 設定」イ接続情報」） 



詳細 

選んだ i . LI N K 機器の状態を表示します。 

「メーカー名」： 

i.LINK 機器のメーカーび表示されます。 

「モデル名」： 

i.LINK 機器の品番び表示されます。 

r 接続」または r 非接続」： 

選んだ i 丄 INK 機器の接続状態(接続されている/接続されていな 
し、)び表示されます。 

「オーディオ」または r 非オーディオ」： 

選んだ i.LINK 機器び i 丄 INK ( AUDIO ) に対応しているかしていな 
いかび表示されます。 

「入力わりあて」： 

選んだ i.LINK 機器び割り当てられている入力名び表示されます。 

削除 

選んだ i.LINK 機器を登録から削除します。削除するには ENTER キー 
を押して < ださい。 

广 ご注意- . 

-実際に接続されている i.LINK 機器や、保護されている i.LINK 機 
器は削除でさません。 

V_ J 

保護 

誤って、選んだ機器を削除しないように保護します。 

I 選択項目：する、しない I 


し LINK の状態 

登録されている i 丄 INK 機器の数、実際に接続している i 丄 INK 機器の 
数、保護されている i . LINK 機器の数、肖 I 」除巧能な i . LINK 機器の数を表 
示します。また、エラーびある場合は、その内容を表示します。 

-キーで「全て削除？」を「はい」に切り替えて ENTER キーを巧す 
と、削除可能な機器をすべて削除でさます。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 
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し LINK 機器を活用する 


選択 

登録された i . LINK 機器のうち、才ーデイオ信号を伝送す 
る i . LINK 機器から、再生する機器を選びます。 

( aUNK 設定」一「選択」） 



1 A/V 丰一を巧して、再生ずる機器を選び、 
ENTER 丰一を巧ず 

画面のち側には、選んだ機器のメーカー名、 f デ 
ル名、割り当てられている入力名び表示されま 
す。 


新規接続時の応答 

新規に i . LINK 機器を接続したときに、接続された i.LINK 
機器を入力に割り当てる機能に入るか入らないかを設定 
します 0 

( n 丄 INK 設定」イ新規接続時の応答」） 



選択項目：する、しない 

r する」： 

新規接続時に、どの入力に割り当てるかを問い合わせるメッセー 
ジを表示して、割り当てる機能に入ります。 

r しない」： 

新規接続時に、入力に割り当てる機能には入らす 、 MULTI CH 
INPUT (マルチ CH 入力)に割り当てます。 
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し LINK 機器を活用する 


入力のね0友て 

登録されている i . LINK 機器を、入力に割り当てます。各 
入力(フオノ〜補助入力)とマ j レチ CH 入力に割り当てる 
ことびでさます。 

( n 丄 INK 設定」一 r 入力のわりあて」） 



1 A / V 丰一を巧して、入力を割り当てる機器 
を選び、1>丰一を巧ず 


2 A / V 丰-を巧して、入力を選び 、 ENTER 
丰一を巧ず 

選択項目：フオノ、チューナー、 CD 、 CD - R 、 MD / テー 

プ、 DVD 、 DTV / LD 、 ケーブル TV 、 衛星放送機 
器、ビデオデッキ1、ビデオデッキ2、ビデオレ 
コーダー、補助入力、マルチ CH 入力 


自動再生 

INPUT SELECT 日 R で i . LINK 機器を選んだときに、そ 
の機器を自動再生するかしないかを設定します。また、 
i . LINK 機器側で再生を始めたときに、本機の入力を自動 
的に切り替えるかどラかを設定します。 

( n 丄 INK 設定」一 r 自動再生」） 



選択項目： Z 90 プレーヤー、 Z 9 ープ レーヤー、 Z 9 -プ 
レーヤー、 Z 9 X プレーヤー 

rz 9 轉プレーヤー」： 

INPUT SELECT 日 R で選んだ i . LINK 機器を自動再生します。ま 
た、 i . LINK 機器を再生すると、自動的に本機の入力を切り替えま 
す。 

rz 9 ープレーヤ ー 」： 

INPUT SELECT 日 R で選んだ i . LINK 機器を自動再生します。 

rz 9 -プレーヤ ー 」： 

i . LINK 機器を再生すると、自動的に本機の入力を切り替えます。 

rz 9 x プレーヤ ー 」： 

INPUT SELECT 日 R で選んだ i . LINK 機器を自動再生しません。 
また、 i . LINK 機器を再生しても、自動的に本機の入力を切り替え 
ません。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 
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し LINK 機器を活用する 


表巧メッセージについて 

が態表示メッセージ 

本機の状態を本体ディスプレイに表示します。 


メッセージ 

内容 

Link Check 

i . LINK 機器を認識中に表示されます。 

No Name 

接続した i . LINK 機器からモデル名び取得できない場合に表示されます。 

No Vendor Name 

接続した i . LINK 機器からメーカー名び取得できない場合に表示されます。 


エラーゾツセージ 


接続や登録時に、問題びある場合に本体ディスプレイに表示されます。 


メッセージ 

原因 

対策 

Bus Full 

1394 バスの伝送帯域びいっぱいな状態で、データの送 
受信びでさない状態です。 

使っていない i . LINK 機器を取り外すと、解消される場合 
びあります。 

本機と、再生したい i . LINK ( AUDIO ) 機器との間に 、子一 
夕転送速度び遅い ( S 1 日日または S 2 日日) i . LINK 機器び接 
続されている場合は、本機と i . LINK ( AUDIO ) 機器を直接 
接続するように、 i . LINK 機器の接続順を変更すると、解 
消される場合びあります。 

Cannot Link 

接続び不完全なため、接続した i . LINK 機器を認識でさま 
せん。 

すべてのし LINK 機器に、正しく IEEE 1 394ケーブルび 
接続されているか確認してください。 

Hop Over 

ディジーチェーン接続をしている場合に、両端の i.LINK 
機器間の接続台数び、]已台を超えています。 

両端の i . LINK 機器間の接続台数び、] 5台！;(下になるよ 
うに、 i . LINK 機器を取り外してください。 

ツ U —接続にしてみてください。 

Loop Connect 

i . LINK 機器との接続びループ接続(信号を出力した機器 
に同じ信号び戻ってくるような接続)になっています。 

IEEE 1 394ケーブルを取り外し、接続しなおしてくだ 
さい。 

Node Over 

i . LINK 機器の接続台数び、本機を含めて63台を超えて 
います。 

i . LINK 機器の接続台数び、本機を含めて63台1；(下にな 
るように、 i . LINK 機器を取り外してください。 








音場す回グ冒ム按ついて 


Hi-Fi DSP 音場プ□グラム 


プログラムと特長 

. CD などのステレオ音楽ソースに最適なプ□グラムです。 

. フ□ント L / R スピーカーの他に4本のエフェクトスピーカー(プレゼンス L / プレゼンス R / サラウンド L / サラウン 
ド R ) で音場を再現します。 

-入力信号に応じて各種デコーダーび使用されます。 


广キ— 

プ□グラム 

サブプ□グラム 

特長または最適ソース 

STEREO 

1 11 

ステレオ 

9ch ステレオ 

広いエ U アで音楽を楽しめる音場 

HALL 1 

I 2 I 

コン ヴー トホール] 

ミュンヘン A 

広く奥行さのあるホーレの音場 


ミュンヘン巨 

天井び高いシューボックス型ホーレの音場 

フランクフルト 

縦長で力強い響さびあるホールの音場 

シュトゥットガルト 

大胆な左ち非対称形のホールの音場 

ウィーン 

響さび豊かなち巧的な中ホールの音場 

アムステルダム 

響さび豊かなち巧的な大ホールの音場 

HALL 吕 

( 3 I 

コンサートホール 2 

USA ホール A 

中高域の響さび豊かな大ホールの音場 


USA ホール B 

半円形のドーム型天井を持つ大ホールの音場 

ライブコンサート 

響さび豊かな、広大な円形ホールの音場 

CHURCH 

( 4 ) 

チャーチ 

東京 

適度な残響感を伴ラ教会の音場 


フライブルグ 

非常に長い残響時間を持つ教会特有の音場 

□ワイヨーモン 

中世の美しいゴシック建築の修道院食堂大広間の音場 

JAZZ 

(曰） 

ジャズクラブ 

ビレッジゲート 

広いフ□アを持つニューヨークの著名なライブ八ウスの音場 


ビレッジバンガード 

ニューヨークの著名なジャズクラブの音場 

ボトムライン 

ニューヨークで話題のライブ八ウス r ヴ-ボトム-ライン」の音場 

ROCK 

I 6I 

□ックコンサート 

□キシーシアター 

□サンゼルスのホットな□ックライブ八ウスの音場 


□フ h 

コンク U —卜造りの倉庫の音場 

ァ U - ナ 

広大なア U —ナの音場 

ENTERTAIN 

( 8 |l 

エンターテイメント 

ディスコ 

ホットなディスコの雰囲気を再現する音場 

V 

パーティ 

ホームパーティーでの BGM を、自然に演出する音場 

J 
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音場プ□グラムについて 


ステレオ 


サブプ□グラムと特長 

仮想音源分布 

エコー パターン 

9 ch ステレオ 

後ちからち直接音び聴け、広いエ U アで楽しめる効果び特徴のホームパー 
ティーを演出する音場プ□グラムです。スピーカーの設定により、最大9つ 
のスピーカーから音び出力されます。 





コン ヴー ト ホー ル1 

サブプ□グラムと特長 

仮想音源分布 

エコー パターン 


ミュンヘン A 

ヨー□ッパに多くみられる内装材にシックな木の内張りび使われた、ミュン 
ヘンにある2已日日席程度のコンヴートホールです。繊細な美しい響きび豊か 
におびり、落ち着いた雰囲気を持っています。座席の位置は、 ] 階の中央左 
寄りです。 


ミュンヘン B 

欧米のオーケストラの録音にしばしば使われる、] 3日日席程度のシューボッ 
クス型コンサートホールです。大理石で造られているため、響さびフラット 
で、また天井び高いため、残響時間び比較的長いのび特長です。 


フランクフルト 

内装材び木製のフランクフルトにある24日日席程度のシューボックス型コン 
ヴートホールです。ステージ上方のマホガニー色に塗装された幾層もの反射 
板によって、ステージち向からの反射音び強<、直接音び増強される傾向に 
あり、力強い響さび特長です。座席の位置は]階中央ち寄りです。 


シユトウツトガルト 

大胆な非対称形の、シユトウツトガルトの中む街にある2日日日席程度の大型 
コンヴートホールです。ステージに向かって左側にコンク U —卜の壁びあ 
り、そのち向からの反射音び強く感じられます。 


ウイーン 

17日日席程度のウィーンの伝統的なシューボックス型の中規模コンサート 
ホールです。周囲の柱や彫刻により、全ち向からの複雑な反射音を生み出し 
ています。豊かな響さび特長です。 


アムステルダム 

アムステルダムの広幅化したシューボックス型の大ホールで、サークルス 
テージ、 ステージバック席びあり客席は22日日程です。 
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音場プ□グラムについて 


コン ヴートホー ル2 


サブプ□グラムと特長 


仮想音源分巧 


エコーパターン 


USA ホール A 

ヨー□ッパの伝統をふまえて設計された、ボストンにある大規模なコンヴー 
トホールです。客席数は26日日席程度で、内装はよりシンプルにまとめら 
れ、アメ U 力的な処理び感じられます。中高音の豊かな響さび特長です。 



USA ホール B 

シカゴにある26日日席程度の半円形ドーム型天井を持つ大型コンヴートホー 
ルです。残響時間び長めで、豊かな残響を感じることびでさます。またス 
テージ上ちにつり下げられた反射板により、ステージち向からの反射音び強 
<なっています。 



ライブコンサート 

円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲に反射音びおびり、サラ 
ウンド感び強く、豊麗な響さび特長です。 





チヤ—チ 


サブプ□グラムと特長 


仮想音源分布 


エコーパターン 


ず巧 

残響時間2.己秒と適度な残響音を伴ラ教会の音場感です。パイプオルガンや 
教会音楽などの再生に適しています。 



フライブルグ 

ドイツ南部の12日 m 近い尖塔を持つ大きな教会です。石を積み上げて造られ 
ており、天井び高く、細長い空間を持っています。残響時間は非常に長くな 
りますび、逆に初期反射は少なくなります。そのため、直接音の厚みはをり 
ありませんび、響さび多く、教会特有の音場を再現します。 


1/ゾ 


^ も-,. 子ぶ 

隱 


f ■俄み, 


— 


□ワイ ヨー モン 

パ U 近郊□ヮイヨーモンにある美しい中世ゴシック建築の修道院の食堂大広 
間の音場です。天井をささえる石せごとに構成されるドーム状の多くの天井 
空間に残響び響さあい、余韻の美しい音場です。 



本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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音場プ□グラムについて 


ジャズクラブ 


サブプ□グラムと特長 


ビレッジゲート 

ニューヨークにあるライブ八ウスで、比較的広いことからルホールのよラな 
響さです。ステージに向かい中央左寄りの音場です。 


ビレッジバンガード 

ニューヨークの7番街にあるジャズクラブです。天井び低く、狭い室内の角 
にあるステージ付近に強い反射音び集中しています。 


ボトムライン 

ニューヨークで話題のライブ八ウス「ヴ-ボトム-ライン」のステージ正面の 
音場です。フ□アは3日日席ある左ちに幅広い客席で占められ、 U アルでライ 
ブな音場です。 


仮想音源分布 



エコー パターン 





□ツク コンサート 


サブプ□グラムと特長 


□キ シー シアター 

□サンゼルスにある□ック系ライブ八ウスで、客席は最高時で約46日程で 
す。客席中央左寄りの音場です。 


□フト 

ソーホーの□フトを思わせるコンク U —卜の空間です。壁面からの反射音は 
比較的明瞭で、エネルギッシュな音場です。 


ア U - ナ 

広いア U —ナの音場です。 


仮想音源分布 



エコー パターン 
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音場プ□グラムについて 


エンターテイゾント 


サブプ□グラムと特長 


仮想音源分巧 


エコーパターン 


テイス J 

ディスコミュージックに包まれる、乗りの良い音場空間を演出するプ□グラ 
ムです。 



ハ-アイ 

後方からも直接音び聴け、広いエ U アで楽しめる効果び特徴のホームパー 
ティを演出する音場プ□グラムです 



本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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音場プ□グラムについて 


CINEMA DSP 音場プ□グラム 


CINEMA DSP 音場プ□グラムのヴウンドデザイン 

映画製作者の意図するサウンドは、セ U フは明瞭にスク U —ン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさらにその 
奥におびり、そしてサラウンドは視聴者を取り囲んでスク U —ンの映像と一体になるようにデヴインされています。 
ヤマ八 DSP を AV 再生用に進化させたプ□グラムびに INEMA DSP 音場プ□グラム」です。映画サラウンドデコー 
ダーであるドルビープ□□ジック、ドルビーデジタルや DTS 、 また巳 S デジタル放送の音声フォーマットである 
AAC などの各デコーダーとヤマ八 DSP を融合し、映画のヴウンドを最良の状態でデヴィンするダビングステージ 
(最終的な映画のサウンドデヴインを完成させるファイナルミックス)でのクオ U テイを AV ルームに再現するサラ 
ウンド音場です。 

CINEMA DSP 音場プ□グラムでは、フ□ント L / センター/フ□ント R チヤンネルにもヤマ八 DSP 処理を加えるこ 
とで、視聴者はセ U フの実在感や効果音、音楽の奥行さ感とともに、スムーズな音源の移動感とスク U —ンまで回 
り込むサラウンド音場に包まれます。 



2音場 

CD やビデオテープなどの、ス 
テレオ ソースを マト U クス処 
理し、前方のプレゼンス音 
場、後方のサラウンド音場を 
付加します。 


。音!^ 

ドルビーデジタル、 DTS など 
の己.1チヤンネル ソースに 対 
して、前方のプレゼンス音場 
と、後方の左ちそれぞれに独 
立したサラウンド音場を付加 
し 9 〇 


4:日：!^ 

ドルビーデジタル EX 、 DTS- 
ES など最新の 6.] チャンネル 
ソースに対応して、3音場に 
サラウンドバック音場を加え 
た、4つの音場を付加しま 
す。 


プレゼンス音場 プレゼンス音場 



サラウンド音場 サラウンド L 音場 サラウンド R 音場 


プレゼンス音場 



サラウンド L 音場 サラウンド R 音場 

サラウンドバック音場 
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音場プ□グラムについて 


プ□グラムと特長 

-入力信号に応じて、各デコーダーおよび方向性強調回路び使用されます。 

. センタースピーカーを使用した場合は、良好なセンター定位び得られます。 

. フ□ント L/R スピーカーわ方向性強調に信号処理された出力になります。 

. プレゼンス音場処理によって画面奥行さへの音場表現び得られます。さらに、サラウンド音場処理によってス 
ケールの大さなサラウンド感び得られます。 

-入カモードび「自動判別」に設定されている場合、「ムービーシアター」プ□グラムと「サラウンド」プ□グラムでは、 
ドルビーデジタル、 DTS または AAC 信号び入力されると、音場プ□グラムは自動的にドルビーデジタル再生用 
音場、 DTS 再生用音場または AAC 再生用音場に切り替わります。 


广キ— 

プ□グラム 

サブプ□グラム 

特長または最適ソース 

MUSIC 

い1 

ミュージックビデオ 

ポップ/□ック 

□ック、ジャズなどのライブコンサートを再現する音場 


DJ 

DJ の1-ークをク U アに再現する音場 

クラシック/オペラ 

ステージの臨場感と、音楽の美しさを演出する音場 

パビ U オン 

丸天井の大さな空間を持つ音場 

ENTERTAIN 

( 8 1 

エンターテイメント 

TV スポーツ 

ノ くラエティやスポーツ中継番組に適用範囲の広い音場 


モノムービー 

往年のモノラル映画を自然に再生する音場 

ゲーム 

TV ゲームの軽快なノ U をさらに加速させる、痛快なテンポの音場 

MOVIE 

1曰） 

ムービーシアター 

スペクタクル 

7日 mm 大画面のスペクタクルな音場 


サイフアイ 

最新の SFX 映画をクールに楽しめる音場 

アドベンチヤー 

アドベンチャー映画を大迫力で楽しめる音場 

ジェネラル 

情緒的な映画を柔かく再現する音場 

皿 /DTS 
[ +10 1 

サラウンド 

エン八ンスト 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号に音場効果を与える 

J 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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音場プ□グラムについて 


S ユージックビデオ 


サブプ□グラムと特長 


ステレオ入力時 ドルビーデジタル、 DTS 及び AAC 入力時 


ポップ/□ック 

□ック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。サラウンド音場 
に広いホールのデータを使用しているため、間接音成分び豊かに回り込み、 
スク U —ン周囲への映像空間、音場空間びいっぱいにおびり、熱狂的な雰囲 
気にひたれます。 


DJ 

プレゼンス音場にオペラ八ウス系、サラウンド音場にはコンサートホールの 
データを使用しています。ディスクジョッキーの!-ークはク U アに、音楽は 
音場感豊かに楽しめます。 


クラシック/オペラ 

響さの量を適度に抑えてあり、声の奥行さ感、明瞭度に優れています。オペ 
ラではステージでの定位や臨場感とともに、オーケストラボックスの響さび 
眼前にくり広げられます。サラウンド音場は控えめなびら、コンサートホー 
ルのデータを使用することで音楽の美しさを演出。長時間のオペラちのでち 
疲れません。 


パビリオン 

ボーカルは明瞭で実在感びあり、大さくおびりのある空間を感じさせる音場 
です。やや遅れてくる多くの残響は、パビ U オン独特のライブ感ある音場を 
再現し、熱狂的なコンサートシーンを盛り上げます。 
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音場プ□グラムについて 


エンターテイゾント 


サブプ□グラムと特長 


ステレオ入力時 


ドルビーデジタル、 DTS 及び AAC 入力時 


TV スポーツ 

プレゼンス音場は狭めてあるび、サラウンド音場にはコンヴートホールの 
データを使用しており、様々なバラエティや中継番組に、適用範囲の広い音 
場効果を再現。スポーツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に定位し、 
歓声や場内の雰囲気は周囲へとおびります。後ち回り込みは適度に抑えてあ 
るので、長時間使用しても違和感びありません。 




モノ ムーヒー 

ちいモノラル名作映画専用のポジシヨンです。オペラノ Vウス系のプレゼンス 
音場と適度な残響処理により、往年の名作映画のモノラル音声び臨場感を 
持って再生されます。 




ザ' し 

モノラル、ステレオを問わず、ゲームサウンドにビビッドな奥行さとヴラウ 
ンド感を与え、迫力と臨場感のあるゲームび楽しめます 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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音場プ□グラムについて 


ムービーシアター 


サブプ□グラムと特長 


ステレオ入力時 


ドルビーデジタ jkDTS 及び AAC 入力時 


スペクタクル 

70 mm 映画の大画面シアターそのものの超ワイドな空間に映画の空気びその 
ままを在するよラなスペクタクルな音場です。微妙な音の響さまでも再現す 
る表現力をもち、映像と空間に今までにない U ア U ティを生み出します。 
7日 mm 映画初期の作品から最新のドルビーデジタルソフトおよび DTS ソフ 
卜まで、幅広くスペクタクルな世界び楽しめます。 


サイフアイ 

最新の SFX 映画のサウンドデヴインをセ U フと音楽効果音にクールに描き分 
け、静けさの中に広大なシネマ空間を演出します。高度なテクニックを駆使 
したドルビーステレオ、ドルビーデジタル、 DTS ソフトまで、ヴイエンス- 
フ ィク シヨ ンの世界を仮想空間音場で楽しめます。 


アドベンチヤー 

最新の映画ヴウンドデヴインを最高に再現するプ□グラムです。7日 mm / ド 
ルビーデジタル、 DTS および AAC マルチトラックにデヴィンされた演出を忠 
実に再現するととちに音場プ□グラム自体の響さをでさるだけ抑え、響さを 
デッドにした最新の映画館とコンセプトを同じにしています。プレゼンス音 
場に、オペラ八ウス音場データを使用。会話の定位、立体感に優れていま 
す。サラウンド音場にはコンサートホールのデータを使用、力強い響さとと 
もにアクション、アドベンチヤーなどのデヴィンされたヴウンドを明確に再 
現し、痛快な臨場感をもたらします。 


、を 

■ — ■ 

な 

； _ J 



ジェネラル 

70 mm / ドルビーデジタル、 DTS および AAC マルチトラックのヴウンドを再 
現するプ□グラムで、全体に柔らかいおびり感のある響さび特長です。プレ 
ゼンス音場はやや狭い印象で、セ U フの響さを抑え明瞭度を損なわずにスク 
U —ン周囲とスク U —ンの奥に立体的に再現されます。サラウンド音場は後 
ちの広い空間に音楽やコーラス等の八ーモニーび美しく響く印象です。 


サラウンド 


サブプ□グラムと特長 


エン八ンスト 

ドルビーサラウンド、 DTS サラウンドまたは AAC サラウンドの才 U ジナル定 
位を乱すことなく、正確なデコード動作と DSP 処理を行います。3己 mm 映 
画館のマルチヴウンドスピーカーを、より理想的なものへシミュレーション 
した音場です。サラウンド音場は、視聴者を左ち後方から美しい響さで包み 
込みます。そのため、音の移動は後方から左ち、スク U —ンに自然につなび 
り、映画制作側の意図する効果を再現します。 
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音場プ□グラムについて 


ストレートァ」ード _ 

本機には下記のデコーダーび搭載されています。 

. マルチチャンネルソース用の、ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC デコーダー 

-サラウンドバックチャンネル音声再生用の、ドルビーデジタル EX 、 ドルビープ□□ジック llx 、 DTS - ES デコー 
夕、 — 

. 96 kHz /24 bit の高音質再生用の DTS 96/24デコーダー 

- ドルビーサラウンドと2チャンネルソース用の、ドルビープ□□ジック、ドルビープ□□ジック II 、ドルビープ □ 
□ジック 11ん DTS Ne 日： 6 デコーダー 


音場効果をかけすに、元の音で再生したい場合は、「サラウンド」プ□グラムの、「スタンダード」モードを選んでく 
ださい。 


f 卜 

プ□グラム 

サブプ□グラム 

特長または 最適 ソース 

皿 /DTS 

J +10 j 

サラウンド 

スタンダード 

ドルビーデジタル、 DTS、AAC 信号を忠実に再現 

J 


- IJ モコンの STRA に HT/EFFECT キーを巧して、ストレートデコードモードに切り替えることもでさますに日ページ)。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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ソースの 原音 
/初期反射音 



ル 1 ms -X 99 ms 


音場空間の大きさ 

空間のおびり感をコント□ールするパラメーターです。値を大きくするほど広い空間(部屋)になり、値をルさくす 
るほど狭い空間になります。音び反射を繰り返すとさ、壁と壁の間び広い大さなホールほど、反射音と反射音の時 
間的な間隔び長くなります。このことから、反射音同±の時間間隔をコント□ールすれば、おびり感を変えること 
びでさるといラことになります。 ] .□で実測値そのまま、2.□にすると、一辺の長さび倍の空間になります。 

可変範囲：日.1〜2.日 


ソースの 原音 



パラメー ター ガイド 

音場プ□グラムごとに DSP 処理の構造び違います。下のパラメーターはすべての音場プ□グラムで設定でさるわ 
けではありません。 

エフェクト量の加減 

エフェクト音全体のレベルを微調節するパラメーターです。 

巧変範囲： 一6 〜 +3 d 巨 

ディレイ 

直接音から初期反射音び始まるまでの時間(遅延時間)をコント□ールするノ（ラメーターです。初期反射音の遅れは、 
音源と反射面との距離によって決まります。つまり、遅延時間を短くすると、音源び壁面に近づいた感じになり、 
逆に遅延時間を長くすると、音源は壁面から離れた感じになります。ディレイを調節することにより、ソースの原 
音から周りの壁までの距離感、空間の大ささ感、音像のでさかた等びコント□ールでさます。 

巧変範囲：]〜 99 ms 


レベル 



レベル 


レベル 


レベル 
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音場プ□グラムパラメーターについて 


ソースの 原音 

初期反射音 



後部残響音 



後部残響音 



ル日 大1日 

歹美響時間 

後部残響音び減衰していく時間をコント□ールするパラメーターです。約] kHz の残響音び6日 dB 減衰するのにか 
かる時間を基準にしています。値をルさくするほど、残響音び早く減衰します。残響時間を調節することにより、 
デッド気味のソースや U スニン グルームに少し長めの残響時間を設定したり、逆にライブ気味のソースや U スニン 
グルームには、短い残響時間を設定して自然な残響音となるようにコント□ールすることびでさます。 

巧変範囲：].日〜己.日 S 


響きの強さ 

初期反射音の減衰特性を決めるパラメーターです。値を大さくするほど、反響び多くライブな音場になり、値をル 
さくするほど反響び少ないデッドな音場になります。実際のホールでのライブ感/デッド感は、反射面の吸音特性 
によって決定され、反射音の減衰び早ければデッドに、遅ければライブに感じられます。 

巧変範囲：日〜1日 


残響時間 残響時間 残響時間 


残響音短 





残響音長 

図 来 


m 



図 ™ — 


◄ - ► 

ル1.日 S 大已.日 S 



レベル 


間 

寺 


レベル 


間 



デ」 


剛 


レベル 


醜、 


本機について 


いろいろな再生のしかた 
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ソースの 原音 



残響音の強さ 



サラウンドの遅れ 

サラウンド信号の遅延時間を調節します。 

巧変範囲：日〜1己 ms 

初期化 

変更したパラメーター（「デコーダ選択」パラメーターを除く）の設定値を、元に戻します。 

選択項目：する、しない 

サラウンド音場の遅れ 

直接音とサラウンド音場との時間遅れをコント□ールするパラメーターです。値を大さくするほどサラウンド音場 
び遅れて発生します。 

巧変範囲：]〜 49 ms 

サラウンド音場の広さ 

サラウンド音場のおびり感をコント□ールするパラメーターです。値を大さくするほど、サラウンドの音場空間び 
拡がります。 

可変範囲：日.1〜2.日 


音場プ□グラムパラ JX —夕一について 

歹美響音の遅れ 

残響音び発生し始めるまでの時間です。値を大さくするほど、残響音び最初の初期反射音より遅れて発生するよラ 
になります。同じ残響時間でわ、残響音の遅れを長くしていくと大さな空間の残響感になります。 

巧変範囲：日〜2已日 ms 



歹美響音の強さ 

後部残響音のレベルをコント□-ルするパラメーターです。値を大きくするほど後部残響音のレベルび大きくなり、 
余韻び強く感じられます。値をルさくするほど後部残響音のレベルびルさくなり、余韻び弱く感じられます。 
可変範囲：日〜1日日％ 


レベル 
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音場プ□グラムパラメーターについて 


サラウンド音場の響き 

サラウンド音場の減衰量をコント□ールするパラメーターです。値を大さくするほど、サラウンド音場の響さび強 
くなります。 

巧変範囲：日〜1日 

サラウンドバックの遅れ 

直接音とサラウンドバック音場との時間遅れをコント□-ルするパラメーターです。値を大きくするほどサラウン 
ドバック音場び遅れて発生します。 

巧変範囲：]〜 49 ms 

サラウンドバックの広さ 

サラウンドバック音場の拡がり感をコント□-ルするパラメーターです。値を大きくするほど、サラウンドバック 
の音場空間びおびります。 

EX / ES デコーダーびオンのとさのみ有効です。 

可変範囲：日.1〜2.日 

サラウンドバックの響き 

サラウンドバック音場の減衰量をコント□ールするパラメーターです。値を大さくするほど、サラウンドバック音 
場の響さびつよくなります。 

EX / ES デコーダーびオンのとさのみ有効です。 

巧変範囲：日〜1日 

センター音量 

「9 ch ステレオ」でのセンターチヤンネルの出カレベルを調節します。 

可変範囲：日〜1日日％ 

サラウンド左音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンド L チヤンネルの出カレベルを調節します。 

可変範囲：日〜1日日％ 

サラウンドち音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンド R チヤンネルの出カレベルを調節します。 

可変範囲：日〜1日日％ 

サラウンドバック左音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンドバック L チヤンネ j レの出カレべ j レを調節します。 

可変範囲：日〜1日日％ 

サラウンドバックち音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンドバック R チヤンネルの出カレベルを調節します。 

可変範囲：日〜1日日％ 

サラウンドバック音量 

「9 ch ステレオ」でのサラウンドバックチヤンネルの出カレベルを調節しますけラウンドバックスピーカーを]台だ 
け使ラ場合のパラメーターです)。 

巧変範囲：日〜1日日％ 
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音場プ□グラム パラメーター について 


プレゼンス左音量 

「9 ch ステレオ」でのプレゼンス L チヤンネルの出カレベルを調節します。 
可変範囲：日〜1日日％ 


プレゼンスち音量 

「9 ch ステレオ」でのプレゼンス R チヤンネルの出カレベルを調節します。 
可変範囲：日〜1日日％ 


パノラマ 

「プ□□ジック n ミュージック」および「プ□□ジック nx ミュージック」でのフ□ント音場のおびり感を調節するパ 
ラメーターです。フ□ント L / R の音声を左ちに大さく回り込ませることで、サラウンド音場につなびるよラなおび 
り感を得ることびでさます。 

可変範囲：オン/オフ 


センターの広がり 

「プ□□ジック n ミュージック」および「プ□□ジック nx ミュージック」でのセンター音声の左ちへのおがりを調節 
するパラメーターです。センターからの音声を、好みに合わせて左ちに振り分けることびでさます。日にするとセ 
ンターのみ、7にするとフ□ント L / R のみからセンター音声び出力されます。 

巧変範囲：日〜7 


ディメンション 

「プ□□ジック n ミュージック」および「プ□□ジック nx ミュージック」でのフ□ント音場とサラウンド音場のレべ 
ル差を調節するパラメーターです。再生するソフトによって生じる、フ□ントとサラウンドのレベル差を調節して、 
好みのバランスにすることびでさます。一にするとサラウンド側、+にするとフ□ント側び強くなります。 

巧変範囲： _3〜 STD 〜+3 


センターイメージ 

「ネオ6ミュージック」でのフ□ント音場のおびり感を調節するパラメーターです。値をルさくするとフ□ント音場 
のおがりび大さくなり、大さくすると狭く（センターへの定位び強く）なります。 

巧変範囲：日〜1.日 


セリフの位置調整 

会話など、中央に定位する音の、定位位置(上下方向)を調節するパラメーターです。値をルさ<すると音び下方に 
定位し、大さくすると上方に定位します。 

巧変範囲：日〜己 


デコーダ選択 

「ムービーシアター」、 「 THX シネマ」および「サラウンド」で再生するとさに、2チヤンネルソースをマルチチヤンネ 
ル化するためのデコーダーを選びます。 

選択項目：プ□□ジック、プ□□ジック n 、 ネオ6、プ□□ジック nx (「ムービーシアター」、 「 THX シネマ」および「サラウンド/エン 
八ンスト」で再生時） 

プ□□ジック、 PLn ムービー、 PLn ミュージック、 PLn ゲーム、ネオ6シネマ、ネオ6ミュージック、 pliix ムービー、 
PLn X ミュージック、 PLn X ゲーム （ 「サラウンド/スタンダード」で再生時） 
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パ ラゾーター 2: レベル 

0.5 服ごとに、 一2 □服から+ 6服の間で、巧変させることびできます。 



本機に拾載の視聴環境最適化システム「丫 PA0」 (丫 amaha Parametric Room Acoustic 日 ptimizer) では、パラ 
メト ij ックイコライヴーを使用して周波数特性を補正しています。周波数、レベル、 Q ファクターの3つのパラメー 
ターを組み合わせて、より精度の高い周波数特性の補正を行っています。 

パラメーター1 ■■周液数 

1/3オクターブごとに、 63Hz から 16kHz の間で、巧変させることびできます。 


がコ別-. 


N 圭芭 

N 圭8 

N 圭寸 

N 圭 N 

Ni 广 

NH § 

NH 0 巧 

NH 巧！. 

N ェ £9 



本機について いろいろな再生のしかた 設定を変更する 才 U ジナルの U スニング震をミる リモ n ンを使いこなす 便利な機能 
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パラメトリックイコライザーについて 


3つのパラメーター(周波数、レベル、 Q ファクター)を組み合わせて設定でさるイコライヴー素テにより、周波数特 
性を最適に補正します。本機は、このイコライヴー素テを、 ] チャンネルにつさ1□個持っています。 

複数のイコライヴー素テを使ラことで、 ] 個のイコライヴー素テでは補正しされない周波数特性(図- 1) わ、最適に 
補正することびできます(図-2)。 


図-1 


レベル 



周波数 


図-2 


レベル 



周波数 


パラゾーター3: Q ファクター 

Q ファクターとは指定された周波数帯域の、帯域幅のことです。日.5から]日の間で、巧変させることびでさます。 



N エ >191. 

N 圭 8 

N 圭寸 
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iUNK とは、世界業界標準規格である IEEE1394 規格に 
準じた、高速かつ双方向のデジタルインターフェースで 
す。本機は n 丄 INK(AUDICD)」 (し LINK を使用した才一 
ディ オ信号) に対応しています。 

本機と i . UNK ( AUD の)対応機器と对 EEE 1394ケーブ 
ルで接続することで、 DVD オーディオやスーパーオー 
ディオ CD などの高品位マルチチャンネルオーディオ信 
号や、 S/P DIF による2チヤンネルの U ニア PCM およ 
びマルチチャンネルの圧縮オーディオ信号、さらにドル 
ビーデジタル、 DTS などのサラウンドフオーマットの 
オーディオ信号を、すべて一本のケーブルだけでやりと 
りすることびでさます。 

i.LINK では、デジタル化されたデータを、デジタルのま 
ま劣化させることなく他の機器に伝送できるため、著作 
権保護技術 (DTCP: Digital Transmission Content 
Wotection) び用いられています。この著作権保護技術 
により、従来 S/P DIF などでデジタル伝送していなかっ 
た DVD オーディオやスーパーオーディオ CD といったマ 
ルチチャンネルの高品位な非圧縮 （U ニア PCM) オー 
ディオのデジタル伝送を可能にしました。 

著作権保護システムは、本機と i.UNK(AUDICD) 対応機 
器との間で機器認証を行い、対応機器からの暗号化され 
たオーディオ信号を、本機で暗号を解除することにより 
受信します。 




IEEE] 394は、標準化組織である米国電テ電気技術協会 (IEEE: 
The Institute of Electrical and Electrics Engineers, Inc) で 
標準化された国際標準規格の番号で、高速シ U アルインターフエー 
スの名称です。 

^ごを意- . 

. 本機では、ビデオ信号に対応している機器のデータのやりと 
りを行うことはでさません。ビデオ信号に対応している機器 
には、「し UNK(VDE 日)」や 「DV」 と表記されています。 

-著作権保護されたコンテンツを本機で受信するためには、再 
生する対応機器び DTCP 方式の著作権保護技術に対応してい 
る必要びあります。 


本機は、 IEEE 1 394a 規格である S 1 00(1 日日 Mbps)、 
S200(200Mbps)、S400 (400Mbps) の3種類の転 
送レートに対応してし^ます。 S100/S200/S400® 
異なったデータの転送速度は、接続した機器間で混在す 
ることび巧能です。ただし、転送速度び遅い機器を経由 
する場合は、その機器の転送速度の制限を受けます。 

例えば、3台の i.UNK(AUD の)対応機器を接続している 
場合に、両側の機器び S4 日日まで対応しており、間の機 
器び S1 日日しか対応していないときは、両側の機器同± 
を直接接続すれば S4 □□でのデータ転送び可能ですび、 
間の S 1日□対応機器を経由して接続した場合には、機器 
間のデータ転送は、すべて S1 日□で行われます。でさる 
だけ最大転送速度び同じ機器同±を並べて接続すること 
をおすすめします。 

S 100でデータ転送 S 100でデータ転送 



S 400でデータ転送 
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し LINK について 


データ転送プ□トコルについてデジタル音青出力について 


本機の転送プ□トコルは、 AV 機器のための AV プ□トコ 
ル( A & M プ□トコル含む)に対応しています。 

AV プ□トコルの伝送フ ォー マッ トには、オーデイオス 
卜 U - ムを扱う A & M プ□トコルと、 AV スト U - ムを扱 
う DV フオー マツ トや TS フオー マツ ト ( MPEG -2 TS ) び 
あり、本機では A & M プ□トコルに対応しています。 

A & M プ□トコル （ Audi 日 and Music Data 
Transmission Protocol ) は、高音質の才ーディオ信号 
および電子楽器の U アルタイムデータ ( MIDI データ)を 
IEEE 1 394で接続された機器間で U アルタイムにやり 
とりするための規格です。 

广 ごま意- . 

.DVD ビデオの場合、ビデオ/オーディオ信号は TS フォーマッ 
卜で伝送されます。本機は、 TS フォーマットに対応していな 
いので、映像はもとより、音声も再生することびできませ 
ん。 

V_ J 


i 丄 INK で受信したオーディオ信号の内、 IEC 6 日9己8 
フォーマットの 2 chU ニア PCM 信号層テ化ビット数 
] 6 bit /ヴンプ U ング周波数48 kHzl ^(下）、および 
IEC 61937 フォーマットの圧縮オーディオ信号俳 U 二 
ア PCM ) を受信した場合は、デジタル出力することびで 
さます。 

. 著作権保護(暗号化して伝送)されていない S/P DIF 
フォーマットのデータは、すべてデジタル出力可能で 
す。 

. 著作権保護(暗号化して伝送)された S/P DIF フォー 
マットのデータは、量子化ビット数 16 bit / ヴンプ U 
ング周波数 48 kHz を超える U ニア PCM 信号を除いて 
デジタル出力可能です。量子化ビット数 16 bit / サン 
プ U ング周波数 48 kHz を超える U ニア PCM 信号は、 
著作権保護のためデジタル出力を禁止しています。 

广 ご注意- . 

- DVD 才ーディオフォーマット(マルチチヤンネル PCM)、 およ 
びスーパーオーディオ CD フォーマットの信号は、デジタル出 
力でさません。 

V_ J 
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獻薩がな^^つを參 


ご使用中に本機び正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記(外で異常び認められた場合 
や、対処しても正常に動作しない場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグをコンセントから抜いて、お貫 
上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼<ださい。 


ま般 


症が 

原因 

対策 

参照ページ 

電源を入れてちすぐに切れてし 
まラ 

電源コードの接続び不完全。 

電源コードを AC コンセントおよび本体 AC IN 
端テにしっかりと差し込んでください。 

— 


(再度電源を入れたとさに 、 「CHECK SP 
W 旧 ESU と表示されるとき)スピーカーケー 
ブルびショートした状態で電源を入れたた 
め、保護回路により電源び切れた。 

すべてのスピーカーケーブルび正しく接続され 
ているか確認してください。 

準備-接続編 

16. 17 


内部マイコンび外部電気ショック(落雷または 
過度の静電気)、または電源電圧の低下により 
フ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約3日秒 
後にをう一度差し込んでください。 

- 

STANDS 丫 / ON スイッチ 
(SYSTEM POWER キ ー) 対甲 
してち電源び入らない 

電源コードの接続び不完全。 

電源コードを AC コンセントおよび本体 AC IN 
端テにしっかりと差し込んでください。 

準備.接続編 

30 

内部マイコンび外部電気ショック(落雷または 
過度の静電気)、または電源電圧の低下により 
フ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約3日秒 
後にちう一度差し込んでください。 

- 

使用中に突然電源び切れる 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路び 
働さ電源び切れた。 

温度び下びるのを待って、電源を入れなおして 
<ださい。 

— 


オフタイマーび作動した。 

電源を入れて、ソースを再生しなおしてくださ 
い。 

— 

オンスク IJ ーン画面び表示され 
ない 

オンスク U —ン画面を表示しない設定にして 
いる。 

マニュアル設定メニュー「その他の設定：表示 
の設定」の「オンスク U —ン表示」を、「表示す 
る」に設定してください。 

応用操作編 
41 

音声や画像び出ない 

接続び不完全。 

接続を確認してください。 

準備.接続編 

]4〜29 


再生したいソースび、正しく選ばれていな 
い。 

INPUT セレクターや MULTI CH INPUT キー 
で、再生したいソースを正しく選んでくださ 
い。 

基本操作編 
4〜] 3 


スピーカーの接続び不完全。 

接続を確認してください。 

準備.接続編 

16. 17 


音を出すスピーカーび、正しく選ばれていな 
い。 

SPEAKERS A / 目スイッチ （SPEAKERS A / 
B キー）で、スピーカーを正しく選んでくださ 
い。 

基本操作編 
己 


音量び絞られている。 

音量を大さくしてください。 

基械側7 


消音されている。 

U モコンの MUTE キーまたは VOLUME +/- 
キーを押して消音を解除し、音量を調節してく 
ださい。 

基本操作編 

7 


CD - ROM など、本機で再生でさない信号び入 
力されている。 

本機で再生巧能な信号のソースを再生してくだ 
さい。 

— 


オプティマイヴーマイクび接続されている。 

オプティマイヴーマイクを外してください。 

— 

音声び突然出なくなる 

消音した。 

U モコンの MUTE キーまたは VOLUME +/- 
キーを巧して消音を解除し、音量を調節してく 
ださい 

基本操作編 

7 

片側のチャンネレの音声びほと 
んど出ない 

接続び不完全。 

接続を確認してください。また、スピーカー 
ケーブルび断線していないか確認してくださ 
い。 

準備.接続編 
14-29 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 
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故障かな？と思った！ 5 


症が 

原因 

対策 

参照ページ 

エフェクトスピーカー（セン 
ター、サラウンド L / R 、 ヴラウ 
ンドバック L / R ) から音声び出な 
い 

「2 ch ステレオ」または「ダイレクト」で再生し 
ている。 

別の音場プ□グラムを選んでください。 

基本操作編 
4〜] 3 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC 信号で 
エフェクトチヤンネル信号び入っていない 
ソースを再生している。 

別の音場プ□グラムを選んでください。 

基本操作編 
4〜] 3 

センタースピーカーから音声び 
出ない 

センタースピーカーの音量び絞られている。 

センタースピーカーの音量を調節してください。 

応用操作編 
28、72 

マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
力一の設赴の「センター」を、「無」に設定して 
いる。 

お使いのセンタースピーカーに合わせて、「大」 
または r ル」に設定してください。 

応用操作編 
27 

Hi - 円 DSP 音場プ□グラムを選んでいる。 

DSP 処理の仕様により、入力信号のフオー 
マットによっては、センタースピーカーからの 
音声出力びない場合びあります。 

— 

サラウンド L / R スピーカーから 
音声び出ない 

サラウンド L / R スピーカーの音量び絞られて 
いる。 

サラウンド L / R スピーカーの音量を調節してく 
ださい。 

応用操作編 
S 8、 72 

マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
カーの設定 J の「サラウンド」を、「無」に設定し 
ている。 

お使いのサラウンド L / R スピーカーに合わせ 
て、「大」または「ル」に設定してください。 

応用操作編 
27 

「サラウンド」プ□グラムで、モノラルソース 
を再生している。 

別の音場プログラムを選択してください。 

基本操作編 
4〜] 3 

サラウンドバックスピーカーか 
ら音声び出ない 

サラウンドバックスピーカーの音量び絞られ 
ている。 

サラウンドノくックスピーカーの音量を調節して 
<ださい。 

応用操作編 
28、72 

マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
カーの設定 J の「サラウンド」を、 r 無」に設定し 
ている。 

「サラウンド」を「無」に設定すると、自動的に 
「サラウンドバック」も r 無」に設定されます。 
「サラウンド」の設定を、「大」または「ル」に設定 
してください。 

応用操作編 
27 

マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
力一の設赴の 「サラウンドバック」を、 「綱に 
設定している。 

お使いのサラウンドバックスピーカーに合わせ 
て、「大2台」、「ル2台」、「大1台」、「ノ j 、 l 台」の 
いずれかに設定してください。 

応用操作編 
27 

プレゼンス L / R スピーカーから 
音声び出ない 

プレゼンス L / R スピーカーの音量び絞られて 
いる。 

プレゼンス L / R スピーカーの音量を調節してく 
ださい。 

応用操作編 
28、72 

マニュアル設定メニュー r 基本設定：スピー 
カーの設定 J の「プレゼンス」を、 r 使用しない」 
に設定している。 

「使用する」に設定してください。 

応用操作編 
27 

サブウーファーから音声び出な 
い 

マニュアル設定メニュー「基本設定：ヴブ 
ウーファー設定」の「低音出力先」を「フロント 
に出力」に設定したまま、ドルビーデジタ 
ル、 DTS および AAC 信号を再生している。 

「サブウーファーのみ」または「フロン h とサブ 
ウーファー J に設定してください。 

応用操作編 
26 

マニュアル設定メニュー「基本設定：サブ 
ウーファー設定」の「低音出力先」を「サブウー 
ファーのみ」または「フ□ントに出力」に設定し 
たまま、2チヤンネル信号を再生している。 

「フ□ントとヴブウーファー」に設定してくださ 
い。 

応用操作編 
26 

再生しているソースに LFE や低音信号び含ま 
れていない。 

^—^ 、 

— 

ドルビーデジタルまたは DTS ソ 
フトの再生びでさない（本機の 
ディスプレイのドルビーデジタ 
ルまたは DTS インジケーターび 
点灯しない） 

接続したプレーヤーなどの設定び「デジタル 
出力」かつ「ドルビーデジタルまたは DTS 」 に 
設定されていない。 

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、正 
しく設定してください。 

— 

低音の再生不良 

マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
力—の設定」の「ク□スオーバー」び、正しく設 
定されていない。 

お使いのスピーカーシステムに合わせて、正し 
く設定してください。 

応用操作編 
27 

マニュアル設定メニュー「基本設定：スピー 
力一の設定」の設定び、実際のスピーカーシ 
ステムの構成と一致していない。 

お使いのスピーカーシステムに合わせて、各ス 
ピーカーを正しく設定してください。 

応用操作編 
27 
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故障かな？と思った！ 5 


症が 

原因 

対策 

参照ページ 

八ム音び出る 

ステレオピンケーブルの接続び不完全。 

ステレオピンケーブ J レをしっかり差し込んでく 
ださい。 

準備.接続編 
]8〜29 


レコードプレーヤーのアースび SIGNAL 
GND 端テに接続されていない。 

アースコードを本機の S に NAL GND 端テに接 
続してください。 

準備.接続編 
22 

レコードの再生音びルさい 

M C カート U ッジび装着されたレコードプ 
レーヤーで再生している。 

MC へッドアンプまたは MC トランスを介して 
レコードプレーヤーを本機に接続してくださ 
い。 

準備.接続編 

22 

音量を上げることびでさない、 
または音び歪んでいる 

本機の OUT ( REC ) 端テに接続された機器の 
電源び入っていない。 

AV アンプという製品ジャンルの特性上、 OUT 
( REC ) 端テに接続している機器の電源び切れ 
ている場合に、再生音び歪んだり、音量び下 
びったりすることびあります。本機に接続して 
いるすべての機器の電源を入れてください。 

— 

サラウンドと音場効果を付加し 
た音を録音でさない 

サラウンドと音場効果を付加した音は録音で 
さません。 


— 

録音でさない 

デジタル録音時にアナ□グで信号を入力して 
いる。 

デジタルで信号を入力してください。 

— 


本機と再生機器および録音機器びデジタル接 
続されていない。 

デジタル接続をしてください。 

準備.接続編 
]8〜29 


アナ□グ録音時にデジタルで信号を入力して 
いる。 

アナ□グで信号を入力してください。 

— 


本機と再生機器および録音機器びアナ□グ接 
続されていない。 

アナ□グ接続をしてください。 

準備.接続編 
]8〜29 


録音機器によっては、ドルビーデジタル、 
DTS および AAC などのデジタルデータを録 
音でさません。 


— 

音場プ□グラムノ（ラメーターな 
ど、設定を変更でさない 

設定の保護メニューで、設定び保護されてい 
る。 

設定の保護メニューで、設定を変更したい項目 
を、「可変」に設定します。 

応用操作編 
48〜己〇 

セットメニューなどの設定内容 
び消えている 

1週間1 ツ上電源コンセントを抜いていたり、 
外部タイマーび切れたままになっていた。 

1週間じ(上電源コンセントを抜いたままにして 
おくと、内蔵メモ U の内容び消えてしまうこと 
びあります。をう一度設定しなおしてくださ 
い。 

— 

本機び正常に作動しない 

内部マイコンび外部電気ショック（落雷また 
は過度の静電気）、または電源電圧の低下に 
よりフ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約3日秒 
後にをう一度差し込んでください。 

— 

本機に接続している機器にへッ 
ドホンを接続して聴いている 
と、音び歪む 

本機の電源びスタンノ くイ状態になっている。 

本機の電源を入れてください。 

基本操作編 
4〜] 3 

デジタル機器や高周波機器から 
の雑音を受けている 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所 
び近すざる。 

本機をそれらの機器から離して設置してくださ 
い。 

— 

ファンび回る音びとさどさ聞え 
る 

放熱のため、本機内部にはファンび取り付け 
られています。本機内部の温度び上昇したと 
さ、または電源を入れたとさなどに動作しま 
す。 


— 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


すジナル QUKII ング環境をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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故障かな？と思った 5 


1!モコン 


症が 

原因 

対策 

参照ページ 

U モコンで操作でさない 

U モコン操作範囲から外れている。 

本体の U モコン受光部から 6 ml ； (内、角度 
3ぴ内の範囲で操作してください。 

準備.接続編 

10 

受光部に日光や照明（インノ（一ター董光好や 
スト□ボライトなど)び当たっている。 

照明、または本体の向さを変えてください。 

— 

乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

準備.接続編 

9、10 

外部機器び U モコンで操作でさ 
ない 

操作する機器び選ばれていない。 

入力選択キーを巧して、操作したい機器を選 
ぶ。 

応用操作編 
6] 〜64 

メーカーコードび正しく設定されていない。 

メーカーコードを設定しなおすか、同じメー 
力一のコードの中から別のコードを設定してぐ 
ださい。 

応用操作編 
己7 

メーカーコードを正しく設定しても、メー 
カーまたは機器によっては操作でさない場合 
びあります。 

メーカーコードで操作でさない機能は、機器の 
U モコンから本機の U モコンにラーニング(学 
習）して <ださい。 

応用操作編 
己9 

U モコンび新しい機能をラーニ 
ング(学習）しない 

本機の U モコンまたは他の機器の U モコンの 
電池び消耗している。 

電池を交換してください。 

準備.接続編 

9、10 

2台の U モコン間の距離び離れすぎている 
か、近すざる。 

2台の U モコンを己〜]日 cm の距離に配置して 
<ださい。 

応用操作編 
己9 

他の機器の U モコンの信号コードと本機の U 
モコンとの互換性びない。 

ラーニング(学習）はでさません。 

— 

メモ U 容量びいっぱいになっている。 

ラーニングされている機能のうち、不要なをの 
を消去して、メモ U 容量に空さを作ってくださ 
い。 

応用操作編 
70 
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巧麵語巧説 


音声フォーマット編 

ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナ S ックで臨場感豊かな音 
響効果のために、フ□ント L / R チャンネル(ステレオ音 
声)、会話などを再生するセンターチャンネル(モノラル 
音声)、効果音のサラウンドチャンネル ( f ノラル音声) 
の、アナ□グ4チャンネル方式を採用しています。サラ 
ウンドチャンネルの再生域は狭くなっています。 

現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。本機 
内蔵のドルビープ□□ジックデコーダーは、各チャンネ 
ルの音量を自動的に調整して安定させ、音の移動感や方 
向性を強調して、より正確なデジタル処理を行います。 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタ j レは、完全に独立した乃レチチャンネル 
音声を再生でさるデジタルサラウンドシステムです。全 
帯域の音声成分を持つフ□ント3チャンネル(フ□ント L / 
R 、 センター)と、サラウンド2チャンネル(サラウンド L / 
R )、 低音域専用の LFE チャンネルの合計5.]チャンネル 
で構成されます。 

サラウンド2チャンネルびステレオで収録されているた 
め、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動感や周囲 
の環境音びより明確になります。全帯域の5チャンネル 
の幅広いダイナ S ックレンジと正確な音の定位によっ 
て、これまでにない迫力と現実感を再現でさます。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

本機は己1チャンネルのソースに、サラウンドバック 
チャンネ j レを加えて 6. 1チャンネ j レ再生を可能にする、 
ドルビーデジタルサラウンド EX ソフト対応のドルビー 
デジタル EX デコーダーを内蔵しています(サラウンド 
バックチャンネルはサラウンド L とサラウンド R チャン 
ネルから作られます)。 

ドルビーデジタ J レヴラウンド EX で録音された映画のサウ 
ンドトラックを再生する際に、最良の音声を再生でさま 
す。この追加チャンネルにより、特に飛び越えたり飛び 
回ったりといった動さのあるシーンで、よりダイナミッ 
クで U ア j レな動作音をお楽しみいただけます。 

ドルビープ□□ジック II 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分 
離感を保ったまま日.1チャンネル音声に変換します。映 
画用の Movie モード、音楽用の Music モード、ゲーム用 
の Gamef — ドび用意されています。従来の2チャンネ 
ル音声 (f ノラル音声を除く)だけで記録されたちい映画 
も、日.1チヤンネルの迫力ある音声で楽しめます。 


ドルビープ□□ジック llx 

2チャンネルで記録された音声はもちろん、マルチチャ 
ンネルで記録された音声をわ信号処理し、自然な 7.1 
チャンネル音声をフルレンジで再生します。映画用の 
M 日 vief — ド、音楽用の Music モード、ゲーム用の 
Game モードび用意されています。 

DTS (デジタル.シアター.システムズ） 

デジタルサラウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナ□グの映画音声に 
取って代わる日.1チャンネル方式のデジタルサウンドト 
ラックとして開発された最新技術で、世界中の映画館に 
急速に普及しています。この技術を家庭用に調整したわ 
のび、本機で採用している DTS システムです。 

極めて劣化び少なく、ク U アな音質の6チャンネル(フ □ 
ント L / R 、 センター、サラウンド L / R チャンネル、サブ 
ウーファー用 LFEO .] チャンネ j レを加えた 5.] チャンネ 
ル)で構成されています。 

DTS-ES 

本機は己1チャンネルのソースに、サラウンドバック 
チャンネ j レを加えて 6. 1チャンネ j レ再生を可能にする、 
DTSES デコーダーを内蔵しています。己.1チャンネル 
の信号と独立して記録されたサラウンドバックチャンネ 
ル信号を再生する、ディスク U —卜方式と、サラウンド 
L / R チャンみレ信号からヴラウンドバックチャンネル信 
号を生成して再生する、マト U クス方式の2つの方式に 
対応しています。 

DTS - ES で録音された音楽や、映画のサウンドトラック 
を再生する際に、最良の音声を再生でさます。 

DTS Neo : 6 

2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを含め 
た6チャンネルで再生でさます。再生するソースに合わ 
せて、音楽用の Musicf - ドと、映画用の Cinemaf - 
ドび用意されています。すべてのチャンネルを全帯域で 
再生でさるだけでなく、ディスク U —卜方式で記録され 
たソースのようなチャンネ j レの分離感を体感できます。 

DTS 96/24 

DTS 96/24フオーマットで収録されたソフトに記録さ 
れている、 DTS 信号の拡張用データを使用して「サンプ 
U ング周波数 96 kHz / 量子化ビット数24ビット」の高音 
質での 5.] チャンネル再生び巧能です。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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技術/用語解説 


AAC (アドバンスト.オーディオ.コーディング） 

MPEG-2 オーディオ規格の1つで、巳 S デジタル放送で 
採用されています。 f ノラル音声から最大で7チャンネ 
ル音声までを効率良く圧縮して記録、伝送でさます。 

本機は AAC デコーターを搭載しているので、巳 S デジタ 
ルチューナーで受信した番組の5.]チャンネル音声をデ 
コード(復号)して再生でさます。 

音場プログラム編 

シネマ DSP (デジタル•サウンド-フィールド-プロ 
セッヴー） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館 
用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁の 
材質、スピーカーの数などの条件の違いによって、同じ 
ソフトであっても視聴感に差び出てしまいます。 

ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自 
の音場技術を応用することで、ドルビープ□□ジックや 
ドルビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて音 
のスケールや奥行さ、音量感を補い、ご家庭でわ映画館 
のよラな視聴体験を実現します。 

バーチャルシネマ DSP 

サラウンド L/R スピーカーを設置していなくとも、仮想 
的にサラウンド L/R スピーカーの音場を再現すること 
で、音場プ□グラムを楽しめます D 
センタースピーカーを旨受置でさない場合でち、フ□ント 
L/R スピーカーだけで、バーチャルシネマ DSP をお楽 
しみいただけます。 

サイレントシアター 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラムを 
擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシステムです。 
音場プ□グラムごとにへッドホン用の設定値び用意され 
ているため、自然で立体感あ而れる音場プ□グラムを 
へッドホンでもお楽しみいただけます。 

THX 

THX は、世界的に有名な映画制作会社であるルーカス 
フィ；レム社び開発した独自規格と技術を集約したわので 
す。「映画館でわ家庭でわ、映画監督の思い描いたサウ 
ンドトラックをできる限り忠実に再現したい」という、 
ジョージ.ルーカス監督の情熱により開発されました。 

THX Ultra 2 

THX Ultra2 の認証を取得したホーム.シアター.コン 
ポーネントは、いずれち一連の厳しい品質/性能試験に 
合格しています。このような製品にのみ付与されている 
THXUItra2 の□ゴは、ご購入いただいたホーム-シア 


ター製品び、長期間にわたって卓越した性能を発揮する 
ことを保証するものです。 THX ウルトラ2の要件には、 
パワーアンブI年能、プ U アンプ性能、デジタル/アナ □ 
グ空間での動作などをはじめとする、何百ものパラメー 
ターび定義されています。 

従来の THX Ultra 規格に対して、パワーアンプ部の向上 
を図るとともに 、 THX Ultra 2 Cinema と THX 
MusicMode の2つのドび新たに追加されました。 

THX Cinema 

映画のサウンドトラックは、ダビングステージと呼ばれ 
る S キシング専用の大型映画館で制作されます。これら 
のサウンドトラックは、同じ装置を備える映画館での上 
映のために制作されていますび、 DVD などに収録する 
際も、一切変更を加えず、そのまま収録されています。 
THX Cinema は、映画館向けのサウンドトラックを、 
映画館と家庭との空間的な違いによる音色の差を補正す 
ることで、一般家庭でわ映画館と同等の臨場感で再生し 
ます 0 

THX Surround EX 

THX Surround EX は、ドルビーラボラト U- ズとルー 
カスフ イルム社 THX 部門の共同開発です。 

映画館では、ドルビーデジタルサラウンド EX 技術でエ 
ンコードされたサウンドトラックにより、 S キシング時 
Iこ追加されたサラウンドバックチヤンみレを再現するこ 
とび巧能です。従来のフ□ント L/R、 センター、ヴラウ 
ンド L/R、 サブウーファーという己1チヤンネルに、ヴ 
ラウンドバックチヤンネルを加えることにより、後方部 
のおびり感をより緻密に再現し、音の定位感わわたらし 
ます 0 

THX Surround EX は、ド ルビーデジタル サラウンド 
EX 技術でエンコードされたサウンドトラックを、映画 
館で上映されたとさの臨場感のまま、一般家庭で再生し 
ます 0 

ドルビーデジタルサラウンド EX 技術を使って制作され 
た映画は、 DVD などで市場で販売される際、そのパッ 
ケージに効果に関する説明を表示しているものびありま 
す。ドルビーデジタルサラウンド EX 技術を使って制作 
された映画の一覧、およびドルビーデジタルサラウンド 
EX 技術を使ってエンコードされた DVD タイトルの一覧 
は、それぞれ下記のウェブサイトでご覧になれます。 
映画一覧： http://www.clolby.conn 
DVD タイトルー覧： http://www.thx.com 
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THX Ultras Cinema 

THX Ultra 2 Cinema は、 8 本のスピーカーを使用して 
己1チャンネルの映画ソースを再生する場合に最適なヴ 
ラウンド f ー ドです。この f ー ドでは、2本のサラウン 
ドスピーカーと2本のサラウンドノ くックスピーカ ーの 音 
をブレンドする新しい THX 処理により、サラウンドの 
広がり感と方向感を同時に再現し、最適なサラウンド空 
間を生み出します。 

THX Ultra 2 Cinema で再生中は 、 DTS ES (マト U ク 
スおよびディスク U — b や、ドルビーデジタルヴラウ 
ンド EX でエンコードされたサウンドトラックに認識信 
号(フラグ)び含まれている場合には、自動的に識別され 
ます 0 

ドルビーデジタルサラウンド EX でエンコードされたヴ 
ウンドトラックには、このようなフラグび含まれていな 
いものびあります。このよラなソースを再生する場合 
は、ソースびドルビーデジタルサラウンド EX でエン 
コードされているかどうかをパッケージなどで確認した 
うえで、手動で Surround EXf - ドに切り替えること 
びでさます。ソースびドルビーデジタルサラウンド EX 
でエンコードされていない場合は 、 THX Ult 「 a 2 
Cinema で再生します。 

THX MusicMode 

THX MusicMode は、己1チャンネルの音楽ソースを 
再生する場合に最適なサラウンドモードです。 DTS 、 
ドルビーデジタルなどで収録された 5.] チャンネルの音 
楽ソースに対して 、 Advanced Speaker Array の処理 
をすることにより、広びりのある安定したサラウンド空 
間を再現します。 

Re - Equalization (リ•イコライゼーシヨン） 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に制作さ 
れているため、家庭用の機器で再生すると、明るすざた 
り、うるさく聞こえてしまいます。 U •イコライゼー 
シヨンは、このような映画のサウンドトラックをル型の 
ホームシアターで、最適な音のバランスを再現して再生 
し cK ^ 〇 

Timbre Matching (ティンパ’一-マッチング） 

人間の耳は、音の来る方向によって音の感じ方び変わり 
ます。映画館では、サラウンドスピーカーび聴衆を囲む 
ように配置されているため、音び全方向から来ますび、 
ホームシアターでは、 U スナーの両側2本のみび使われ 
ます。ティンバー•マッチングは、サラウンドスピー 
カーからの音を、フ□ントスピーカーの音の特性に合わ 
せることで、フ□ントーヴラウンド間の音のつなびりを 
スムーズにし、拡がりびあるサウンドを再現します。 


技術/用語解説 


Adaptive Decorrelation (アタ'プティブ • デコリレー 

シヨン） 

映画館では、多数のサラウンドスピーカーび創り出す、 
包み込むようなサラウンドサウンドび体験でさます。し 
かし、ホームシアターでは通常2本のスピーカーしか使 
われないため、空間的な拡がりや、サラウンド感に欠け 
てしまったり、また近接したスピーカーにサラウンドヴ 
ウンドを取り込まれてしまいます。アダプティブ-デコ 
U レーシヨンは、サラウンドチヤンネル間の時間と位相 
を微妙に変化させることにより、2本のスピーカーだけ 
を使って、映画館と同様のおがりびあるサウンドを再現 
しよ9 〇 

Advanced Speaker Array (アドバンスト-スピー 
力一- アレイ） 

最適なサラウンド空間を再現するために、2本のヴラウ 
ンドスピーカーと2本のサラウンドノ くックスピーカーへ 
出力される音を処理する、 THX 独自の技術です。8つの 
スピーカー(フ□ントしセンター、フ□ント R 、 ヴラウ 
ンド R 、 サラウンドバック R 、 サラウンドバックしヴ 
ラウンドしサブウーファー)でホームシアターシステム 
をセットアップしている場合に、2本のサラウンドバッ 
クスピーカーを近接して、部屋の前方に向かって設置す 
ることにより、もっとも広い視聴エ U アを得ることびで 
さます。2本のサラウンドバックスピーカーを離して設 
置しなければならない場合は、 「 THX の設定」メニュ ー 
で、実際のスピーカー配置にもっとも近い設定を選ぶ必 
要びあります。これにより、サラウンド空間び最適化さ 
れます。 

Advanced Speaker Array は、新しい2つのサラウン 
ドモードである THX Ult 「 a 2 Cinema と THX 
MusicMode で使用されます。 

Boundary Gain Compensation (バウンダリー-ゲ 

イン-コンペンセ ーシ ヨン） 

THX Ultra 2 対応のサブウーファーや、低域再生能力び 
ある偶波数特 I 年び2日 Hz 程度まで伸びている)サブウー 
ファーを使用しているとさに、 壁面の影響で、低音のレ 
ベルび大きくなる場合びあります 。 Boundary Gain 
Compensation は、このように持ち上がってしまう低 
域のレベルを、聴感上、フラットに補正する技術です。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 
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技術/用語解説 


音声編 映像編 


PCM (リニア PCM ) 

MP 3 形式や ATRAC 形式のよラにアナ□グ音声信号を 
圧縮せずに、そのまま符号化して録音•伝送する方式で 
す。 

「 PCM 」 は、パルス.コード•モジユレーシヨンの略 
で、デジタル信号をノ。レスの符号にして変調記録すると 
いラ意味です。 

音楽 CD や、 DVD オーディオの録音方法などで採用され 
ています。 PCM ち式では、非常に短く区切った単位時 
間あたりの信号の大ささを数値に置さ換える(サンプ U 
ング)手法を用いています。 

LFE • フリケンシ ー• エフェクト)0.1チヤンネル 

音声成分の帯域び2日〜12日 Hz の、低音域専用チャン 
ネルです。 

ドルビーデジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の5チャ 
ンネルに加えて、効果的な場面で1を音を増強するために 
使用されます。音声の帯域び低域のみに制限されている 
ので、日.1と表現されます。 

サンプリング周波数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、]秒間に 
ヴンプ U ング(信号の大ささを数値に置さ換えること)を 
行ラ回数をヴンプ U ング周波数といいます。 

再生でさる周波数帯は「サンプ U ング周波数」で決まり、 
ヴンプ U ング周波数び高いほど再生巧能な音域び広がる 
ことになります。 

量子化ビット数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、音の大さ 
さを数値化するとさのさめ細かさを量子化ビット数とい 
います。 

音量の差を表わすダイナ S ックレンジは「量子化ビット 
数」で決まり、量子化ビット数び大さいほど音の大ささ 
の変化をさめ細かく再現でさることになります。 


コンポジットビデオ信号 

輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号をひとつにまとめ 
て伝送する方式です。テレビの NTSC 信号などび採用し 
ています。 

S ビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す C 信号に分 
けて伝送する方式です。 S ビデオ端テで接続すると、よ 
り美しい映像で録画/再生をお楽しみいただけます。 

コンポーネントビデオ信号 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と、色を表す PB/CB 信号 
および Pr / Cr 信号の 3 系統に分けて伝送する方式です。 
それぞれの信号を独立して伝送するため、色をより忠実 
に再現でさます。また、コンポーネントビデオ信号は、 
色を表わす信号から輝度を表わす信号を引いているの 
で、色差信号とわ呼ばれます。 

S 1/ S 2 端子 

4 : 3 に圧縮されたワイドソフトを、自動的に ] 6 : 9 の 
サイズに戻して映し出します。これに加え、レターボッ 
クス方式で収録されたソフトを、自動的にワイド画面 
いっぱいに映し出すことわでさます。 

D 端子 

最新の A V 機器間での映像信号の伝送に用いられる端テ 
で、コンポーネントビデオ信号とコント□ール信号(走 
査線、アスペクト比、インターレース/プ□グレッシブ 
の情報)を、一本の専用ケーブルで接続でさます。その 
性能に応じてランクび D ] から D 日に分けられていま 
す。本機には D 日 VIDE 日端テび装備されており、 D ] か 
ら D 日の規格に対応しています。 

DCDi ™ 回路 

Directional Correlational Deinterlacin 呂の略で、 
ファ□ージャ社び開発した、高画質回路のことです。最 
先端のエッジカッティング技術により、インターレース 
方式の信号を、プ□グレッシブ方式に変換するとさに発 
生するジャギー(ギヴギヴ感)をなくし、滑らかで自然な 
映像を再現します。 

インターレース 

一画面の走査線を奇数段、偶数段にわけ、交互に表示す 
る走査方式です。通常のテレビなどに使われています。 
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技術/用語解説 


プ□グレッシブ 

一画面すべ ての 走査線を、一度に表示する走査方式で 
す。走査線をわけて交互に表示するインターレース方式 
に比べ、ちらつさの少ない、滑らかな映像を映し出すこ 
とびでさます。 

TrueLife ™ Enhancer by Faroudja 

ファ□ージャ社び開発した、ビデオエン八ンヴーのこと 
です。肌の質感や、髪の毛など細部に至るまでさめの細 
かい映像と、より生さ生さとした映像を再現することび 
でさます。 

Time Base Corrector (タイム-ベース•コレクター) 

ビデオテープの走行ムラなどに起因する、映像信号の時 
間軸の誤差を補正して、画面の横ゆれ、色の変動を防ぐ 
機能です。 


本機について 


いろいろな再生のしかた 


設定を変更する 


オリジナル QUKII ング震をっくる 


リモ n ンを使いこなす 


便利な機能 


その他の情報 
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まな仕様 


オーディオ部 


ビデオ宜 B 


定格出力（60、 20 Hz 〜 20 kHz 、0.01 5% THD ) 


フ□ント L/R . 1 70 W + 1 70 W 

センター .170 W 

サラウンド L/R . 1 70 W +170 W 

サラウンドバック L/R . 1 70 W + 1 70 W 

プレゼンス L / R (60、 2日 Hz 〜2日 kHz 、 0.05% THD ) 
.50 W +50 W 

実用最大出力 ( EIAJ 、 60、 1 kHz 、 10% THD ) 

フ□ント L/R .250 W +250 W 

センター . 2己日 W 

サラウンド L/R . S 己日 VV + S 已日 W 

サラウンドバック .200 W 

プレゼンス L/R .70 W +70 W 

ダンピングファクター(80、2日 Hz 〜2日 kHz ) 

フ□ント L / センター/フ□ント R . 2日日じ(上 

入力感度/インピーダンス 

CD 他 . 200 mV /47 kO 

PHONO ( MM ). 2.己 mV /47 kO 

FRONT IN .1 V /47 kQ 

出力電圧/インピーダンス 

REC OUT . 200 mV /0. 已 kO 

PRE OUT . 1.0 V /0. 已 kO 

SUBWOOFER ( SPLIT ).2.0 V /1 .已 kO 

SUBWOOFER ( MONO ).4.0 V /1 .已 kO 

へッドホン出力/インピーダンス . 2日日 mV /1 日日0 

周波数特性 （1 日 Hz 〜1日日 kHz ) 

CD 他-フロント L/R .-3 .日服 

トーンコント□ール 

BASS . ±6服 

(夕ーンオーバー周波数： ] 2己/3己日/己日日 Hz ) 
TREBLE .±6 d 巨 


(夕ーンオーバー周波数： 2.已 k /3 .己 k /8 .日 kHz ) 


ク□ス オーバー 特性 
SUBWOOFER 

. 40/60/80/90/1 00/110/120/1 60/200HZ 


全高調波歪率 (2 日 Hz 〜 20 kHz ) 

PH 0 N 0( MM)-REC OUT . 0.0]%!；(下 

CD 他一 FRONT OUT . 0.00己〇/〇じ(下 


FRONT/CENTER IN — フ□ント L / センター/フ□ント R SP OUT 
. 日.日日8%!；(下 


対応テレビち式 . 

コンポジットビデオ信号レベル.... 

S ビデオ信号レベル 

Y . 

C . 

コンポーネントビデオ信号レベル 

Y . 

Pb/Cb 、 Pr/Cr. 

S / N 比(プ□セッヴーオフ時） ....... 


NTSC ( PAL に設定可能) 
.]Vp-p/7 己 0 

.]Vp-p/7 己 0 

. 0.286 Vp-p/7 己 0 

.]Vp-p/7 己 0 

. 0.7 Vp-p/7 己 0 

. 70 服じ(上 


M 0 MT 0 R OUT 周波数帯域(プ□セッヴーオフ時） 

VIDEO . 己 Hz 〜]日 MHz 、-3 服 

S VIDEO . 己 Hz 〜]日 MHz 、一3 d 目 

COMPONENT VIDEO . 己 Hz 〜]日日 MHz 、-3 服 

D 己 VIDEO .5 Hz 〜] OOMHz 、 一 3 d 巨 


総合 

電源電圧 . AC ]00 V 、 己 OHz / 60 Hz 


消費電力 .700 W 

待機時消費電力 . 日.8己 W 

AC アウトレット(電源スイッチ連動 X 2). 合計12日 W 

寸法(幅 X 高さ X 奥行き） . 435X21 1 X47]mm 

質量 . 30.0 kg 


※仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあります。 


本機は「局調波ガイドフイン」適合品です 0 


S / N 比 ( IHF - A ネットワーク、入カショート） 

PH 0 N 0( MM )(2 .己 mV 人力） .80 d 目！;(上 

CD 他に00 mV 入力） . 98服 I ツ上 

残留ノイズ ( IHF - A ネットワーク） 

フ□ン hL/R SP OUT . 1己〇ぃ V 肌 

チヤンネ J レセパレーシヨン （ 1 kHz / 1日 kHz ) 

PHONO ( MM ) (入カショ ー h ). 70服 I ツ上/60服 I ツ上 

CD 他(己.1 kO 入カショート） .70 cm 上/60服1；(上 

A / D コンバーター .] 92 kHz 対応24ビット A / D コンバーター 

D / A コンバーター ....... DSD / PCM 対応24ビット D / A コンバーター 
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メーヵ■ドー實 


本機の U モコンに内蔵のライフラ U —は全世界対応です。下表は主に日本で流通しているメーカーのコードを抜粋 
したわのです。下表のメーカー製品であっても形式、年式によって使用でさないものびあります。他社のメーカー 
コードを設定した場合、機種によっては操作できないもの、または限られた機能しか操作できないものびあります。 
この場合は、お使いの機器専用の Uf コンをご利用ください。設定方法については 「 Uf コンで操作でさる機器を 


指定する」 （57 ぺージ)を参照してください。 


メーカー名 

短縮表示 

フル表示 

TV 

AIWA 

Aiwa 

- 

DAEWOO 

Daewl 〜目 

Daewoo- 1 〜目 

FUNAI 

Funai 

- 

GOLDSTAR 

Gold1 〜目 

Goldstar- 1〜6 

HITACHI 

Hits 1 〜 4 

Hitachi-1 〜4 

MITSUBISHI 

Mitsl 〜 4 

Mitsubishi-1 〜4 

NEC 

NEC-1 〜 3 

— 

PANASONIC 

Panal 〜 4 

Panasonic-1 〜4 

PHILIPS 

Phipl~2 

Philips-1 〜2 

PIONEER 

Pion 1 〜 4 

Pioneer- 1〜2 

SAMSUNG 

Sams 1 〜 6 

Samsun 呂 -1 〜6 

SANYO 

Sanyl 〜 3 

Sanyo- 1〜3 

SHARP 

Shari 〜 3 

Sharp- 1 〜 3 

SONY 

Sony 

- 

TOSHIBA 

Toshl 〜 4 

Toshiba-1 〜 4 

VICTOR 

JVC-1 〜 4 

- 

YAMAHA 

Yamal 〜 3 

Yamaha-1 〜 3 

ケーブル TV チユーナー 

PIONEER 

Pion 1 〜 2 

Pioneer- 1 〜 2 

BS デジタルチューナー 

PANASONIC 

Panal 〜 2 

Panasonic-1 〜 2 

SONY 

Sonyl 〜 2 

- 

TOSHIBA 

Toshl 〜 2 

Toshiba-1 〜 2 

テープデッキ 

DEMON 

DENOl 〜 4 

DEN0N-1 〜 4 

KENWOOD 

Kenwl 〜目 

Kenwood- 1 〜 6 

ONKYO 

加 kyl 〜 7 

Onkyo-1 ~7 

PIONEER 

Pion1 〜己 

Pioneer- 1 〜己 

SONY 

Sonyl 〜 2 

Sony- 1〜2 

TEAC 

Teacl 〜 4 

Teac-1 〜4 

TECHNICS 

Techl 〜 2 

Technics-1 〜2 

VICTOR 

JVC-1 〜 4 

- 

YAMAHA 

Yamal 〜 2 

Yamaha-1 〜2 


メーカー名 

短縮表示 

フル表示 

ビデオデッキ 

AIWA 

Aiwa 1 〜 2 

Aiwa-1 〜 2 

DAEWOO 

Daewl 〜 4 

Daewoo-1 〜 4 

FUNAI 

Funai 

- 

GOLDSTAR 

Golds 

Goldstar 

HITACHI 

Hital 〜己 

Hitachi-1 〜己 

MITSUBISHI 

Mitsl 〜己 

Mitsubishi-1 〜己 

NEC 

NEC-1 〜 2 

— 

PANASONIC 

Panal 〜 6 

Panasonic-1 〜目 

SAMSUNG 

Sams 1 〜 6 

Samsun 呂 -1 〜 6 

SANYO 

Sanyl 〜 3 

Sanyo- 1〜3 

SHARP 

Shari 〜 3 

Sharp- 1〜3 

SONY 

Sonyl 〜 3 

Sony- 1〜3 

TOSHIBA 

Toshl 〜 3 

Toshiba- 1〜3 

VICTOR 

JVC-1 〜目 

- 

YAMAHA 

Yamal 〜 4 

Yamaha-1 〜4 

DVD プ レーヤー 

DEMON 

DENOl 〜 2 

DEN0N-1 〜2 

FUNAI 

Funai 

- 

HITACHI 

Hitac 

Hitachi 

KENWOOD 

Kenwo 

Kenwood 

MITSUBISHI 

Mitsu 

Mitsubishi 

ONKYO 

加 kyl 〜 2 

Onkyo-1 ~2 

PANASONIC 

Panal 〜 2 

Panasonic-1 〜 2 

PHILIPS 

Phil 1 〜 2 

Philips-1 〜 2 

PIONEER 

Pion 1 〜 3 

円日 neer-1 〜 3 

SAMSUNG 

Samsu 

Samsun 呂 

SHARP 

Sharp 

- 

SONY 

Sony 

— 

TOSHIBA 

Toshi 

Toshiba 

VICTOR 

JVC 

— 

YAMAHA 

Yamal 〜 4 

Yamaha-1 〜4 

LD プレーヤー 

DEMON 

DEMON 

— 

KENWOOD 

Kenwo 

Kenwood 

PANASONIC 

Panas 

Panasonic 

PHILIPS 

Phil 1 〜 2 

Philips-1 〜2 

PIONEER 

Pion 1 〜 2 

円日 neer-1 〜2 

SONY 

Sony 

— 

YAMAHA 

Yamah 

Yamaha 


本機について いろいろな再生のしかた 設定を変更する 才 U ジナルの U スニング震をミる リモ n ンを使いこなす 便利な機能 
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メーカーコードー覧 


メーカーる 

短縮表示 

フル表示 

CD プ レーヤー 

DEMON 

DEMON 

- 

KENWOOD 

Kenwl 〜 3 

Kenwood- 1〜3 

ONKYO 

加 kyo 

— 

PANASONIC 

Panal 〜 2 

Panasonic-1 〜2 

PHILIPS 

mil 〜 3 

Philips-1 〜3 

PIONEER 

Pione 

Pioneer 

SANYO 

Sanyo 

— 

SHARP 

Sharp 

- 

SONY 

Sony 

- 

TEAC 

Teacl 〜 3 

Teac-1 〜3 

TECHNICS 

Tech 1 〜 2 

Technics-] 〜2 

VICTOR 

JVC-1 〜 2 

- 

YAMAHA 

Yamal 〜 2 

Yamaha-1 〜2 

CD レコーダー 

DEMON 

DENOl 〜 2 

DENON-1 〜2 

HITACHI 

Hitch 

Hitachi 

MARANTZ 

Maran 

Marantz 

PHILIPS 

Phili 

Philips 

PIONEER 

Pione 

Pioneer 

SONY 

Sony 

- 

TEAC 

Teac 

- 

VICTOR 

JVC-1 〜 2 

- 

YAMAHA 

Yamah 

Yamaha 

MD レコーダー 

DEMON 

Denon 

- 

KENWOOD 

Kenwo 

Kenwood 

ONKYO 

On kyo 

- 

PIONEER 

Pione 

Pioneer 

SHARP 

Sharp 

- 

SONY 

Sony 

- 

TEAC 

Teac 

- 

YAMAHA 

Yamal 〜 3 

Yamaha-1 〜3 
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ナ巧 


ナイ hU スニングモード . （応 )2 日 

入カモード . （応)44、71 

ハ行 

バーチャルシネマ DSP . (応)]6、116 

バックグラウンドビデオ機能 . （応 ) 2 ] 

光デジタル出力端子 . （準)12 

光デジタル入力端テ . （準)12 

光ファイバーケーブル . （準)13 

ビッ h レ ー h . (応 )77 

ビデオコンバージョン機能 . （準)1 ] 

ビデオ用ピンケーブル . （準)13 

ピュアダイレクトモード . （応 )1 8 

フラグ . （応 )77 

プ□グレッシブ . （応 )1 ]9 

マ行 

マク□機能 . （応 )6 己 

メーカーコード . （応)己7、123 

ラ行 

ラーニング . （応)己9 

ライブラ U — . （応)己8 

U モつン . （応 )8 

量子化ビット数 . （応 )1 ]8 

A 、 B 、 C 、 D 、 E、F 

AAC . (応…6 

AC アウトレット . (準)3日 

Adaptive Decorrelation . O ' レ）]] 7 

Advanced Speaker Array . (化、)]] 7 

Boundary Gain Compensation . (応 )1] 7 

CINEMA DSP 音場プ□グラム . （応 )96 

DCDi ™ 回路 . (応… 8 

DTS . (応)]2、115 

DTS-ES . (応)]2、115 

DTS Neo :6. (応) ] 己、115 

DTS 96/24 . (応…己 

D 已ビデオ端テ . （準)1 ] 

D 端テケーブル . （準)13 


ア巧 


アンプライブラ U — . 

インターレース . 

オフタイマー . 

オプティマイヴーマイク . 

音場プ□グラム . 

音場プ□グラムパラメーター. 
オンスク U —ン表示 . 


.... (応)己8 

. m ) 118 

.... (応 )74 
.…(準)33 
…崩91 
.... (応)己2 
.... (化〇7己 


力行 


グラフィックイコライヴー . 

後部残響音 . 

コンポーネントビデオケーブル. 
コンポーネントビデオ信号 ......... 

コンポーネントビデオ端テ ......... 

コンポジットビデオ信号 . 


.... №031 
.... ( 応 ) 已 ] 
.…(準)13 
栽118 
....(¥)1 1 
扇)118 


ヴ巧 


サイレントシアター. 


(応 ) 1己、116 


ヴンプ IJ ング周波数 . （応)77、 ]] 8 


初期反射音 . 

ステレオピンケーブル 
ストレートデコード .... 
スピーカー5品テ . 


.0© 已1 

. (準)13 

(応 )2 日、101 
. (準）16 


ダイナミックレンジ . 

ダイレクト . 

ディスプレイ . 

テス hi ン . 


夕行 


. 俯033 
. m) 19 

扇)11 
. 俯072 


電源コード . (準)30 

同軸ケーブル . （準)13 

同軸デジタル出力端子 . （準)12 

同軸デジタル入力端テ . （準)12 

ドルビーデジタル . （応 )1 2、115 

ドルビーデジタル EX . (応 ) 12、115 

ドルビープ□□ジツク . （応 )1 己、115 

ドルビープ□□ジツク II . (応 )1 己、115 

ドルビープ □□ ジック llx . (応)12、 ] 已、 ]] 己 


(準)： r 準備-接続編」を参照ください。 
(基)： r 基本操作編」を参照ください。 

(応)： r 応用操作編」(本書)を参照ください。 


本機について J - いろいろな再生のしかた-^^設定を変更する^每ジナルのリス||ング環境をつくる|广リモコンを使いこなす」^_ Si 利な機能 


その他の情報 
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索引 


G、H、 し J、K、L 

GUI 画面 . （準) 31 

GUlU モコン . （応 ）1 日 

Hi- 円 DSP 音場プ□グラム . （応 )9] 

IEEE 1394ケ-ブル . (準)13 

し LINK. (応)82、109 

LFE 日.1チヤンネル . （応 )1 18 

M、N、0、P、Q、R 

0PTN モ ーK. (応)己6 

PGM. №0118 

PREOUT 端テ . (準)27 

Re - Equalization. (応) ]] 7 

S、T、U、V、W、X、Y、Z 

S ビデオケーブル . （準)13 

S ビデオ信号 . （応) ] ]8 

S ビデオ端テ . （準)11 

S1/S2 端テ . （応 )1 18 

THX. (応…6 

THX Cinema(THX シネマ） . （応) ] 4、116 

THX MusicModeCTHX ミユージック） . （応)]4、 ] ]7 

THX Surround EX (THX サラウンド EX). (応) ] 4、116 

THX Ultra2 Cinema (THX ウルトラ2シネマ） . （応)14、 ] 17 

THX サラウンドモード . （応 ） 14 

Timbre Matching. (化、)]] 7 

Time Base Corrector.O' レ）]] 9 

TrueUfe™ Enhancer. (応) ]]9 

数き、記号 

2ch ステレオ . （応 ）17 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安/こ\してご愛用いただけるためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはおおくのサービス拠点にご連絡ください。 

このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載しております。 


• 保証期間 

お買い上げ曰より]年間です。 


■ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関するお問 
合せは 


• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

• 保証期間び過ざているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 


(ヤマノ V 電気音響製品サービス拠点） 

北海道〒 日 64-8 己43 札幌市中央区南十条西 1-1-50 ヤマノ化ンター内 
TEL (011) 512 - 6108 

仙台 干984-日日]己仙台市若林区卸町己-7仙台卸商共同配送センター 3F 
TEL (02S) 236 - 0249 


• 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 
一般管理費等び含まれています。 

♦ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す 
る部材等を含む場合もあります。 

♦ 出5長科 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧切り後8年です。補修 
用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品で 
す。 


首都圍〒] 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1番1号 

京浜トラックターミナル内] 4号棟 A- 己 F 
TEL (03) 己762 -2121 

ミ兵ホ公〒 43己-日日] 6 お松市和田町2日日ヤマ八(株)和田工場内 
TEL (053) 46己 -6711 

名ち屋 干4己4-日日己8 名ち屋市中川区玉川町 2-1-2 

ヤマ八(株)名ち屋流通センター 3F 
TEL (052) 652 - 2230 

大阪 〒己6己-日8日3 吹田市新声屋下 1-16 

ヤマ八(株)千里6センター内 
TEL (06) 6877 -己262 


• 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へお持ちください。 


四国 〒 76 日-日日 29 高松市丸亀町 8-7 

(株)ヤマ八ミュージックネ申戸高松店内 
TEL (087) 822 - 304己 


参彎品の状態は詳しく 九 州〒 8 12-8 己 08 福岡市博多区博多駅前 2-]] -4 

ヴービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお tel (092) 472 - ^134 

知らせください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知 
らせ < ださい。 

《品番、製造番号は AV 製品の背面もしくは底面に表示してあり 
ます。 

参スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの 
で、エージングの差による音色の違いび出る場合びあります。 

•摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び 
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用 
時間等によって大さく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V電気音響製品 
サービス拠点へご相談ください。 

广 摩耗部品の一例-^ 

ボリュームコントロール、スイッチ- U レー類、接続端子、ランプ、 

ベルト、ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


■ ヤマ八 AV 製品の機能や取扱いに関するお問合せは 


マ八株式会な 

干 430-8650 ミ兵松市中ミ尺町1日-1 


お客様ご相談センター 

TEL (0 曰 70) 01 - 1808 (ナビダイヤル） 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 460- 3409 

FAX (0 曰 3) 460- 3489 
住所干430 -86 己0 

静岡県お松市中沢の1 0-1 

ご相談受付時間 ] 日:日日〜12:00,13:日日〜] 8:00 
(曰•祝日及び弊社び定めた曰は休業とさせていたださますの 
であらかじめご了承ください。） 




の 

★永年ご使用の A V 製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 


♦ 電源コード-プラグび異常に熱い。 

参コゲくさい臭いびする。 

参電源コードに深いキズか変形びある。 

参製品に触れるとピ U ピ U と電気を感じる。 
♦ 電源を入れてち正常に作動しない。 

♦ その他の異常-故障びある。 



すぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜 
さ、必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相 
談ください。 


ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 
http://www.yannaha.co.jp/auclio/ 
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この取扱説明書はエコパルプ ( ECF : 無塩素系漂白パルスを使用しています。 
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